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　やっとこさのあとがき












　第一章　宇宙は燃えているか？




　宇宙は狭せまい。

　噓うそではない。

　いかに銀河が広かろうと、星々の輝きで満ちあふれていようと、その中で人類が、いや、生物が生息できる環かん境きようを備えた場所といったら知れている。

　全銀河を併あわせても７０００個の惑わく星せいと３５０個の衛えい星せい、それにいくつかの人工天体が人類の生息に適しているに過ぎない。そんなもの、全銀河の星の数からすればないも同じである。

　地球のように理想的な環境の惑星といったら、さらに限られる。多くはその表面のほとんどを砂さ漠ばくや氷河や山さん岳がくや、海洋に覆おおわれた不毛な惑星なのである。限られたわずかな居住可能区域に、人類はへばりつくようにして密みつ集しゆうしているのだ。

　しかしそんな惑星でさえ、宇宙の中ではオアシスである。いや、恒こう星せいでさえそうなのだ。

　ちょっと考えると星でいっぱいのように思える銀河も、実際にはまばらな星の集まりでしかない。まだしも宇宙の他の部分に比べれば、いくらか密集しているというだけである。

　銀河の中を目をつぶって走り抜けても（走り抜ぬけられる人間がいればの話しだが）星にぶつかる可能性は、何万分の一、いや何億分の一といった確かく率りつなのだ。

　銀河の、もっとも星の密集した区域でさえ、そうなのである。宇宙の大部分は〝無〟だと言っても、少しも誇こ張ちようではないのだ。無限の宇宙の中の、それこそ針の先で突ついたような惑星の、そのまたごくごく限られた地域に、人類はひしめき合って生きている黴かびのようなものなのである。

　それなのに、宇宙には争いの絶たえることがない。

　すべては、広い宇宙の中の、狭すぎる生息場所をめぐっての争いである。

　宇宙というガラスケージの中で、人類というマウスが増え過ぎてしまったのである。生活する場所にも、養う食料にも限度がある。だとすれば殺し合いが起きるのは当然の帰結であった。優れたもの、強い者だけが生き残って子し孫そんを残す権利がある。それは一種の生物学的な淘とう汰たであるとさえ言えた。

　限られた生息場所である惑星、点在する惑星と惑星を結ぶ航路、その航路を征ゆく宇宙船の燃ねん料りようとなる資し源げん、すべてが争いの種となった。しかし突き詰つめていけば、あまりにも限られた生息場所をめぐって、いくつかの陣じん営えいに別れた人類や亜人類サブヒユーマノイドが、その生存を賭かけて争っているのである。ただそれだけのことであって、それ以上でも以下でもない。

　そこに、また無数の利害が絡からむ。

　イデオロギーや、覇は権けん争いや、思おも惑わくや大小様々のプライドが絡んでくる。

　それらが複ふく雑ざつ怪かい奇きに絡みあって、ドロドロとした怨おん念ねんのようなものさえ生まれてくる。もはや銀河で戦っているどの勢力の中にも、この戦いがもつ本来の理由を正しく把は握あくしている者など皆かい無むだと言ってもいいだろう。戦いは戦いを生み、憎にくしみは果てしなく拡かく大だいして、本来の戦争目的さえ覆い隠かくしてしまった観がある。

　人類は領土確保という本来の目的さえ忘れて、惰だ性せいで殺し合いを続けた。

　と、以上のような理り屈くつは後から考えた、まったくのこじつけである。

　本当はそんな大たい義ぎ名めい分ぶんなど、誰だれも信じてはいない。とにかく人類は、なんのかんのと言われても、戦争が大好きなのだ。そのことは過去の歴史が延えん々えんと証明している。そんな理論はきょうび中学生でも堂々と振ふり回している（作者わたしがここで改めて述べるのも気がひけるくらいだ）。

　戦争が悪あく魔まの仕し業わざであることは、誰でも知っている。頭では、理解している。

　でも、絶対にやめられない。

　そうした人間の業ごうの深さを一言で言い表わせば──、

　わかっちゃいるけど、やめられない。

　と、いうことになる。

　とにかく戦争が人類の辞書から消えることは永久にない。あるとすればそれは、戦争が人類そのものを道連れにするときだ。

　ならば人類はどうすればよいのか？

　頭を空からにして、戦争をブワ～ッと楽しむか──、

　それが嫌いやならさっさと殺されてしまうことだ。

　どうせ巻き込まれるなら思いきって自分から戦争の中に飛び込んで行くという手もある。

　いずれにせよ──、

　今日も宇宙のどこかで戦争は続いている。







「前方４５５光秒。左７度27分、俯ふ角かく８度53分に敵艦隊展開中！」

　ブリッジに、澄すんだ声が響ひびき渡った。

「戦艦16、空母６、巡じゆん洋よう艦かん48、駆く逐ちく艦ほか１５０！　小惑星帯を背にこちらのレーダーを攪かく乱らんするもののようです」

　いつもながら簡かん潔けつにして明めい瞭りようなキョンファ・キム少しよう佐さからの報告に、

「敵の尖せん兵ぺいのようですな」

　提てい督とく席せきのマコト・ヤマモト少将を振ふり向いたカール・ビョルン・アンドレセン准じゆん将しようの赤あか髭ひげから白い笑みがこぼれた。

「どうします、司令代行？」

「そうだなあ……」

　ヤマモトは端たん正せいな顔を傾かたむけてしばらく考えてから、

「留る守すを預あずかる我々としては、艦隊司令の指示を仰あおぎたいところだが……」

　と、含ふくみ笑顔で言った。

「どうすべきかな、アンドレセン艦長」

「そうですな」

　アンドレセンも心得たもので、

「司令官が留守のときは、代行であるあんたの権限が絶対ですよ。好きに駒こまを進めて、いいのと違ちがいますか」

　と、いかつい貌かおを崩くずしてみせる。

「そうするか」

「実はそうしたいんでしょう？」

「まあ……な」

　ヤマモトは苦笑して、肚はらをくくった。アンドレセンに限らずそこまで自分のことをわかっている部下たちなら、気がねすることもないはずだった。

　戦艦『筑ちく後ご』のブリッジである。

　名目上は叛はん乱らん軍とはいえ堂々たる主力艦隊の、艦隊旗き艦かんだ。本来ならその提督席に座すわるべき人は、いまここにはいない。

　彼かれはわずか数隻せきの小艦隊を率ひきいて、別任務に当たっている。そのことを敵は知らない。ジャスティ・ウエキ・タイラー大将は、主力を腹心の部下であるヤマモトとアンドレセンにまかせ、自らは隠おん密みつ裏りに行動しているのだ。早い話が留守。

　当面、全権はヤマモトに委ゆだねられているわけだが、そこに敵艦隊が現れたというわけだ。

　いかに艦隊をまかされたとはいえ、タイラーの意向を無視して好き勝手にやるヤマモトではない。だからこそ、安心して留守をまかせることもできる。

　敵味方の戦力は、ほぼ互ご角かく──、

　まともに戦って敗やぶれるとは思わないが、こちらにも少なからぬ被ひ害がいが出るであろう。

　今は戦力を温存したかった。

　それがタイラーから、艦隊を預かった司令代行のヤマモトがまっさきに考えたことであった。

　いかにこちらの被害を少なく、戦いを有利に運ぶか……。

「よし、やろう」

　ヤマモトは自らに言い聞かせるかのように力強くうなずいた。

「そうこなくちゃ」

　アンドレセンが目を細めた。

「叛乱軍の力がどれほどのものか、見せてやろうじゃねえか」

「機先を制した方が勝ちだ。ただちに全艦隊を敵の背後に展開させる！」

「ほう、そりゃ面おも白しれえ！」

　アンドレセンが喜色を満面に湛たたえながら言った。「失礼だが少将閣かつ下かにしては、珍めずらしく大だい胆たんな作戦ですな」

「私わたしをいつまでも消極的な提督だと思うなよアンドレセン」

　ヤマモトはアンドレセンの顔を見て、得意気に笑ってみせた。「生まれ変わったヤマモトの冴さえのほどを見せてやるぞ」

「よしなに」

　アンドレセンはおかしくてしかたがなかった。ヤマモトが積極果か敢かんな提督に生まれ変わった、その理由をよく知っていたからである。

　その転機が一人の女、それもついこの間まで敵だった女によってもたらされたと聞いたら、半年前なら笑い咄ばなしだったろう。それほどまでにこと女性に関しては晩生おくてのヤマモトであったし、それを知るアンドレセンでもあった。

「麾き下かの全艦艇に通達！　本艦隊はこれより全速かつ全力をもって敵艦隊と小惑星帯との間に突とつ入にゆうし、敵の意図を挫くじく！」

　艦隊が沸わいた。乗組員たちが燃えた。

「突入！」

　その前進命令を待ちきれないかのように飛び出したのは、艦隊の左翼にいた駆逐艦隊である。そのシルエットは惑星連合宇宙軍のものではない。

「ハス！　突出しすぎる。無茶するな」

　きわめて私的な示し唆さを含んだ命令が、戦艦『筑後』のブリッジから先頭のラアルゴン駆逐艦ガルギュランに向けて飛んだ。

　本気で、心配しているのである。

　それがまた、アンドレセンには微笑ほほえましい。

『突出だって？』

　それに対する返信は、実にそっけないものであった。

『一番乗りと、言ってもらおうかい』

　弾はずむようにモニタースピーカーから聞こえて来たのは、艶つやと張りに富んだ若い女の声であった。

「前に出すぎると、敵艦隊から袋ふくろ叩だたきだぞ！」

『それが怖こわくて、駆逐艦乗りがやってられるかい！』

　どこまでも威い勢せいのいい、女提督シア・ハスである。

『それにしても、地球の戦艦ってえのは、遅おそいねえ』

「駆逐艦と一いつ緒しよにするな。とにかく速度を落とせ！」

『ごめんだね。悔くやしかったら追いついてみな、マコちゃん』

「その呼び方はよせ！」

　ヤマモトはてきめんに顔を赤らめた。「これは全艦隊通信だぞ！」

　かくしてヤマモトの新しい愛あい称しようは、たちまちにして全艦隊の将兵たちに行き渡ったのである。

「くそっ、あの跳はねっ返りめ！　全艦速度を上げろ！」

　それでも律りち義ぎに、ヤマモトは命じた。「左翼駆逐艦隊との間かん隔かくを開けるな！　意地でも追いつけ！」

「無理ですよ」

　キム少佐が言った。「艦隊の多くは、老ろう朽きゆう艦かんや商船改造の仮か装そう巡洋艦ですよ。駆逐艦に追いつくなんて……」

「無理でもやるんだ！」

　ムキになってヤマモトは叫んだ。

「あんな小こ娘むすめに笑われたいのか！　とにかく全速だ、全速だ！　全速だぁ！」

「やれやれ……」

　アンドレセンが首をすくめた。

「昨日きのうまでの堅かた物ぶつが、一夜にしてこの変わりよう、どうなってんのかね？」

「そうですね……」

　オペレーター席のキム少佐は表情ひとつ変えずに言った。

「でも、かわいくていいんじゃないでしょうか？」







　敵が散開するよりも早く、敵艦隊と小惑星帯の間に突とつ入にゆうすることに成功したシア・ハスの駆逐艦隊である。そのハス艦隊につられるようにして、他ほかの艦隊も、あらん限りの速力で続く。中には本来の公試速力カタログデータの倍近い速度を出した艦さえいた。

「お嬢じよう、絶好のポジションにつけましたぜ」

　モニタースクリーン一いつ杯ぱいになった敵戦艦を指さし、古老の副官ロダン・グルグが叫さけんだ。

「この距きよ離りからなら、目をつぶって撃うったって当たりまさあ！」

「言ってる間に、撃つんだよ！」

　すかさずシアは命令した。「光子魚ぎよ雷らい、発射だよ！」

　魚雷を横腹に突き刺さされ、巨大戦艦が悶もだえた。

「離り脱だつ！」

　爆ばく発はつに巻き込まれるよりも早く、身軽な駆逐艦は、艦体をひねって危険空域から脱だつ出しゆつしている。みごとな一撃離脱戦法ヒツト・アンド・アウエイである。

　爆発を逃のがれた駆逐艦ガルギュランの目の前に、一息入れるまでもなく次の標ひよう的てきが迫せまる。もとラアルゴン帝てい国こく製せいの巡洋艦だ。

「こないだまで味方だった艦ふねを撃つのは気がひけますかい……？」

　ロダンが言うのを、

「なにいってんだい、今は敵だよ！」

　シアは鼻でせせら笑って、

「光子魚雷扇状発射フアニング！」

　敵を網あみにかけるように扇せん型けいに角度をつけて発射された光子魚雷の数本が、次々と敵の横腹に命中した。連続発射のためエネルギーはフル充塡チヤージの半分ほどだが、防備の薄うすい巡洋艦には、これでじゅうぶんだ。

　またひとつ、大たい輪りんの花が、暗黒の宇宙を彩いろどった。

　それより早く、ガルギュランは麾き下かの数隻とともに離り脱だつしている。

　その眼前に、またしても敵艦のシルエットが大きく迫せまりつつあった。

「今日は入れ食いだねえ」

　ブリッジで仁に王おう立だちになったまま、シア・ハスはほくそ笑えんだ。ヤマモトに見せた、あの甘あまえたような表情とはまったく別人のものである。

「『尾張おわり』級戦艦です！」

「かまうこたないよ！」

　シアは怖おじ気けづく部下たちを鼓こ舞ぶした。「うんと接近して、魚雷をぶち込むんだ！」

　モニターの中で全長９４０メートルの超ちよう弩ど級きゆう戦艦は、たちまちにしてふくれあがった。舷げん側そくにズラリと並ならんだ駆逐艦撃げき退たい用の副ふく砲ほうが、一いつ斉せいにこちらを指向しているのが見える。

「お嬢じよう！」

「ビビるんじゃないよ！」

　シアは叱しつ咤たした。「先代おやじが死んだとき、その命、あたいに預けると言ったおまえたちのその言葉、今さら噓うそとは言わせないよ！」

　相あい討うちを覚かく悟ごでガルギュランが光子魚雷を発射しようとしたまさにそのとき──、

　にわかに『尾張』級戦艦がグラリと大きく傾かたむいた。

　ガルギュランを狙ねらっていた砲口が、あらぬ角度を向く。理由は、わからないなりに、この機を逃すようなハスではない。

「発射！」

　巨大な戦艦も、至近距離からの魚雷攻こう撃げきには、あっけないほど脆もろい。

　爆発を逃れたガルギュランのブリッジに、レーザー通信が入った。

『危なかったな、ハス』

　ヤマモトであった。『あんな戦い方で、よく今まで命があったもんだ』

「あたいには、アードラの闘とう神しんの、御ご加か護ごがあるのさ」

　涼すずしい顔で言う、シア・ハスであった。

「でもまあ、助かったよ。マコちゃん、ありがとう」

『その呼び方は、よせ』

　お互たがいに相手の前でははにかんでしまう、不器用なハスとヤマモトであった。

　だからこそ、これでけっこううまくいっている。







　退路を断たれて、アシュラン艦隊は大混乱に陥おちいった。

　もともと敵の様子を探さぐるために派は遣けんされた、偵てい察さつ用の艦隊である。いきなり敵が攻撃をしかけてこようとは、予想だにしていなかったのだ。

「なぜだ？」

　旗艦である戦艦『阿あ波わ』のブリッジでは、先せん遣けん艦隊司令官のギオウ・ガイ提てい督とくが、驚きよう愕がくの叫びを上げていた。

「なぜ攻撃して来る。なぜためらいもなく攻撃できるのだ、タイラー！　こちらには、お前の妻と子供が、人ひと質じちに取ってあるんだぞ！」

　つまりはその人質が、彼の油断であった。

　こちらがしかけない限り、よもや向こうから攻撃しては来ないだろうという甘い目もく算さんが、彼の命取りであった。

　気がついたときには、艦隊の半分を沈しずめられている。

「悪あく夢むだ……」

　アシュラン大たい公こう家けに仕える貴族の息子むすことして生まれ、実戦経験のほとんどないギオウ・ガイにとっては、まさに悪夢以外のなにものでもなかったろう。

「いかがいたします、ガイ様」

　という副官の問いかけに、

「どうもこうもあるか、逃げるのだ！」

　と叫んだ彼の判断は、だからこの場合はとても正しい。彼を責めるべきではない。なにしろ相手は揃そろいもそろって実戦経験の豊富な、きわめつけの強敵であったのだ。

　三十六計、逃げるにしかずである。

「駆逐艦、巡洋艦は戦艦を逃がすための楯たてになれ！」

　臆おく面めんもなく、ガイは叫んだ。自分かわいさの命令である。

「し、しかしそれでは……」

　うろたえる副官に、

「ええい黙だまれ！　戦艦さえ無事なら、艦隊はいつでも立て直せる！」

「そ、それもそうですな……」

　やはり自分が助かりたい副官は、ガイの命令を忠実に実行した。

　哀あわれなのは配はい下かの巡洋艦、駆逐艦の乗組員たちである。

　艦隊指揮コードが上位の戦艦からのコントロールで、艦長たちの意志とは関係なく、戦艦を逃がすための楯にされる小艦かん艇てい。

「あんまりだ！」

　そう叫びながら、次々とフェーザーや光子魚雷に撃うち抜ぬかれ、むなしく宇宙に散っていくアシュラン兵士たち。

「逃げられそうだぞ」

『阿波』のブリッジで、ギオウ・ガイはほっと胸をなでおろす。

「しかしシュン様への報告はなんといたします？」

　副官に訊きかれ、

「そんなもの、適当に考えておけ！」

　怒ったように彼は命令する。「とにかく今は、命が助かっただけでももうけものだ」

　しかし──、

　どこまでも、運の悪い奴やつというのはいるものである。

　ヤマモト艦隊の後方に陣じん取どっていた艦隊の指揮官は、このあまりにも情けない敵艦隊の動きに、いたく刺し激げきされていた。

「なんという恥はじ知しらずな漢おとこだ」

　緋ひ色いろの髪かみを逆さか立だてて、彼は激げき怒どした。

「部下を楯にして自分だけ逃げるとは、それでも指揮官か！　そんな臆病者には生きている資格もないわ。のう、バルサローム！」

「はい」

　彼の横に控ひかえていた副官が、恭うやうやしく辞じ儀ぎをした。「ドム様のおっしゃる通りです」

「全艦、あの言ごん語ご道どう断だんな戦艦に向けて、主砲の全力集中射撃だ！」

　そのラアルゴン人のハンサムな指揮官、臆病とか怯きよう懦だだとかいった言葉からはほど遠い男、ル・バラバ・ドムは、ただちに麾下の旧きゆうラアルゴン艦隊に向けて命令した。

「楯になっている敵の巡洋艦や駆逐艦には当たらないように、よく狙ねらえ！」

　彼の部下には名うての射撃自じ慢まんの艦長たちが揃っていた。放たれた無数の荷か電でん粒りゆう子しビーム砲の箭やは、楯にされていた小艦艇の間をすり抜け、敵の旗艦に集中して凄すさまじい破は壊かい力を示した。

「こんな──！」

　事態を把は握あくしきれないまま、ギオウ・ガイ提督は戦艦『阿波』もろとも宇宙に散った。あとには塵ちりひとつ残らない。戦艦十数隻からの全力集中射撃を浴びればそんなものだ。

「馬鹿め！　戦艦乗りの風かざ上かみにも置けない臆病者が……」

　自分の下した命令と、その命令を忠実に実行した部下たちの技量にいちおうの満足を覚えながら、それでもドムは露ろ骨こつな不ふ機き嫌げんの表情を露あらわにしたままであった。

「あのような恥知らずが提督か。するともう、アシュランにはろくな人材がおらぬということだな」

　公王のルウと、その弟で辺へん境きよう伯はくのシュン、その二人を別にすればの話だ。

『みごとです、ドム提督』

『筑後』のヤマモトから、通信が入った。『さすがは宇宙で二番目に強い提督』

「見ておられたか。かたじけない」

　ドムはいささか、おもはゆい気持ちがした。

『卑ひ怯きような敵の旗艦だけを狙ねらい撃うつ作戦、手際もみごとでしたがそれ以上に立りつ派ぱでした』

　ヤマモトがそう言うからには、お世せ辞じ抜ぬきなのであろう。それがよけい、ドムには辛つらいのである。

「なに、あのような歯は応ごたえのない相手ではなく、いつかは正式にタイラー提督と、リターンマッチをしたいものです」

　タイラーと戦い、完かん膚ぷなきまでにやられて以来、ル・バラバ・ドムは謙けん虚きよであった。

「どんなに褒ほめられようとも、タイラー提督に勝たない限りは、武人として胸は張れない……」

『なるほど』

　モニターの中で、ヤマモトは感じ入ったように深くうなずいた。これでまた、ドム提督を見直したのである。

　武ぶ人じんは武人を知る、であった。







「敵艦隊が降こう伏ふくします」

　キム少佐が報告してきた。

「旗艦をやられて、もう逃げられないと覚悟したな」

　アンドレセンが言う。

　敵の三分の二を沈め、三分の一を艦ごと鹵ろ獲かくしたことになる。

　大勝利であった。

　こちらの損害は、ほとんどない。わずかに駆逐艦２隻せきが沈み、巡洋艦１隻が中破したのみである。あとはいずれも、軽けい微びな損そん傷しようであった。

「投降してきた敵を、どうしましょうか？」

　キム少佐の言葉に、

「そうだなあ……。あれだけの捕ほ虜りよを監かん視しするには、こちらは兵の絶対数が足りないし……」

　と、ヤマモトが首を捻ひねったときである。

「私に、まかせてはくれまいか」

　そう申し出た者がある。

　振ふり向いたヤマモトが、

「陛へい下か……」

　と、思わず畏かしこまる。

　前さきのラアルゴン皇こう帝てい、ゴザ十六世陛下ことアザリンであった。今は玉ぎよく座ざを追放された身だが、その威い厳げんと人望は、いささかも失われてはいない。

「あの者たちに呼びかけてみたいが、よいか？」

「ど～ぞど～ぞ」

　ヤマモトに、依い存ぞんはなかった。

「すまぬな」

　アザリンの可か憐れんな姿が、投降したアシュラン艦隊の全艦艇のモニタースクリーンに映し出される。立体映像だから、その微び妙みようなプロポーションの起伏までよくわかる。

　殺さつ伐ばつとした戦いの直後だけに、その姿は嫌いやでも人目を惹ひいた。

『アシュランの勇ゆう敢かんな兵士たちよ。そちらは実に勇敢であった』

　アザリンの声には、もと皇帝としての威厳と、16歳さいの少女の愛あいらしさとが、みごとなまでに渾こん然ぜん一いつ体たいとなっていた。

『我々が、正義であるとは言わぬ。そのような考えはおこがましい。しかし、つい今しがた、勇敢なそちらを楯にして自分だけ生き延びようとした姑こ息そくな指揮官の下もとでそちらは再び命を懸かけて戦えるか？　そんな指揮官の風上にも置けぬ提督を擁ようするアシュランのもとで……。私は、もはや皇帝ではない。しかし、私にほんの一いつ時ときでもいい、命を預あずけてはくれぬか。無理にとは言わぬ。猶ゆう予よを与あたえよう。これより２時間以内に、再びアシュランのために戦うという者は逃げるがよい。我が艦隊は追わぬし、撃たぬ。元ラアルゴン皇帝の名に賭かけて約やく束そくしよう。その代り、もし私と……、ラアルゴンと、そして地球のために、ひいては宇宙のために命を賭として戦うとそちらが思ってくれるなら、この場に残って、この艦隊に加わって欲しい』

　アザリンの声は全艦隊にあまねく伝わっていった。

「さすがは陛下！」

　戦艦ドローメではル・バラバ・ドムが、臣しん下かの礼れいの姿勢のまま、笑顔を見せていた。

「アシュランの、ティン・シュンあたりとは器うつわが違う。のう、そうは思わぬかバルサローム」

「御ぎよ意い」

　こちらも深く蹲うずくまったままのバルサロームが言った。

「あの威厳、あのお優しさ。まさしく皇帝となるべくしてお生まれになった方です」

『もう一度言う、どうか私に、いや、我々に力を貸かして欲しい。私は……、私は、けしてそちらの命を、無む下げにはしない』

「貫かん禄ろくだな」

　アンドレセンがため息をついた。「こりゃ、どうにもこうにも自然に頭が下がっちまう。イサムの野郎にゃ、はっきりいってもったいねえ……」

「…………」

　ヤマモトは応こたえない。アンドレセンが見てみると、彼は両眼に熱いものをたたえ、うるうると直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で泣いていた。

　そして、２時間後──、

「１隻も、逃げません！」

　キム少佐の報告は、驚くべき意外な結果を一同に伝えた。

「みな、喜んで我が艦隊に加わってくれるそうです」

「ま、当然と言えば当然だわな……」

　頼たのもしいまでの戦力に膨ふくれ上がった艦隊を見つめながら、アンドレセンは言った。

「戦艦よりも、百万の兵士よりも恐おそるべきは、そして頼むべきはアザリンちゃんの笑顔……か」










　第二章　卒そ塔と婆ばの森に血の雨が降る




　雨が降っていた。

　遠く卒そ塔と婆ばの森が、雨にけぶっている。

　その正体は宇宙暦れき以前、ＡＤ20世紀に建てられた高層ビル群である。当時はその一帯は、シンジュクとかフクトシンとか呼ばれていたそうだ。もちろん宇宙暦６９８６年生まれのイサム・フジ二等兵は、その概がい要ようくらいしか知らない。

　はるか以前に起こった『ぶちこわしの１週間』と呼ばれる核かく戦争が、この巨大都市メガロポリスを一面の廃はい墟きよに変えた。放射能が自然消しよう滅めつするまでの５０００年間を、人類は他惑星に分散して過ごし、ようやくにして復ふつ興こうなったニュートーキョーだが、核兵器の恐おそろしさを忘れないため、残ざん骸がいとなった副都心の高層ビル群は、記念碑メモリアルとして残されることになったのだ。

　それが、人々が〝卒塔婆の森〟と呼ぶ、あの奇き妙みような塔なのである。

　放射能が消え、他星域に〝疎そ開かい〟していた人類の子孫たちが、不安と期待に胸膨ふくらませて生まれ故こ郷きようであるこの惑星に降り立ったとき、彼らが最初に目にしたものは、イサムがいま目にしているのと同じ、この光景だ。廃墟の面おも影かげさえとどめぬまでに風化した地上に、噓うそのようにそびえ立つ巨大なもの。その表面には一面に蔦つたがからまり、鳥たちの営えい巣そう区域となっていたのだ。その様子は、今も変わらない。

　雨の中、気配も見せずに迫せまる夕ゆう闇やみを背景に、寝ねぐらに帰って行く鳥たちの姿がぼんやりと見える。

　復ふつ興こうなった巨大都市の中で、そこだけが奇妙に手をつけられていない、墓はか場ばのような一いつ郭かくとなって残った。そこだけが別世界。あたりを威い圧あつするように緑に覆おおわれた巨大な墓はか石いしが立ち並ぶ様を見て、初めて約束の地を踏ふんだ人類の子孫たちが、それを〝卒塔婆〟と呼んだ理由も、今のイサムにはよくわかるのである。

　確かにあの廃墟を見れば、戦争がいかに愚おろかしい行こう為いであるかということは、実感として理解される。その人類が今も宇宙のどこかで、かつて愚かな先祖たちが地球を滅亡の一歩手前にまで追いやった頃ころと比べてさえ数百倍、いや数万倍する量の核兵器をバラ撒まいているのである。いくら宇宙は広いとはいっても、神の空域を汚よごしてよいものではなかろうに。その愚かな人類に対し、神は次には、どんなしっぺ返しを用意しているのであろうか──？

「馬鹿みたいに突っ立ってるんじゃねえよ」

　銃じゆうを持ったまま、雨の中に立ちつくしているイサムを見かねて、クライバーン大たい尉いが声をかけた。

「風か邪ぜはひかんにしても、狙そ撃げきのいい標ひよう的てきになるぞ」

　いかつい大男だが、心こころ根ねはこれでけっこう優しい。

「来いよ、作戦会議が始まる」

「はい、大尉」

　２メートル10センチのクライバーンのあとを、１メートル70センチに満たないイサムは、ひょこひょこと尾ついていった。

　取り壊こわし予定のビルの吹ふき抜ぬけで、もっとも原始的な暖房兼照明、つまり焚たき火びを囲んでその密みつ談だんは真っ最中であった。

「いろいろと手を尽くして調べてはいるんだが……」

　松まつ葉ば杖づえをついた顔中傷きずだらけの巨きよ漢かんがしわがれ声で喋しやべっている。彼はクライバーンとイサムを視野の片かた隅すみに認めて、ちょっとだけ話を中断した。

　ラアルゴンの屈くつ強きような兵士でさえ悪魔のように恐おそれる白はく兵へい戦せんのエキスパート、惑星連合宇宙軍海兵隊准将、ボブ・キーナンとは彼のことである。

「これが皆かい目もくわからねえんだよ」

　先の決闘で痛めた足首の、白いギブスが痛々しい。そのせいばかりではなく、キーナンの表情は、芳かんばしいものではなかった。

「アシュランも、馬鹿じゃない」

　そう言ったのは、パイロットスーツに身を包んだ、精せい悍かんな表情の若い男であった。短く刈かった頭に、鋭するどい目付きが印象的だった。

「重要な人質だ、そうそう簡単に目につくところに置いておくもんか」

「そっちの首しゆ尾びはどうだ、シラギク大尉」

　もう一人の男が訊きいた。これはまた、絵に描かいたような色白の美男子である。ほとんどプラチナに近いさらさらとした金髪ブロンドと、澄すんだ淡あわいブルーの瞳ひとみとは、一度見たら忘れられるものではない。特に女性はそうだろう。

「はかばかしくねェ」

　タケオ・シラギク大尉はそっけなく言った。一見して寡か黙もくでおとなしそうなこの若者は、惑星連合宇宙軍にあってはコジロー・サカイ少佐と並んで、その人ありと言われた撃墜王エースである。

「空からの偵てい察さつは、とても無理だ。奴やつらの警戒は想像していた以上に厳重だぜ。離り陸りくするどころか、愛機をカムフラージュして見つからないようにしておくだけでひと苦労だ」

「マークは厳きびしいらしいな」

　キーナンが言った。「だがそれだけ、敵もこちらを恐れているということだ」

「ああ」

　あの美男の金髪、ハロルド・カトリ大佐がうなずいた。

「どういうものか、俺たちタイラー・ファミリーがこのニュートーキョーに潜せん伏ぷくしていることを、敵はすでに知っていて、シャカリキになって探し回っているよ」

「敵にも、できる奴がいるってことさ」

　クライバーンが言った。「あの決闘でも、そうだった。まだ傷が痛むぜ」

　そう言って、脇わき腹ばらを押さえる。肋ろつ骨こつが二本ほど折れていて、まだ治なおりきってはいない。それでも戦いに、差し支えるような男タマではないのだが……。

「俺おれもだよ」

　ニヤニヤ笑いながら、キーナンが傷だらけの顔を崩くずした。「艦隊のほうはともかく、奴らの陸戦隊は優秀だ。俺の部下でも、互ご角かくかな。しかし、あんな気持ちのいい戦いがもういっぺんできるなら、俺はいつ死んでもいい」

「今あんたに、勝手に死なれては困るよ」

　カトリが言った。

「敵に囲まれたら、いちばん頼たよりになるのはあんたですからね。准将閣かつ下か」

　足にギブスをつけていても、この男に関してはほとんど問題にならない。それほど、こと白兵戦にかけては、キーナンは強かった。

「ところで、ユリコ夫人とキサラちゃんが、このニュートーキョーに連れて来られたという情報は、確かなんでしょうね？」

　カトリの質問に、

「それは間違いねえ」

　と、自信を持ってキーナンは答えた。

「情報部にいた親友の、お墨すみ付つきだ」

「しかしこう厳しくマークされていちゃ、捜そう索さくもままならねえぜ。逆にこっちが先に発見されて、これもんにされちまわあ」

　両手が背中に回るしぐさをしながら、シラギクが言った。

「それもそうだが、チャンスは必ずある」

　キーナンが一同を見回した。彼が最上級者だ。

「何か言いたいことがありそうだな、坊ぼう主ず」

　鋭い目が、イサムを見た。

「発言していいぞ」

　先の、ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオを殪たおした決闘ではヤマモトにまで命令したイサム・フジではあるが、それが終われば一いつ介かいの二等兵でしかない。歴戦の将官であるキーナンとでは、階級にも実力にも、雲うん泥でいの開きがあった。本来ならばまともに口をきける間あいだ柄がらではないし、また本当のことを言えば、その道のエキスパート揃いの今回のメンバーの中にあって、イサムは正直、足手まといなのである。

　しかし誰もそのことを口にせず、今回の任務にも黙だまってイサムを連れて来たのには、それなりの理由があった。

　それはさておくとして──、

　キーナンから発言を許されたイサムは、紅あかい頰ほおを上気させ、熱っぽく、まくしたてた。

「そんな、そんなことでぐずぐずしてたら、遅おそいですよ。取り返しのつかないことになってしまいますよ！」

　脈みやく絡らくのない言葉が、なにより彼の心中を、雄弁に物語っていた。

「こんなことをしている間にも、奴らは、アシュランは、奥さんとキサラちゃんを……」

「オーケー、わかった坊や！　みなまで言うなよ」

　皆の気持ちを察して、キーナンがストップをかけた。若いということが羨うらやましいと同時に腹立たしくもあるのは、こんなときだ。

「でも……」

「みんな、おまえと同じ気持ちなんだよ」

　クライバーンに言われるまでもなく、イサムにも皆みなの気持ちはよくわかっていた。

「ここは我が慢まんだ、ボーイ。チャンスは必ずある。俺たちは助けると言ったら必ず助けるぜ。なにしろ、タイラー提督じきじきに、そう頼まれたとあっちゃあなあ……」

　キーナンは、思い出すかのようにそう言って、崩くずれかけた天井を見上げた。

　イサムを連れて来たのも、タイラーにそう頼まれたからだ。

　キーナンは薄うす々うすではあるが、気がついていた。

　タイラーはこの如じよ才さいない坊やを、自分の正せい統とうな後こう継けい者しやにするつもりなのだ。そのための教育をも、キーナンたちに委ゆだねたのである。

　タイラー・ファミリーの後継者になるということは、並なみ大たい抵ていのことではない。

　その人材的な基き盤ばんだけでも、膨ぼう大だいなものだ。しかも一ひと筋すじ縄なわではいかない豪ごうの者がひしめいている。キーナン、アンドレセン、サカイ、シラギク、ユーミとエィミィのハナー・シスターズ……。

　どれもみな、ひと癖くせもふた癖もある連中ばかりだ。

　これだけの人材をきりもりし、使っていくだけの度量と甲か斐い性しようが、はたしてイサムにはあるか。近いうちにそれが問われる日が来るなと、キーナンは確信している。

　今のイサムは、ようやくにしてその第一関門を突とつ破ぱしたばかりなのだ。あのラオとの決闘で、彼の指揮官としての逸いつ材ざいぶりはよくわかった。しかし仮かりにもタイラーの後継者になるためには、それだけではだめなのだ。有能なだけでは……。

　あとは人間として、もって生まれた器量の問題ではあるが、その点に関してイサム・フジは、まだ海のものとも山のものともつかない。

　あとはただひたすら、彼が父親似でないことを祈いのるのみである。

『それにしても……』

　と、キーナンは思う。

『大将、何を考えているのやら』

　タイラーの気持ちのほうが、よほど彼にはわからない。

『そうまで焦あせって後継者を選ぶ必要があるのかよ？　まだまだ引退するのは早いぜ。タイラー提督……』

　本来なら、ユリコとキサラの救出計画に、彼も加わってしかるべきであろう。

　あるいは妻子の救出は信しん頼らいできる部下にまかせ、自分は艦隊の指揮を取るかだ。

　タイラーはどちらも選ばなかった。

　彼は部下たちの前から、姿を消してしまったのである。

　一通の、置き手紙を残して……。




『宇宙には、まだまだアシュラン政権に不満を持っている連中がたくさんいる。

　それを僕は、これから行って、自分で搔かき集めて来るよ。

　女房と子供のことは、よろしくたのむ。


タイラー』






　レポート用紙に走り書き、いや、これはもうほとんど殴なぐり書きである。もともと字の上じよう手ずなタイラーではない。公文書を作成するときは、だから口述筆記ワープロを使うか、ヤマモトや秘ひ書しよ官かんのクラモト少佐が口述で清書していた。

　直接タイラーが書いた文字など、読めたものではない。

〝解読〟に、数時間を要したほどだ。そして解読したあと、みんなは呆あきれた。

　無責任と言えば、これほどの無責任はない。

　あとをまかされた幕ばく僚りようたち、とりわけヤマモトがどれほどうろたえたか、事後処理に忙ぼう殺さつされたかは、あまり気配りのきくほうとは言えぬキーナンでさえ想像に難かたくない。

「『よろしくたのむ』って、言われたってなあ……」

　キーナンは思い出して、苦笑した。

　ああいう上官をもつと、部下は本当に苦労する。

　もっとも、苦労のしがいもある上官なのではあるが……。

　不意に、一同が押し黙った。

「来たな」

　カトリ大佐がつぶやいた。

　ただならぬ気配を察さつしたのだ。

「戦車か……」

　クライバーンの言葉に、

「らしいな」

　キーナンがうなずいて、愛あい嬌きようのあるウインクで応えた。

　それが合あい図ずであった。

　シラギクが素早く、焚たき火びを消した。

　あたりは闇やみに包まれる。

　それぞれが手慣れた武器を携たずさえて、持ち場に散った。あらかじめ決めてあったわけではないが、その呼吸はピッタリである。一人、イサムだけがやや遅おくれた。

「フジ二等兵、遅い！」

　キーナンの叱しつ責せきが飛ぶ。

「はい！」

　それくらいでへこたれる、イサムでもなかった。

「思いのほか早く、発見されたな」

　光線銃レイガンを構えた、シラギクが言う。

「なに、順当なところさ」

　ハンドブラスターを持ったカトリが言う。

「このニュートーキョーで、アジトになるような場所は限られているからな」

「違ちげえねえ」

　キーナンがうなずく。彼の武器は扱い慣れたアサルトビームライフルだ。銃身の下に、特製の57ミリグレネードランチャーが光っている。

「戦車が、ひい、ふう、みい……全部で６輛りようか。楽しいぜ」

「それと完全武ぶ装そうの兵士が、一個大隊ってとこですかね……」

　巨大な多目的ミサイルランチャーを担かついだ、クライバーンが言った。

「ま、それくらい出てきてもらわなきゃ、タイラー・ファミリー相手には役不足ってこった」

　傷だらけの顔で、キーナンがにやりと笑った。

「どうだ、坊や。怖こわくはないか？」

「どうってことないですよ」

　イサムは言った。

　噓である。

　銃を持つ手が震ふるえ、汗あせばんでいる。

「上出来だ」

　キーナンが頼たのもしげに笑った。「いずれはこの命、てめえに預けるんだ。それくれえでないとな」

　恐きよう怖ふするなと、言うのではない。その恐怖をどう克こく服ふくするかが問題なのである。

　キーナンだって、本当は怖いのである。しかし戦っている時には、その恐怖は完かん璧ぺきに忘れる。戦いの歓よろこびが、その恐怖を上回るからだ。タイラー・ファミリーの他のメンバーも、それぞれに自分なりの、恐怖を克服する手段を身につけている。

　ただ、こればかりは人に教えられるというものではない。自分で見つけていくしか方法がないのである。

　イサムがこれから、戦いへの恐怖をどのように克服していくか、それがキーナンならずとも気になると同時に、おおいに興きよう味みのあるところでもあった。

　見み届とどけてやろうと思う。

　闇に紛まぎれ、キャタピラの音が接近して来る。

　もうイサムの耳にも、はっきりと届いている。

「ちっきしょう！」

　クライバーンが唸うなった。「Ｍ７Ａ１だ。最新型だぜ」

　ごくりと、イサムの喉のどが鳴った。

　Ｍ７Ａ１。その名はイサムも知っている。惑星連合宇宙軍の時期主力戦闘戦車ＭＢＴとして、実験的に配備が開始されたばかりだ。地球以外ではまだどの惑星の基地にも、配備されていない。

　全備重量は33トンと、主力戦車としては驚くほど軽い。新開発のホンダ式軽量チタニウム合金と発はつ泡ぽうセラミックを交こう互ごに重ねたサンドイッチ・アーマーのおかげだ。そのため主力戦車でありながら、空くう挺てい戦車なみに、惑星軌道上からの大気圏突入カプセルによる空中投下も可能であった。

　敵の惑星を制圧するための、迅じん速そくな展開が可能となる。

　もちろん軽いからといって、弱いわけではない。避ひ弾だん経けい始しに優れた車体と砲ほう塔とうは優美な流線形を描えがき、現用のＭＢＴである全備重量58トンのＭ80『ジェネラル・アイク』よりもむしろ頑がん強きようであった。その装甲はあらゆる角度で撃うち込こまれる１２０ミリ級の撤てつ甲こう弾だんにも耐たえるとされていた。加えてビーム兵器に対するコーティングも完璧であった。

　ジェネレーターは１２００馬力の核かく融ゆう合ごうタービンで、整地なら時速１００キロを軽く出す。登坂力は約65度。走行距離も３０００キロを超こえる。

　だが、Ｍ７Ａ１のもっとも恐おそるべき能力はその強力にして完全無欠の武装であろう。それは戦車という兵器のもつ根本的な欠点を、ほぼ完全に克服していた。

　流線形の砲塔にマウントされた主砲は、１５２ミリの長砲身滑かつ腔くう砲ほうだ。しかもこの砲は榴りゆう弾だんや撤甲弾だけでなく、自己誘ゆう導どう式の多目的ミサイル『マイク・ハマー』のランチャーにもなる。

　この対戦車・対空の両用ミサイルは、アスキルト条約が締てい結けつされるまでは惑星連合宇宙軍の最高機密兵器であった。第一級の軍機である。恐るべき初速で撃ち出され、自己誘導も、戦車や他の発射体からのレーザー誘導も可能である。戦車や攻撃ヘリはもちろん、油断すれば攻撃機や戦闘機でさえ、その餌え食じきとなる。

　撃ち放しの自己誘導式ならば、発射してから目もく標ひように誘導してやる必要もないので、それだけこちらが敵の反撃を喰くう恐れも少ない。もちろん誘導してやれば、それだけ命中率りつも高くなる。

　その他に、同じ砲身から撃ち出される劣れつ化かウラン弾だん芯しんの挿そう弾だん筒とう式撤甲弾は、４０００メートル離れた、60度傾けい斜しやつきの厚さ２００ミリのネオ・チタニウム装そう甲こう鈑ばんさえやすやすと貫かん通つうする。

　他に、砲塔上面に対空・対ソフトターゲット両用の二連装エリコンレーザー機関砲１基、主砲と同どう軸じくでラインメタル社製のレーザー機銃１挺ちよう、それに対人用として車体の全面に火焰放射砲フレイム・スロウワー１基を備えていた。これらが基本の固定武装だが、用途に応じてオプションで、様々な武器を追加装備できる。

　ＮＢＣ防ぼう禦ぎよも完璧で、陸上、深度５メートルまでの水中は言うに及ばず、大気のない惑星や衛星上でも使用可能であった。

　その無敵の戦車が、６輛、イサムたちの潜ひそんだビルに向けて進撃して来る。装甲服を着た、随ずい伴はん歩ほ兵へいの一個大隊も一いつ緒しよだ。

　どんな兵器でもそうだが、自分たちが頼たよりにしていた兵器がいったん敵に回ったときほど、恐ろしいものはない。ましてＭ７Ａ１は期待の最新鋭ＭＢＴで、ついこの間までは対ラアルゴン戦の切きり札ふだとまで言われていた兵器だ。

　兵器に対して少なからぬ興味もあるイサムなど、その正体を知っただけで、ほとんど戦意を喪そう失しつしかけた。

　戦車が歩兵に与える心理的効果とは、そういうものだ。

　だからこそ、対戦車ミサイルや攻撃ヘリコプターなどの対抗兵器が多数登場したこの時代においても、戦車は依い然ぜんとして陸上兵器の主役でいられるのである。

　そのＭ７Ａ１の主砲が、こちらを指向していた。

　こちらは人間だから、まずいきなり『マイク・ハマー』ミサイルや、撤甲弾を撃うってくることはない。たぶん榴弾か、焼しよう夷い弾だんであろう。むきだしの歩兵には、むしろそのほうが恐ろしい。撤甲弾は装甲車しや輛りように対してはきわめて有効だが、それ以外の標的にはほとんど効果がない。直撃すればともかく、それ以外ならばそばにいる人間にも、ほとんど影えい響きようはない。せいぜい壁かべに穴あなを開けて突き抜けるか、地面にめり込むくらいが関せきの山やまである。

　これが榴弾となると、着弾した箇か所しよを中心に半径数メートルから十数メートルの歩兵が影響を受ける。近くにいればまず原形もとどめないが、少し離れた場所にいる歩兵も、破片と爆ばく風ふうで死ぬか、戦えないほどの重じゆう傷しようを負おう（軍事用語ではこれを無力化という）わけで、まして１５２ミリもの大口径砲ともなれば、そこから発射される榴りゆう弾だんの威い力りよくは、想像するだに恐ろしい。

「散れっ！」

　キーナンがそう叫んだ直後、先頭にいたＭ７Ａ１の主砲が轟ごう然ぜん火を噴ふいた。

　高性能炸さく薬やくを弾頭一いつ杯ぱいに詰つめた榴弾が、破片をまいて炸さく裂れつする。

　しかし５人の男たちはすでに、そこにはいない。

　立て続けに、６輛の戦車が、ビルに向けて発砲した。コンクリートの破片が発泡スチロールのように舞まい上がる。お世せ辞じにも、正確とは言えない射撃だった。

　それた弾が、隣となりのビルにも降りそそいでいる。

「たいそうな大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃねえか」

　非常階段を、ミサイルランチャーを抱かかえて全速力で駆かけ降りながら、クライバーン大尉が叫さけんだ。「盛せい大だいに無む駄だ弾だまを撃ちやがる」

「これじゃ俺たちを倒たおしても、コストが合わんだろうに」

　それに応じるように、カトリ大佐が言った。

「嬉うれしいじゃねえか！」

　手て摺すりを滑すべり降りながら、そう叫んだのはキーナン准将だ。

「それだけ俺たちのことを高く評価してくれてるってことさ」

「散らばって逃げたほうがよさそうだな」

　シラギク大尉が提案した。

「確かにな。落ち合う先だけを、決めておこうや」

　キーナンの言葉に、

「それなら〝卒そ塔と婆ばの森〟がいい！」

　カトリが応じる。一同、それに異存はなかった。

「なるほど、あそこならいろいろとあって、戦いやすそうだぜ」

「それに、面おも白しろそうだ」

　その場のノリですべてを決める、タイラー・ファミリーであった。

「だとすると……」

　もうひとつの問題があった。

「坊ぼうやの面倒を、誰が看みるかだが……」

「俺が看よう」

　そう言ったのは、クライバーンだ。

「すまんなあ。怪け我がさえしていなきゃ、俺が引き受けるとこだが……」

　キーナンが冗じよう談だん半分で手を合わせた。

「いいってことよ」

　この男にも笑顔があったのかと思うが、こういうときこのはにかみ屋の大男は、実にいい表情をする。天使のようにとはいかないが、天てん真しん爛らん漫まんであることは確かだ。

「まあ、たのまあ」

「まかせとけって」

　またひとしきり砲弾が降りそそぎ、五つの影かげは四方向に散った。

　敵の目標を、分散させたのである。

　イサムの手を引っ張るようにして、クライバーンは走った。簡易装甲服を着て、大の大人が二人がかりでも扱いかねるミサイルランチャーを軽々と肩かたに担かつぎ、それでもイサムよりはるかに早いのだ。

　この男の体力はほとんど底なしなのではないだろうかとイサムは思った。

「こっちだ、坊や！」

　長年の戦いで培つちかわれた実戦の勘かんには、迷うということがない。

　イサムなど、一人では足がすくんで動けなかったろう。

　戦車が目の前に迫った。

　イサムの呼吸は、一瞬完かん璧ぺきに止まった。

　火焰放射砲フレイム・スロウワーが文字通り火を吐はいた。装甲服を着た完全武装の兵士をも、一瞬でこんがりトーストに焼き上げることができる恐るべき武器だ。しかしそのときにはもう、クライバーンとイサムは焰ほのおの中にいない。

　戦車の死角である後方に、回り込んでいる。

　随ずい伴はん歩兵が、慌あわてて二人に銃口を向けた。

「遅い！」

　クライバーンの目から見れば、素人しろうと同然の兵士たちであった。動員兵ならこんなものか。いかに地球の最新兵器を手に入れても、悲しいかなアシュランには、地球やラアルゴンのように豊富な実戦経験というものがない。

　兵士の練れん度どは、一部の例外を除のぞけばおおむね低かった。

　クライバーンの打ち込んだミサイルが、彼らの中央で炸裂した。熟じゆく練れん兵士の手で正しく使し用ようされた兵器がどれほどの威い力りよくを発揮するかという見本のように、破片と爆風にやられた兵士たちが、バタバタと斃たおれる。

　ようやく、戦車の砲ほう塔とうが二人を追って旋せん回かいした。主砲と同軸でマウントされたレーザー機銃が、ちろちろと赤い舌を出してあたりを嘗なめる。

　しかし戦車は歩兵のように素早くは動けない。恐れることなく思いきり接近すれば、戦車よりも歩兵のほうが有利な距離というものがある。もっともそこまで接近するのは並大抵のことではないのだが、すでにしてクライバーンは、その間合いの内に踏ふみ込こんでいた。

　ろくすっぽ狙ねらいもつけずに撃ちまくるレーザー機銃は、徒いたずらにエネルギーパルスを撒まき散らし、かえって味方の歩兵がバタバタと斃れた。

「ド素人め！　ムチャクチャしやがる！」

　見ていて気の毒になる余よ裕ゆうさえ、クライバーンにはある。必死の想おもいでついてくるイサムに一言、

「小こ僧ぞう、おぶされ！」

　と、叫んでおいて、彼はミサイルランチャーを構えた。

　狙いは戦車の後部、ジェネレーター部分を覆おおっているリアグリルである。

　至近距離。ほとんど誘ゆう導どうしてやる必要もなかった。

　発射した直後には、彼はイサムを背負ったまま、全力疾しつ走そうの姿勢に入っている。爆発する戦車から、とにかく一歩でも離れる必要があった。

　クライバーンとイサムが、道路を隔てて反対側のビルに飛び込んだ刹せつ那な、核融合ジェネレーターに直撃を受け、核燃料が誘爆したＭ７Ａ１は、味方の歩兵数十人を道連れに、盛せい大だいな火柱を上げた。







「馬鹿者どもが！」

『逃げられました』という部下からの腑ふ甲が斐いない報告に、イザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュンは激げき怒どした。

「いったいどうやったらたった５人ほどの徒か歩ちの兵隊に、戦車を含む一個大隊がしてやられるのだ？　おまけに戦車を２輛もスクラップにされ、挙あげ句くのはてには見失いましただと。お前らはどこまで無能なのだ！　死んだラオ兄あに貴きが見たら泣いて悲しむぞ！」

　ラオの名を口にしたところで、一瞬シュンは口ごもった。

　そのことは、逆上していた彼の頭に、一瞬冷水を浴びせたのと同じ効果があったようである。

「まあよいわ」

　不意に柔にゆう和わな表情になって、シュンは言った。

「連中の行きそうな場所の、見当はついている」

　彼は地ち図ず盤ばんを指し示し、

「ここだ」

　と声を大にして言った。

〝卒塔婆の森〟であった。

「連中が落ち延のびて行くとしたら、ここ以外には考えられぬ！」

　彼も優れた戦士だけに、敵の考えそうなことはわかるのだ。

「直ちに残存の戦車部隊をこの地点に急行させろ。ヘリ部隊もだ！　この卒塔婆の森とやらを、文字通り連中の墓はか場ばに変えてやる！」







「行くぜ番ばん長ちよう」

　低い声が、雑ぞう木き林ばやしの中に響ひびく。やがて、それに応えるかのように同じように低ひくい声が恐るおそる、

「よし来い秀才」

　と、聞こえてきた。

「カトリ大佐？」

「その声は、キーナンさんだな」

　二人は茂しげみから出て、お互いに顔を見合わせた。

　安あん堵どの表情が見てとれる。

「シラギクは？」

「隠かくしてある飛行機を取りに行った」

「イサムは？」

「まだだ。クライバーンの奴やつがついているから、大だい丈じよう夫ぶだろう」

「それにしても、この合い言葉の趣しゆ味みはなんとかならんか？」

「考案者はタイラー提てい督とくだ。あの人に言ってくれ」

「やれやれ……」

　やがてクライバーン大尉に連れられて、イサムもやって来た。かなりへばってはいるが奇き跡せきのように無む傷きずだ。

「どうにかうまくいったな」

　キーナンが、ほっとため息を漏もらす。

　卒塔婆の森のすぐ下。ちょうどかつてその昔、新宿中央公園と呼ばれたあたりである。当時から緑の多い、都民の安らぎの場所、そして覗のぞきの名所であったが、今は人の手がまったくと言っていいほど入っていないので、植物層はすっかり野生化して、ちょっとした秘ひ境きようと呼べるほどのジャングルになっている。

　見上げれば月明りに、緑の蔦つたに覆おおわれた巨大な墓石のようなかつての高層ビル街が、不気味に立ち並んでいる様は壮そう観かんであった。

「卒塔婆とは、よくも名づけたもんだぜ……」

「これでやっと、一息つけますね」

　イサムがへたへたと、その場に座り込んだ。精も根も、尽き果てたのである。

「いや、待て……」

　カトリが卒塔婆の森を見上げながら言った。

「聞こえるか」

「ああ……」

　クライバーンがにやりと笑った。

「まったく次から次へと……」

　雲間から覗いた十三日の月をバックに、接近して来る悪魔の編隊が見えた。

　ミルMi─５５６『ヘルハウンド』戦闘ヘリコプター。

　反重力式の無音ローターのせいで、発見が遅れた。

　ヘリコプターでありながら、最大速度マッハ２を出す。武装は自己誘導式の『スピンスネイル』対戦車ミサイル24発を、小さな翼つばさの下にびっしりと装備するが、今は対歩兵作戦なので、48連装の半誘導式57ミリロケット弾ランチャー、通称『フルシチョフのオルガン』を８基、ぶら下げているはずであった。

「散開しろ！」

　キーナンが叫ぶのと、『ヘルハウンド』の機首下の旋回式砲塔に収おさめられた５連装23ミリガトリングガンが火を噴ふくのとが、同時であった。

　その夜、卒塔婆の森に降った夥おびただしい血の雨の総量からすれば、それはほんの始まりを告げる遠えん雷らい程度でしかなかった。










　第三章　馬鹿が戦車タンクでやって来る




　ヘリコプターから見れば、地上の歩兵など蟻ありも同然である。地べたを這はい回る歩兵にとっては、さっと上空を飛び去るだけの攻撃機よりも、低速で旋せん回かいやホバリングを繰くり返しながら何度も何度も執しつ拗ように攻こう撃げきしてくる戦闘ヘリのほうが、数段嫌いやな相手である。ちょうどネズミが、ワシやハヤブサよりもノスリやフクロウを恐おそれるようなものだった。

　これはクライバーン大尉の偏へん見けんかも知れないが、いつも歩兵ばかりをねちねちといじめているヘリのパイロットには、だから嫌な性格の奴やつが少なくない。典型的な弱い者いじめ。戦闘機のパイロットが、誇ほこり高くさっぱりとした性格の持ち主が多いのとは対照的であった。別に責めているわけではないが、空から弱い者ばかり攻撃していると、人間はいつしかそうなってしまうものらしい。

　戦闘機や対空車しや輛りようが相手だとさっさと逃げ出すくせに、相手が無力な歩兵と見れば容よう赦しやなく攻撃してくるヘリのパイロットを、だからクライバーンは生理的に嫌けん悪おしている。その考えは死ぬまで改まりそうにもなかった。海兵隊に入隊して最初に駆かり出された惑星動乱で、多くの戦友がヘリコプターに追い回されて死んだ。味方のヘリに誤ご射しやされて死んだ仲間もいる。だから敵味方を問わず、ヘリのパイロットといえばクライバーンにとっては、憎ぞう悪おの対象でしかなかった。

「遠えん慮りよしねえぜ」

　木陰に退たい避ひしながら、彼は口走った。機関砲弾とレーザー機銃のパルスが、その足元を縫ぬうようにしてはぜる。ビュンと唸うなりを立てて熱い弾丸が、彼の耳元を掠かすめていった。

「まだまだぁ！」

　叫んだときには、すでにミサイルランチャーを構えている。

　０コンマ２秒で照しよう準じゆんを合わせた。レーザー誘ゆう導どうの多目的ミサイルの弾頭セレクターを、右手の親指でＳＡＭ（地対空）の位置にセットする。

　照準サイトの中に、目標は一瞬完全にロックされた。

「遠慮しねえぜ。こっちもよ」

　ネアンデルタール人を思わせる、いかつい顔がニヤリと笑った。

　トリガーを絞しぼる。

　発射されたミサイルは無音ローターの基部に吸い込まれるように命中し、１機８億クレジットの高価な機体は一瞬にしてオシャカだ。

「いっちょ上がり！」

　僚りよう機きがやられたのを見て、別の１機が急旋回して襲おそいかかって来た。殊しゆ勝しようにも仲間の仇あだを討うつつもりらしい。

『フルシチョフのオルガン』が、連続してロケットの火ひ箭やを射かけてきた。弾頭は対人用の炸さく裂れつ弾だんである。半径５メートル以内に落下すれば、歩兵はアウトだ。

　だがそのときにはもう、クライバーンの巨体は別の遮しや蔽へい物ぶつの陰かげにいる。一発撃うったら素早く位置を変える。それは対戦車・対空を問わず歩兵用重火器を扱う場合の鉄則である。

　クライバーン大尉ほど、自分の体にその鉄則を叩たたき込こんでいる者はいないだろう。とにかく徹てつ底ていして体に覚えさせた。今では考えるより早く、体のほうで反応してくれる。

「おつぎ！」

　２機目の『ヘルハウンド』のテール・ローターが、ミサイルの直撃をくらって吹っ飛んだ。バランスを失ったヘリは反重力ローターの巨大なトルクを支えきれず、きりきり舞まいしながら〝卒そ塔と婆ば〟のひとつに激げき突とつして火球と化した。

　今ではその名も忘れ去られてしまっているが、こんにち我々が、新宿センタービルと呼んでいる超高層ビルのなれのはてが、その〝卒塔婆〟であった。

　残る『ヘルハウンド』が、一いつ斉せいに高度を上げた。まだ14機もいる。

　空中で体勢を整え、一斉にロケット弾の集中攻撃を浴びせるつもりだ。砲兵陣じん地ちなどの拠きよ点てん制圧攻撃にはよく用いられる手である。ただ、それを歩兵に対して行うとなるとコスト的に見てとても引き合うまいが、やられる歩兵の側からすればこれは脅きよう威いだった。これだけの数の『ヘルハウンド』が一斉に『フルシチョフのオルガン』を発射すれば、たたみ一畳当たりに５～６発のロケット弾が降る計算になる。死体でも残れば儲もうけものであろう。

「１機や２機落としたって、間に合わねえな」

　吐はき捨てるように、クライバーンは言った。

「それでも、やるしかあるめえよ」

　キーナンの声が、少し離はなれた木こ立だちの中から聞こえた。

「何機道連れにしたかで、俺たちの評価も決まる。むろん、死後の評価だがな……」

「やったるか！」

　クライバーンが覚かく悟ごを決めて、ミサイルランチャーのトリガーを絞しぼろうとしたときである──。

　不意に『ヘルハウンド』の２機が、同時に爆ばく発はつした。

　残りの12機が、算さんを乱みだして散開する。

　大おお慌あわてという形容が、まさにふさわしかった。

「シラギクめ！」

　空を見上げて、カトリ大佐が歓かん喜きの叫び声をあげた。「ヒヤヒヤさせやがって」

　遅れたぶん、シラギク大尉の働きは、めざましかった。

　宇宙戦闘機ではない。大気圏内戦闘用の、Ｖ／ＳＴＯＬ戦闘機だ。

　ＢＡｅ─ＡＶ55Ｎ『バザード』。かの有名な『ハリアー』の、直系の子孫ということになる。用よう途とも、形態も似ているが、性能は桁けた違ちがいであった。

　推すい力りよく変向式の２基の熱ねつ核かくパルスジェットエンジンにより、最大速力はマッハ５。低空でも、軽くマッハ３を出す。もっとも、そんな速力で低空を飛べば、地上の施し設せつは無事ではすまない。それを逆に利用して、敵の地上戦力にダメージを与えるという戦法もあったが、まだ幸いにして、それをやった者はいない。

　武装は空対空用のレーダー・アクティブ・ホーミング式短射程ミサイル『パフアダー』なら最大６発。その他に任務に応じ、各種爆弾、ロケット弾、増加燃料タンクなどを混載する。もっとも今はミサイルを搭とう載さいしてはおらず、レーザー機銃のみだが、相手がヘリコプターでなおかつシラギクの腕うでなら、それでじゅうぶんであった。

　また１機、『ヘルハウンド』が空中で四散した。こうなると敵に同情したくなる。

　天敵である戦闘機に追われた場合、ヘリコプターにできることはただひとつ。できるだけスピードを落とし、高度を下げ、敵の狙ねらいを狂くるわせるしかない。そしてヘリコプターの利点である小回りを最大限に活いかしてやりすごすのだ。慌てて逃げても、逃げきれるものではない。スピードでは端はなから勝負にならないのだ。

　ただ、普ふ通つうの戦闘機相手ならそれもよいが、ＶＴＯＬ機となるともうお手上げである。相手はヘリよりもはるかに高速の上に、ヘリと同じようにホバリングも、その気になればバックさえできるのだ。

　そこへ持ってきて、シラギクの技量である。

　ただでさえアシュランのパイロットたちは、地球の惑星連合宇宙軍から押おう収しゆうしたばかりの、このヘリの操そう縦じゆうに慣れていない。

『ヘルハウンド』はたった１機の『バザード』によって、面白いように撃げき墜ついされた。

　のちにシラギク大尉はこのときのことを聞かれて、

「どうってことなかったよ。まるで逃げ回る七面鳥を撃うつみたいで、退たい屈くつだった。いや、気が咎とがめたよ」

　と、回想している。

　これが後世、語り伝えられるところのシラギク『新宿の七面鳥撃ちシンジユク・ターキー・シヨツト』の逸いつ話わとなるのである。

　とにかく、その手て並なみは地上から見ているイサムたちの目には、ただ鮮あざやかとしか言いようがなかった。鮮やかすぎて、眩まぶしいくらいだ。

　こうなると、クライバーン大尉もただ指をくわえているしかない。二本の足で地面を這はい回るしかない歩兵が、心底パイロットをうらやましく思うのはこんなときだ。

『ヘルハウンド』は５分で片付いた。１機残らず、撃墜されてしまったのである。

「ずるいぜ」

　最後の１機が落とされたとき、クライバーンがつぶやいた。

「これじゃ俺が、馬鹿みたいだ。見せ場を全部、持って行かれちまった」

「そうでもないぜ」

　キーナンがはるかヨツヤ方向を指さし、目くばせした。「見ろ、見渡す限りの、戦車、戦車、戦車だ！」

　誇こ張ちようではなかった。

　はるか昔むかしには新宿通り、靖やす国くに通りと呼ばれた道を、戦車がびっしりと埋うめ尽つくすほどやって来る。無数のキャタピラが上げる轟ごう音おんは、遠くからだとまるで都市の崩ほう壊かいする不協和音のように聞こえる。

「あるだけの戦車を、搔かき集めやがったな」

　暗視双眼鏡を覗きながら、キーナンが薄うす笑わらいを浮かべた。嬉うれしくて、ぞくぞくしているようだった。

「見ねえクライバーン。Ｍ７Ａ１、Ｍ80『ジャネラル・アイク』、Ｔ99、ヤクトレオパルト３、２式駆く逐ちく戦車、おまけにＭ６０９自じ走そう砲ほうやホバー式の『チャリオット』兵員輸ゆ送そう車しやまでいるぜ。あ、その向こうはＡＭＸ─99だな。とにかくこれは、戦車博はく覧らん会かいだぜ」

　子供のようにはしゃいでいる。それらが全部、自分のほうに向かっているという自覚は、まるでないらしい。

「しかしこれだけのキャタピラが上を走ったら、エアカー用の道路はズタズタだな」

　カトリにしても、自分たちの運命よりも道路のほうが、よほど気になるらしい。

「どうなるんです」

　イサムが震ふるえた。

「あの大砲が、いっぺんに火を噴ふいたら……」

「ちっきしょうめ！」

　クライバーンが、舌なめずりしながら言った。「なんだか、歌いたくなってきたぜ」

「俺もさ、兄弟」

　キーナンが言った。

「歌うか」

「歌おうぜ」

　二人は声を合わせて、唐突に合唱を始めた。

「♪あらし吹くとも、ふぶくとも……オブ・シユトウルム・オダ・シユナイト・オブ・デイ・ゾンネ・ウ」

　古いふるい、ドイツ語の軍歌であった。

『パンツァー・リート』である。

　宇宙歴以前の古代ドイツ語による勇ゆう壮そうな歌詞と、シンプルなエンドレスのメロディーが、この状じよう況きようにやたらとハマる。

　イサムは、いささか驚いた。普ふ段だん、どちらかといえば無口な二人が、これほど歌が巧うまいとは思ってもみなかったのである。しかも二人とも、びっくりするほどの美声なのである。

「すごい……」

　息を吞のむイサムに、カトリが、

「何を呆あきれている？」

「こんなに巧いとは、思いませんでした」

「当たり前さ」

　金髪ブロンドを揺ゆらしてカトリが笑った。「こいつらは、これしかレパートリーがないんだ。十年二十年と馬鹿のひとつ覚えで歌い続けりゃ、巧くもなるさ」

「坊ぼうや、お前も歌うんだ！」

　クライバーンが促うながした。

「でも……」

　そろそろ肉眼でも識別できるほどに近づいて来た大戦車軍団を気にしながら、イサムは口ごもった。「敵が……」

「歌えと言ったら歌うんだ！」

　怒おこったように、キーナンが叫ぶ。「そんなことじゃ、立りつ派ぱな大人おとなになれんぜ」

「その前に死にますよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　まさか本当に大丈夫なことになるとは、このときはイサムは思ってもみなかった。

「とにかく、歌え！」

　イサムはしかたなく、やけくそで声をはりあげて歌い始めた。ほとんど泣き顔である。

　合がつ唱しようが、最さい高こう潮ちように達したときである。

『みんな、隠かくれていろ！』

　携けい帯たい通信機から、シラギクの威い勢せいのいい声が飛び込んで来た。

『メールツヴェックヴァッフェ[image: ]ドライを使うからな！』

「わあ、こりゃ大変だ！」

　カトリが叫んだ。「伏ふせろ！　頭を低くしろ！」

　一同それに倣ならうが、一人イサムだけはその光景を、飛び込んだ茂しげみの中から覗のぞき見て戦せん慄りつした。

　シラギクの『バザード』が、さっと真ま一いち文もん字じに押し寄せる大戦車軍団の上空をよぎったと見る間に──、

　戦車が燃えた。文字通り、紙のように燃えたのである。

　メールツヴェックヴァッフェ[image: ]ドライ。

　それは航空機によって運用される、究極の対戦車兵器であった。

　機体の下に抱かかえたディスペンサーから、１４４発の対戦車爆弾が撒まき散らされる。その散さん布ぷ密みつ度どはきわめて濃のう厚こうだ。ひとつひとつの弾体はさらに地上数十メートルではじけて、それぞれが24個の子弾をばら撒くのだ。それが戦車の薄うすい上面装甲を、バターのように切り裂さく。

　そのまま地上に落ちた子弾も無む駄だにはならない。

　戦車や歩兵が踏ふめば、地じ雷らいと同じ効果を発揮するのだ。コスト・パフォーマンスと効率は、対戦車誘導ミサイルよりもはるかにいい。

　だが、ひるがえって地上部隊の側から見れば、こんな物ぶつ騒そうな代しろ物ものを、真上から撒かれてはたまったものではない。数百輛りようはいた戦車の大半が、この一撃で灰かい燼じんに帰したのである。

「いつもながらすげえ！」

　キーナンが口くち笛ぶえを吹ふいた。「航空さんは、やることがいちいち派は手でだ」

「連中、戦車を捨てて逃げるぞ」

　カトリが叫んだ。

　その言葉通り、擱かく坐ざした戦車を捨てて、戦車兵がわらわらと逃げるのが見えた。だが脱だつ出しゆつできた連中はまだしも幸運な部類に属する。大半は燃える戦車と運命を共ともにする。こうなると戦車兵は哀あわれだ。鋼こう鉄てつの騎き馬ばが、そのまま鋼鉄の棺かん桶おけになる。

「無む傷きずな戦車の連中まで脱出してるぞ」

　双眼鏡を覗きながら、キーナンが言った。「情けねえなあ……」

「実戦経験がない連中を責めるのは酷こくだよ」

　カトリが言った。燃える炎ほのおの照り返しが、金髪を美しく染そめる。

　いずれにせよ、敵の士気と練れん度どのほどは、これでだいたいわかった。

「よし！」

　キーナンが言った。「あの戦車をいただこう」

「そいつはうまい！」

　即そく座ざに賛成する、カトリとクライバーンである。

「連中に、戦車の使い方を教えてやろうってわけだ」

「まさか……」

　イサムが震ふるえた。「僕もですか？」

「別にいいぞ」

　クライバーンがその背中を叩いた。「いやなら一人でここにいても……」

「行きます！」

　４人は手て近ぢかな戦車に向けて走った。

「どうせなら最新型がいいや」

「意義なし！」

　ハッチが開いたままの、Ｍ７Ａ１の中に飛び込み、内側からハッチを閉める。

「どうでもいいが窮きゆう屈くつだな」

「文句言うな！」

　もともと３人乗りのＭ７Ａ１である。自動化が極限まで押し進められた結果だ。乗組員は砲手兼任の戦車長、ドライバー、それにこまごまとした武器も扱う通信手だけだ。弾丸の装そう塡てんはすべて自動化されている。だからこそ内部容積を減へらし、思いきった軽量化もできたのである。

　だが乗り心ごこ地ちは、あまりよくない。

　ただでさえ定員オーバーのところへもってきて、キーナンとクライバーンは２メートルを超こえる巨きよ漢かんである。窮屈などといったなまやさしいものではない。ただでさえ邪じや険けんにされがちのイサムは、隅すみのほうに追いやられてしまった。

「弾たまも燃料も、たっぷりとあるぜ」

　クライバーンが叫んだ。「シラギクに負まけず劣おとらず、派手にやれそうだ」

「出すぞ！」

　操そう縦じゆう席せきに滑すべり込こんだカトリが叫ぶ。宇宙戦艦に限らず、飛行機を除くありとあらゆるメカの操縦には天才的な冴さえを見せるカトリ大佐である。

　キャタピラを軋きしらせ、Ｍ７Ａ１は、その場で超信地回転した。左右のキャタピラをそれぞれ逆方向に動かせば、ほとんど位置を変えずに旋せん回かいできる戦車ならではの特技だ、これを使えば車しや庫こ入いれや縦列駐車は楽だが、その代り道路は痛む。

　まだ残っていた戦車が、遅おそまきながらわらわらと殺さつ到とうする。標ひよう的てきには事こと欠かかない。

「零ゼロ距きよ離りだ。片かたっ端ぱしから殺やるぞ！」

　照準器を覗きながら、キーナンが嗤わらう。

「まず、撤てつ甲こう弾だんからいってみるか」

　弾丸セレクターをＡＰの位置に跳はね上げる。劣れつ化かウラン弾だん芯しんの分ぶん離り装そう弾だん筒とう式しき撤甲弾が、ガチャンと音を立てて自動装塡された。

「行けっ！」

　トリガーを絞しぼると、ズンと腹の底から響ひびく小気味よい反動がきた。

　砲身を猛もう烈れつな初速で飛び出した砲弾は、すぐに空中で分離して装弾筒がはずれ、弾芯だけが装甲を貫かん通つうする。敵戦車の内部に飛び込んだ砲弾は中で跳ね狂くるい、凶きよう悪あくな殺人をこともなくやってのける。

　最初の２輛を、そうやって片づけた。

　カーンと、甲かん高だかい衝しよう撃げきが伝わってきたのはそのときだ。敵の撤甲弾が命中したのだ。幸いにも避ひ弾だん経始に優れた形状の砲ほう塔とうと、軽い割には頑がん丈じようなサンドイッチ・アーマーのおかげで、弾丸ははじかれ、中にまで飛び込んでは来ない。

「さすがは新型だ」

　キーナンは不ふ敵てきに笑うが、イサムは生きた心地もしない。

「左から来るぞ！」

　ペリスコープを覗きながら、クライバーンが叫んだ。「ヤクトレオパルトだ！」

「わかった！」

　キーナンが叫んで、砲塔を旋せん回かいさせた。ハイパワーのモーターのおかげで、Ｍ７Ａ１の砲塔旋回速度はきわめて早い。

　それ以上にキーナンの照準の腕も早かった。

　早くて、そして正確である。

　ヤクトレオパルト３。

　やや旧式だが、きわめて信しん頼らい性せいの高い、駆逐戦車ヤクトパンツアーである。

　砲塔がなく、車体に直接砲をマウントしてあるため、射界は狭せまいが、その代り車高は低く、敵に狙ねらわれにくいという長所があった。装甲もすこぶる厚い。

　さらに同じ車体シヤシーを流用していても、砲塔式の戦車より、ひとまわり口径の大きい、強力な砲を搭とう載さいできるというのが最大の利点である。

　ヤクトレオパルト３の主砲は、なんと55口径２０３ミリのライフル砲である。

　第二次大戦中の重巡洋艦の主砲に匹敵する。陸上ならほぼ無敵の破壊力であった。

　しかしＭ７Ａ１の迅じん速そくさとカトリの操縦、それにキーナンの射撃の腕は、それに優った。

　２０３ミリ砲が火を噴ふいた。素早く車体をバックさせたカトリの機転で命中こそしなかったが、至し近きん弾だんでも凄すさまじい威力だ。

　軽量装甲の車体が、ビリビリと震ふるえた。

「さすがにこたえるぜ！」

　カトリが叫んだ。むしろ喜き々きとしている。

「まあな」

　にやっと笑って、キーナンがセレクトレバーを動かし、次弾を装そう塡てんした。「今度はこっちの番だ」

　瞬しゆん時じに照準を合わせる。

「成形炸薬弾ホロー・チヤージが行くぜ、この野郎！」

　トリガーを絞る。

　成形炸薬弾は、撤甲弾ほど初速は速くない。むしろ遅くなければだめなのだ。その弾頭部分は、凹おう字じ型がたにくぼんで固められた炸さく薬やくである。装そう甲こう鈑ばんに命中すると炸裂した成形炸薬の噴ふん流りゆうが一点に集中し、その高熱と勢いで装甲を破るのである。高温のガスは戦車の内部に流れ込み、乗員をいともあっさりと殺す。

　ヤクトレオパルト３の、厚い前面装甲も、至近距離から撃うち込こまれた１５２ミリの成形炸薬弾の前には、屁への突つっ張ぱりにもならなかった。

「うじゃうじゃ来やがる！」

　クライバーンが叫ぶ。「きりがねえや！」

「敵の密みつ集しゆうしている場所へ飛び込め！」

　撃うちまくりながらキーナンが命令した。「敵が撃てば同どう士し討うちだ」

「わかった！」

　カトリがうなずいてＭ７Ａ１を、敵のもっとも密集しているあたりに突っ込ませた。高い機動力を誇ほこるＭ７Ａ１ならばこその荒あら技わざだが、カトリの技量と度胸をもって、はじめて可能なことなのだ。

　敵は一瞬、撃てなくなった。

「いくぜえ！」

　砲ほう塔とうを３６０度旋せん回かいさせながら、キーナンは手当たり次第に撃ちまくる。

　直撃を受けた戦車の内部で載つんであった砲弾が誘ゆう爆ばくし、砲塔が舞まい上がった。

　クライバーンも、砲塔上面のエリコン・レーザー機関砲をリモコンで操作する。

　敵戦車の、転てん輪りんの間を狙ねらって撃つ。

　至近距離だからこれもかなりの効果があった。

　たちまちにして残ざん骸がいの山が築かれる。

　突然、信じられないような角度から攻撃があった。

　地面が持ち上がるような衝撃。

　大型の爆弾でもなければ、こうはいくものではない。

「敵機ヤーボだ！」

　クライバーンが叫ぶ。「糞くそったれ！　Ａ─66だぞ！」

「タンクバスターか」

　キーナンが舌打ちした。

　フェアチャイルドＡ─66『アードウルフ』。

　局地戦用の対地攻撃機である。戦車殺しタンクバスターの愛あい称しよう通り、ほとんど戦車を専せん門もんに狙い撃つ、その道のエキスパートであった。

　速力こそ音速をいくらも出ないが、小回りが利きき、装甲はきわめて厚い。戦車の対空機銃など、涼すずしい顔で跳はね返す。

　破壊力がまた格別であった。

　機首に装備されているのは、３連装の37ミリガトリングガンで、これが毎分２０００発の超高密度タングステン鋼こう弾だん芯しんの撤てつ甲こう弾だんを撒まき散らす。しかもこの砲は、特殊なボールジョイントにマウントされており、自在に回転可能なのだ。敵戦車の上空を通過しざま、垂直に、文字通り弾丸の雨を降らせるといった芸当さえ可能なのである。

　上面装甲の脆ぜい弱じやくな戦車などひとたまりもない。

　その他に胴どう体たい下面や主しゆ翼よく下のパイロンなど、合計16ヶ所のハードポイントに、最大11トンもの爆弾、ロケット弾、そしてメールツヴェックヴァッフェなどを搭とう載さいする。これは第二次世界大戦中の重爆撃機であるＢ─29に、ほぼ匹敵する爆弾搭載量だ。

　そのタンクバスターに、Ｍ７Ａ１は狙われた。

「シラギクは何をやっていやがるんだ！」

　キーナンがわめいた。しかしその頃シラギクの『バザード』は、スクランブルした敵の大気圏内戦闘機の編隊と、必死の空中戦を繰くり広げていたのである。とてもではないが地上の掩えん護ごどころではなかった。

　Ａ─66が上空で旋回した。一見鈍どん重じゆうに見える図ずう体たいのくせに、驚くほど機き敏びんだ。それもこれも、強力なロールスロイスの『ユニコーン』熱ねつ核かくターボファン・エンジンと、機体の各部に設もうけられた姿勢制御フィンによるＣＣＶ装置のおかげである。

　低空から急上昇しつつ、トス爆撃で『シュライク・アイ』レーザー誘導爆弾を投下する。

「来たぞ！」

　キーナンが叫んだ。公称値カタログデータ通りなら百発百中のスマート爆弾である。

「クライバーン、チャフを撒まけ！」

「もうやってる！」

　彼も必死である。

　スモーク・ディスチャージャー（発煙弾発射筒）から、誘導装置を攪かく乱らんするためのチャフ弾が射出された。中味は特殊な溶よう剤ざいを塗と布ふしたアルミの粉末と、レーザー光を乱反射させるシリコン・チップのスペシャル・ミックスである。

　高度５００メートルから投下して、半径30センチの円内に必ず命中するという『シュライク・アイ』も、濃のう密みつなチャフの中では精度がかなり落ちる。投下された２発の誘導爆弾は目標を誤あやまり、味方の戦車を派は手でに吹き飛ばした。

　Ａ─66は追ってきた。必死で逃げるＭ７Ａ１を超低空飛行で地上を嘗なめるように追う。高こう揚よう力りよく装そう置ちのおかげで、固こ定てい翼よく機きでありながら低速時でもヘリコプター並みの機動が可能なのだ。地上部隊から見れば、これほど嫌いやな相手はない。

　機首の37ミリガトリングガンが火を吐はいた。

　逃げ遅れた戦車と自走砲が数台、スクラップになる。タングステン弾芯撤甲弾の前には、戦車の装甲などあると考えるだけ無む駄だである。

「味方を平気で巻まき添ぞえにしやがる！」

　キーナンが呆あきれた。「アシュランめ、正気か？」

「単に射撃が下へ手たなのさ」

　操縦レバーを握にぎりながらカトリが言った。

「それで死ぬ奴やつはたまらん」

「まったくだぜ」

　Ｍ７Ａ１は時速１００キロでいきなり超信地回転した。地面が抉えぐられ、摩ま擦さつ熱でアスファルトが熔とける。カトリの腕でなければ横転は免まぬがれなかったところだ。Ａ─66の真下を潜くぐり抜ぬけ、反対側に逃げる。

　これで貴き重ちような数秒を稼かせいだはずだ。

　真下を抜けた瞬間、クライバーンがＡ─66に向けレーザー機関砲を撃うった。狙ねらいあやまたず命中したがしかし、敵は屁へとも応こたえた様子はない。地上攻撃が専門だけに装甲、特に下面装甲の厚さは驚異的だった。

「ありゃ化ばけモンだぜ！」

　さすがのクライバーン大尉も舌を巻く。

　逆にあれが味方なら、敵戦車部隊に悩まされる歩兵の目には、ずいぶんと頼たのもしく映ることであろう。

「こうなったら、相あい討うち覚悟でやるしかねえな」

　キーナンが言って、砲弾セレクトレバーを動かす。

『マイク・ハマー』ミサイルが１５２ミリ滑かつ腔くう砲ほうに装そう塡てんされる。

　対空・対戦車両用の再新鋭ミサイルだ。完全な自己誘導式であり、いったん砲口を離れたら、誘導の必要は一切ない。

　キーナンはこれに賭かける肚はらでいた。

　Ａ─66が再び急旋回し、追って来た。

　全速で疾しつ駆くしつつ、Ｍ７Ａ１の砲ほう塔とうが、後方へ向け旋回した。

「カトリ、思いきり引きつけてくれ」

「難むずかしい注文だな」

　カトリでさえ、余よ裕ゆうたっぷり鼻歌混じりというわけにはいかない。「ま、やるしかないけどな……」

　そんな具合であるから、イサムに至っては狭せまい砲塔の片かた隅すみで震ふるえているしかなかった。あの決闘のときとは、えらい違ちがいである。

　このときの経験がよほどこたえたのであろう。のちに元げん帥すいにまで出世したイサム・フジ提てい督とくは、閲えつ兵ぺい式しきのアトラクションでさえ、どんなに部下たちからせがまれても、二度と再び、その生しよう涯がいにおいて戦車に搭とう乗じようすることはなかったのである。

「暗い！　狭い！　怖こわい！」

　これはのちに、どうして戦車が嫌きらいなのかという記者の質問に対して、イサム・フジ元帥が語った、端たん的てきな解答である。

　閑話休題それはよだんです、いまやＡ─66攻撃戦機は、ターゲットサイトの中一いつ杯ぱいに迫せまった。キーナンの目にはその機首の37ミリガトリングガンの砲口や、パイロットの憎にく々にくしげな表情まで、はっきりと視認できた。

「行けい！」

　引きつけるだけ引きつけておいて、トリガーを絞しぼった。キーナンが後々までの語り草にした、その形容をそっくり引用するならば──、

『パイロットの眉み間けんを狙ねらって』

　ミサイルを発射したのである。

『マイク・ハマー』ミサイルはＡ─66のコックピットを粉ふん砕さいした。

　燃える十じゆう字じ架かとなった機体は、卒そ塔と婆ばの森に突つっ込こみ、旧三井ビルに片かた翼よくをひっかけ、旧帝王プラザホテルに激げき突とつして炎えん上じようしたのである。

　しかし一同には、勝利の歓よろこびにひたっている時間も、安あん堵どに胸を撫なでおろしている余裕もなかったのである。

　なおも無数の戦車が、４人の乗ったＭ７Ａ１めがけ殺さつ到とうして来る。

「逃げるぞ！」

　カトリが叫ぶ。誰にも異存はなかった。

　あろうはずがない。

「ああ、できるもんなら地球の裏側まで逃げてくれや」

　キーナンの言葉を冗じよう談だんと受け取った人間は、少なくともその戦車の中には、誰もいなかった。










　第四章　老兵は死なず




「そうか、まんまとしてやられたというわけだな」

　シュンからの報告を聞きおわったあと、公こう王おうルウは意外にさばさばとした表情で言った。

「戦闘ヘリ16機、戦闘機11機、地上攻撃機１機、戦車85輛と兵士３００人か……。たった５人ばかりの敵に……」

　車くるま椅い子すの公王は、うつむいて押おし黙だまった。

「兄貴、俺は信じられないよ」

　普ふ段だんは豪ごう放ほう磊らい落らくなシュンが、珍めずらしく弱気になっている。

「あれだけの兵力で敵を討うちもらした味方も情けないが、それ以上に敵の強さは尋じん常じようではない。いったいあれは人間なのか。現場で指揮していて、俺には鬼き神しんかと思えた」

「タイラーの部下か」

「ああ」

「部下でさえそれほどやる。いや、逆か。タイラーは恐おそろしいほど部下に恵めぐまれている。同じく人の上に立つ者としてはうらやましい限りだ」

「まったくだ」

　シュンは深くうなずいた「それにひきかえこっちは……」

「ああもふがいなくては支配に響ひびく」

　ルウは表面明るいが、その実内心は穏おだやかでいられるはずもなかった。

「暴動は各地で、日増しに活発化している。兄貴、正直に言うが、それらをすべて鎮ちん圧あつするには、とてもじゃないが兵の数が足りん。地球から徴ちよう発はつした兵士の中には、同じ地球人に武器を向けることさえ拒きよ否ひする連中がいてなあ……。中には進んで、叛はん乱らんに加わる兵士もいる」

「無理もない。我々が彼らの立場だとしても、やはりそうしただろう」

　ヘイゼルの瞳ひとみを微かすかに潤うるませ、ルウは弟を見た。

「しかし、今さら後には退ひけぬ。支配するも地じ獄ごく、支配権を失ったらなおのこと地獄だぞ」

「わかっているよ」

　シュンはうなずく。「しかし兄貴、こう言うのもなんだが、ラオ兄貴を失ったのは、本当に痛かったな」

「痛かった」

　悲痛な面おも持もちで、ルウは言った。「こういうときこそ、あいつの才能が発揮されただろうに……」

　次兄のラオは、征せい服ふく地ちの支配や暴徒の鎮圧には、特異と言っていい才能の持ち主であった。一見冷れい酷こくな仮か面めんも、そうした仕事にはうってつけだったのである。そのラオを失ったことは、だからこの時期のアシュランには文字通りの痛つう撃げきであった。自ら進んで嫌きらわれ役を演じていた弟のありがたみが、ルウは今になってようやく痛いほどにわかる。

　もちろん、悔くやんでみても遅い。

「タイラーの艦隊は、どの程度集結している？」

「三千といったところかな」

「三千か……。大艦隊だな」

「まだまだ増えるだろうよ」

　自じ嘲ちようするかのような口調で、シュンが言った。「タイラーが調子づけば、集まってきそうな日和ひより見み連中は、銀河にはたくさんいるだろうからな」

「その代り、旗はた色いろが悪くなればとっととタイラーを見捨てる連中も、三千のなかには多い」

　ルウが言った。それが彼らに残された、最後の希望であった。

「タイラーの行方ゆくえは、わからんのか？」

「ああ。八方手を尽くして、捜さがさせてはいるのだがな」

「そうか……」

　瞳を閉じて顔を伏ふせ、ルウはしばし熟じゆつ考こうした。

「奴やつの姿が見えんというのが、少々無ぶ気き味みではあるが……」

　やがてその端たん正せいな顔を上げた白はく皙せきの貴公子は、決然と言った。

「三千の艦隊がこれ以上増えないうちに、叩たたく！　徹てつ底てい的にだ」

「俺もそれがいいと、言おうとしていたところだ」

　さっきまでとは別人のように喜々とした表情で、シュンは言った。やはり戦いあってこその彼である。デスクにしがみついて部下からの報告を受けたり、統とう治ちに腐ふ心しんしたりといったことは、それなりに一生懸命にやるシュンではあったが、それは彼の本分とはほど遠いのである。徒いたずらに若さと才能を浪ろう費ひし、その心と体から熱意を奪うばっていくことであった。

　だからひさびさに戦えるとわかったとき、彼はほとんど、天にも昇のぼる気持ちであったに違いない。

「やってくれるか？」

　という兄貴の言葉に、

「やらいでか！」

　と、喜んでうなずいたのである。

「ああ、やっと戦える」

　それはまさしく、偽いつわらざる心境であったに違いない。

「そうと決まれば、俺は明日にも艦隊を率ひきいて出しゆつ撃げきするぜ」

「頼たのむ」

　いまや広い宇宙に唯ゆい一いつの肉親となった弟を頼たのもしげに見上げながらルウは、

「死ぬなよ」

　とだけ、短い言葉を贈おくった。

　その兄の気持ちは、わかりすぎるくらいにわかっているシュンである。

「兄貴は？」

「私は旧地球の惑星連合宇宙軍首脳部に圧力をかけ、タイラーに加勢しないように目を光らせているよ」

　口もとに自嘲ともとれる、微かすかな笑えみを浮かべるルウであった。「車椅子の私には、そんなことしかできないだろうからな……」

　表情が抜けるように白い。

　華きや奢しやな体格は、幼おさなくして半身不ふ随ずいになったせいである。

　義妹である、アザリンのせいだ。

　そのことを責めたり、後こう悔かいしたりするつもりは微み塵じんもないとはいえ、そんな自分の手足となってくれる弟たちのうち、すでにして片腕をもがれてしまったルウなのである。

「見ていてくれ兄貴」

　その表情に決意を漲みなぎらせ、シュンは力強く言った。

「俺は必ず勝つよ、たとえ相手がタイラーでも、ドムでも、そしてアザリンでも、負けはしない」

　アザリンでもというところで、彼の声は微かに震ふるえた。







「タイラー提督も、困ったことをしてくれたものだ」

　旧惑星連合宇宙軍の艦隊司令部。会議室では喧けん々けん諤がく々がくの議論が続けられている。もちろん結論なんぞは出ない。ただひたすら、彼らの意向に沿そわぬ反逆者であるジャスティ・ウエキ・タイラー提督とその一味のこきおろしに終始していた。

「あくまでもアシュランに逆らうというのか。我々の立場にもなって欲しい」

　アシュランの傀かい儡らいとなった自分たちのことは棚たなに上げて、タイラーの非ばかりを一方的にあげつらう。もっともこの場で彼らの実のない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを聞いていたとして、それを気にするタイラーではなかったろう。いつものようにヘラヘラしながら聞き流しているか、笑い飛ばしていたに違いない。

「だいたい彼には、そもそも提督としての自覚が……」

「さよう。もともと昼ひる行灯あんどんのような男ではあったが、それがよりによってこういうときに叛はん乱らんとは。そのために地球がどれほどの迷めい惑わくを被こうむるか、少しはそういう配はい慮りよもあってしかるべきだろうに……」

「いや、そういう配慮ができる男なら、最初から苦労はしない」

「さよう。そもそもあの男の無責任ぶりは……」

「よさないか！」

　参さん謀ぼう肩けん章しようをつけた一人の男が、席を蹴けって立ち上がったのはそのときであった。それまでじっと、黙だまって上かみ座ざに座すわっていたのである。

「もうよせ。自分たちの無能さを、よけいに証明するだけだぞ」

　彼の顔を見て、一座の者はみな呆あつ気けにとられた。

　いや、我わが目を疑ったと言ってもいい。

　そこに彼らが見たのは、事あるたびに彼と反目してきた（もっともタイラーのほうに、その自覚は皆かい無むであったのだが）もと参謀総長であったのだ。

「フジ閣かつ下か！」

　イサム・フジの実の父親であり、かつてアンチ・タイラー派の巨頭と言われた男が、こともあろうにタイラーを弁べん護ごしたのである。

「あなたはタイラー提督のことを、いつもあんなにクソミソに言っていたじゃないか」

「ああ、言った」

「あんたはタイラーが、自分と同じ惑星の大気を呼吸することさえ我が慢まんならんと言ったが、あの言葉は噓うそかね？」

「噓ではない」

　表情ひとつ変えずに、フジ大将は言った。

「今でもその言葉に、変わりはない。あの男の顔を見るのも嫌いやなほど、大だい嫌きらいだ。しかもあやつは、こともあろうにこの儂わしの息子むすこを叛乱軍に引っ張り込みおった。憎にくんでも飽あき足たらん奴やつだ。しかし、それとこれとは別問題だ！」

　ドンと机を叩たたいて、彼は言った。

「そのタイラーに、胸を張って『お前は地球の裏切り者だ』と言える者が、はたしてこの中に一人でもいるか？　儂か、儂も言えない。お恥はずかしい話だが、タイラーとその部下たちがラアルゴン帝てい国こくと命を懸かけて戦い、地球を空あけていたときに、あっさりとアシュランに降こう伏ふくしてしまったのは、この儂だからだ……」

　騒そう然ぜんとしていた会議室が、その一言でしんと静まり返ってしまった。

　悲痛な面もちで、フジ大将はなおも言う。

「無責任だ何だとか言って、結局いつも我々は、そのタイラーに頼たよってきたのではないか？　そして今も、心のどこかではタイラーの起こす奇き跡せきを、あてにしているのではないか？　違うか？」

「それはそうだが、しかし……」

「タイラーは、妻と子供を人ひと質じちに取られている」

　フジの目が潤うるんだ。

「それでもなお、彼はアシュランに楯たてつこうとしている。愚おろかかも知れない。自じ慢まんではないが、儂にはとてもそんな真ま似ねはできない。イサムとアスカとの一件で、それが痛いほどわかったのだ。妻子を命の危険にさらすことがわかっていて、それでも地球のために戦ってくれようという男を、我々は頼りにするだけでいいのか？　何もしないで、この場で指をくわえてなりゆきを見守っているだけでいいのか？　いや、それどころか命懸けで戦うタイラーの悪口まで言って、軍人として恥ずかしくはないのかッ！　タイラーはな、タイラーとその部下たちは、儂も含ふくめて愚おろかな地球人類のツケを、一人で肩代わりしてくれているのだぞッ！」

　もしも彼の息子であるイサム・フジがこの場にいれば、彼は大おお幅はばに自分の父親を見直したに違いない。なまじな味方より、彼を憎むフジ大将の言葉だけに、かえって説得力があった。

「その通りだ。よく言ったぞフジ君」

　いつの間にか会議室のドアが開き、そこに立っていた男の声に、その場にいた全員が、はじかれたように振ふり向いた。

「長官！」

「アンダーソン元帥！」

　長らく病床に伏ふせっていたアドリアン・アンダーソン最高司令長官であった。げっそりと顔の肉が落ち、顔色もけっしてよくはなかったが、とにかく松まつ葉ば杖づえもつかず、制服をきちんと着て、自分の足でその場に立っている。

「閣下！」

　フジは思わず叫んでいた。

「もうおよろしいので？」

「どうにかな……」

　元気一いつ杯ぱいとはいかないが、とにかく矍かく鑠しやくとして、アンダーソン長官は言った。

「アドリアン・アンダーソン、本日只ただ今いま現役復帰する！　フジ君、任務代行ご苦労。そのまま君が最高司令長官になれなくて残念だったな」

「何をおっしゃいます！」

　フジは真ま顔がおで否ひ定ていした。「この度たびのことで自分の、器うつわのなさを痛感しておりました。閣下が戻ってこられて、本当によかった……」

　あとはもう、言葉にならなかった。

「冗じよう談だんで言ってみただけだ。気にするな。皆も、心配をかけて本当にすまなかった」

　そう言って彼は、上座に開けてあった彼のための椅い子すに着席する。

「さて、作戦会議を始めようか。タイラー支し援えんのためのな……」







　いまティン・シュンの手元には、２０００隻に近い大艦隊がある。惑星連合艦隊と、神しん聖せいラアルゴン帝国から拿だ捕ほした軍艦の混成で、なんといっても戦艦や空母、巡洋艦といった再新鋭の強力な艦かん艇ていが多いことが強味であった。その点、数は多くても旧式艦や商船改造の護衛空母や仮装巡洋艦で戦わなければならないタイラー艦隊よりはるかに有利である。だが、逆に人材という観点では、タイラー艦隊のほうが圧倒的に層が厚い。宇宙最高のスタッフと言っていいだろう。

　アシュランには、艦はあっても動かす人間がいなかった。否いな、乏とぼしかった。

「ならば──」

　と、シュンは思う。

　その最高のスタッフが揃う前に、圧倒的に有利な戦力をもって一人ひとり、叩たたき潰つぶしてやろう……と。

　いかに人材に優れたタイラー艦隊でも、各個の戦力を分断して十倍近い艦隊でかかれば敵ではない。そうやって、タイラーのまわりにある厚い人材の壁かべを、一枚いちまい剝はがしていって、最後に裸はだかになったタイラーと一いつ騎き打うちになれば自分にも勝算はじゅうぶんにある。シュンはそう考えたのだ。

　タイラーさえ斃たおしてしまえばあとは恐おそるるに足らない敵ばかりだ。ついでにル・バラバ・ドム提督も倒たおして、アザリンを捕とらえてしまえば、銀河統とう治ちはずっとやりやすくなるだろう。問題は、いかにしてタイラーの部下たちを、各個に撃破してしまうかであった。

　さしあたり彼は、火星軌き道どうのやや外側に陣取った、２００隻せきばかりの小艦隊に目をつけた。それはタイラー配下の古ふる兵つわもの、老将ハイフェッツ提てい督とくの率ひきいる偵てい察さつ艦隊であった。

　ほとんどが無人操縦という２０００隻のシュン艦隊は、レーダーに探知されないようにエンジンを切って慣かん性せい航こう法ほうで音もなく（もともと宇宙なので音はしないが）接近し、ハイフェッツ艦隊をその跳躍ダツシユの射程内に捕えた。

「完全に包囲しました」

　という副官の報告に、

「よし」

　と、ほくそ笑えんだシュンは旗艦『佐さ渡ど』のブリッジから手を振って麾き下かの全艦艇に向って叫んだ。

「かかれ！」

　タイラー艦隊とシュン艦隊の全面主力決戦に先立つ前ぜん哨しよう戦せんは、こうして口火を切ったのである。







「敵艦隊急速接近！」

　オペレーターの報告に、

「なにっ！」

　戦艦『リベラシオン』のサンルームで太陽光を浴びながら昆こ布ぶ茶ちやを飲のんでいたイツァーク・ハイフェッツ少将は、完全に虚きよを突かれたのであった。

　慌あわててどてらを脱ぬぎ捨ててスペース・ブルーの宇宙軍制服をひっかけた提督は老骨に鞭むち打うってブリッジまでの直通エレベーターに飛び乗った。

「敵は！」

　さすがに彼も歴れき戦せんの提督である。息せききってブリッジに飛び込んできたときにはもう、好こう々こう爺やから軍人の表情になっている。

「全方位にいます！」

　オペレーターが叫んだ。「その数およそ２０００！」

「２０００……。我が艦隊の十倍か！」

　思わず顔がん面めん蒼そう白はくになったハイフェッツであったが、そこは宇宙艦隊戦のベテランらしく、

「先手を取られた、撃うちまくれ！」

　と、仁に王おうの形ぎよう相そうで命令した。

　その命令は、ただちに実行される。ハイフェッツ艦隊に限らず、タイラー配下の将兵たちの士気は高かった。

　シュン艦隊の先せん鋒ぽうの数十隻が、瞬時にして撃破される。それらのほとんどは、無人艦であった。

「ひるむな！」

『佐渡』のブリッジで立ったまま、シュンは大だい喝かつした。

「数ではこちらが圧倒的だ！　一挙に包囲殱せん滅めつしろ！」

　フェーザーが、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが、光子魚ぎよ雷らいが交こう錯さくし、無数の爆ばく発はつが宇宙空間を彩いろどった。その爆発は、地球からはさながら、宇宙に炸さく裂れつする花火のように見えたのである。

「准将！」

　夜空を指さし、イサムは叫んだ。「あの爆発は──！」

「むう」

　戦車のハッチから上体を乗り出したキーナンが、その閃せん光こう群ぐんを見るなり唸うなった。

「始まりやがった」

「アシュランでしょうか？」

「たぶんな」

「勝てるでしょうか？」

「馬鹿野郎、勝つに決まっているじゃねえか」

　キーナンは怒ったようにイサムの尻けつを引ひっ叩ぱたいた。

「そうですね」

　気を取り直したようにイサムは言った。立ち直りの早いのが、彼のいいところである。

「さあ、俺たちもぐずぐずしてはおれんぞ。行くぜ」

「はい！」

「エンジン始動！　戦車前へバンツアーフオー！」

　たった１輛の戦車部隊が行動を開始した。







「巡洋艦『鞍くら馬ま』轟ごう沈ちん！」

「駆逐艦『あわゆき』、大破操そう舵だ不能！」

「ポケット戦艦『リュッチェンス』、サヨナラを打ち続けています！」

　耳を塞ふさぎたくなるようなオペレーターの報告は、これで何度目だろう。

「残存は何隻だ！」

　ハイフェッツが叫ぶ。

「50……いや、全部で40といったところでしょうか。あ、また１隻やられました。空母『翔しよう龍りゆう』が……！」

「そうか……」

　ハイフェッツ提督は静かに言った。「これまでだな」

　細い、やつれた手がマイクを摑つかんだ。

「聞け！　旗艦『リベラシオン』はこれよりもっとも敵の密集した戦域に突入する。自力で航行可能な艦は、本艦が開けた突破口を抜けて逃げろ！　その後は小惑星帯軌道上のヤマモト艦隊と合流だ！　わかったか」

「提督、それでは……」

　副官アマノ大佐の表情から、さっと血の気が失せた。

「そうだよ」

　ベテラン提督は、静かに言った。「老兵は消え去るのみだ。もっとも、ただでは消えんがな。平々凡々だった儂の軍人としての生しよう涯がいも、最後のほうへきて滅めつ法ぽう面白くなりよった。思い遺のこすことはないよ」

「それでは私も……」

　覚かく悟ごの表情でうなずくアマノ大佐の言葉に、

「ばかもん！　若い者は逃げろ！」

　と、ハイフェッツは頑がんとして言った。

「こんな老人につき合って死ぬことはないぞ。タイラー艦隊には一人でも多くの若い者もんが必要なんじゃ。戦える艦ふねも、１隻でも残しておかんと、遺のこされた連中が気の毒じゃからのう……」

　淡たん々たんと語るハイフェッツの言葉に、

「提督！」

「ハイフェッツ閣かつ下か！」

『リベラシオン』のブリッジは、しばしむせび哭なきに満ちた。

「総員上じよう甲かん板ぱん！」

　脱だつ出しゆつ艇ていで退たい艦かんする部下たちを確認しつつ、

「さてと……」

　自じ沈ちん装置をセットしてから、ハイフェッツは静かに笑う。

「引き立て役の儂にも、最後の最後で見せ場が回ってきよったわい」

　つぶやきながら、自分で自分の体を、ブリッジの柱に縛しばりつける。

『リベラシオン』が、敵艦隊の密集部分に接近した。

　集中砲火が、艦体のあちこちに命中する。たちまち巨大な戦艦は燃える火の箭やとなった。

「ふふ……もっと集まれ。もっと寄ってこい」

　焰に炙あぶられながら、ハイフェッツはにこにこと笑う。

　あのいつもの、好々爺然とした表情なのである。

「さらばだタイラー、楽しかったぞ」

　宇宙軍少年兵時代から、四十数年の軍人生活を振り返ってみて、思い遺のこすことはなにひとつなかった。死を前にして老提督の心は、鏡のように穏おだやかだったのである。

「欲を言えばふふ……。お前の娘むすめをこの手で抱だいてやれなかったことが心残りかな……」

　燃える『リベラシオン』が、シュン艦隊に突入する。

「いかん！」

　シュンがハイフェッツの意図に気づいたときには、すでに手遅れであった。

「散開だ！　散開しろ！　急速離り脱だつ！」

　ようやく緩かん慢まんに、敵艦隊が散開しようとする。

「遅い！」

　ハイフェッツが叫んだ。

　その瞬間、『リベラシオン』のキングストン・バルブは開かれた。戒いましめを解とかれたワープエンジンは制せい禦ぎよを失って暴走し、巨大な反応炉は臨りん界かい点てんに達する。

　瞬しゆん転てん──、

『リベラシオン』は遠く宇宙の遥か、誰も知らない空間に向けて転てん移いしたのである。

　銀河ではない。アンドロメダ星雲でもない。前ぜん人じん未み到とうの空間に向けてである。いや、もしかしたら異次元空間でさえあるのかも知れなかった。

　座ざ標ひようは定めていない。

　とにかく『リベラシオン』は消え、あとには巨大な〝無〟が生じた。その無に向って、まわりの宇宙が渦うずのように収しゆう斂れんする。

　その渦に、シュン艦隊の数十隻が吞のみ込こまれた。

　互たがいにぶつかり合い、あるものは爆発しながら、またあるものはバラバラに分解しながら吞まれてゆく。いかに大だい推すい力りよくの戦艦といえども、逃のがれる術すべはない。

　収縮がおさまったとき、シュン艦隊は甚じん大だいな被ひ害がいを出していた。

「な、なんという戦法だ……！」

　シュンは戦せん慄りつした。「臨界点一杯、フルパワーの暴走ワープで、敵艦隊を道連れとは……。さ、さすがはタイラーの部下」

　その後はしばらく、声が出なかった。

「敵艦隊の生き残りが逃げます！」

　副官が報告した。「追いかけて殱せん滅めつしますか」

「もう遅い」

　自らも顧かえりみず自爆した敵に敬意を表するかのように、シュンは言った。

「艦隊を再集結させろ。体勢を立て直せ！　戦いはこれからだ」

　この戦い、ハイフェッツ艦隊は１７０隻近くを失ったが、残りの30隻は無む傷きずで、ヤマモト艦隊に合流できた。

　それに対し、シュン艦隊の損害は２２０隻──。

　敵の十倍という圧倒的戦力をもってして、実に一割以上を失ったのである。

　しかし、単純な艦艇や人員の損害ではきかない痛手を、タイラー艦隊は被こうむった。それはタイラー艦隊の幕ばく僚りようからの、初の戦死者であったからだ。

　イツァーク・ハイフェッツ少将。享きよう年ねん58歳。

　タイラー艦隊の知ち恵え袋ぶくろと言われ、よきアドバイザーであった老提督がここに散った。







　のちに──、

　ハイフェッツ戦死との報を受けたジャスティー・ウエキ・タイラー大将は、こう言った。

「生きているよ」

　そう言って、居並ぶヤマモト以下の幕僚たちを驚かせたのである。

「しかし……」

「生きているさ」

　いつもと少しも変らぬ表情で、タイラーは言った。「あの元気なじいさんが、死ぬはずがない。そうだろう」

　これには皆、黙ってうなずくしかなかった。

「宇宙のどこかで、元気に生きているよ。死んではいないから、二階級特進はなしだ。ハイフェッツ少将は、中将に昇進だ。除じよ籍せきもするなよ。ポストも開けて、待っていよう」

　そう言って、彼は気落ちした全員を励はげますかのように、こう言った。

「さあ、暗い話はこれまでだ。戦いはこれからだ。ブワ～ッと行こう！　ブワ～ッと！」

　だからハイフェッツ提督の帰りを、タイラーとその部下たちは今でも待っている。

　老兵は死なず。

　ただ消え去るのみであった。










　第五章　Ｆ作戦準備せよ




　弟シュンが宇宙で戦っている間、公王ルウはただ指をくわえてそれを眺ながめていたわけではない。むしろ彼は弟以上に熾し烈れつな戦いを闘たたかっていた。

　旧惑星連合陣営との駆かけ引きである。

　容易な闘いではなかった。わけても強敵は、現げん場ば復帰したばかりの元最高司令長官、アドリアン・アンダーソンである。見かけは悠ゆう然ぜんと構えたこの白しら髪がの老人が、実は意外に手て強ごわい。いや、ルウなどが彼を評して『手強い』などというのは、実は彼に対して失礼かも知れない。人生経験ならアンダーソンは、ルウの三倍以上積んでいる。

　むしろルウのほうこそ、海千山千のアンダーソンを相手に、よく善戦していると言えた。

　両者の会見は、アカサカの高級料りよう亭ていで行われた。

　要件は単純である。

　ルウとしてはいかにして旧惑星連合宇宙軍に、タイラーの支し援えんをやめさせ、地球の統治に協力させるか。

　一方のアンダーソンの側としては、いかにしてそれをはぐらかすか。

　お互い相手に取って不足はない、舌ぜつ戦せんの応おう酬しゆうであった。

「私は見ての通りですから、このままで失礼いたします」

　車椅い子すのままで料亭の庭に乗りつけたルウが、畳たたみの間に、開け放した障しよう子じの向こうに正座したアンダーソンに向かって言った。そこは美しい日本庭園になっている。ちょうど晩秋のことで、美しい落葉の絨じゆう毯たんが庭先を彩いろどる。

「それはどうぞお構いなく」

　表面は穏おだやかに、アンダーソンは言った。「あなたは統治者だ。勝者としての権利がある」

「なんの、こちらはただ幸運だっただけのこと」

　お互い礼は尽くしているが、その仮面の下では高度な心理戦が、すでにして始まっていた。

　舌戦は、まずアンダーソンからしかけた。

「見ればまだお若いが、おいくつかな」

「地球の年齢に換かん算さんすれば、21歳ということになりますか」

「ほう」

　アンダーソンは意識してやや大おお袈げ裟さに、その目を細めた。白い眉まゆの下に目が隠かくれ、彼の真意を覆おおい隠かくしてしまう。「儂わしの、いちばん上の孫と一緒じゃよ」

　それでルウに対する心理的優位に立とうとしたアンダーソンであったが、どっこいルウとて、それで怖おじ気けづくようなタマではなかった。単に人生経験の長さだけでは、無む闇やみに人を尊敬したりはしない。ましてそれでひけめを感じるようなことはない。

　彼とて、若いなりに他人に胸を張って誇れる人生は歩あゆんできたつもりだ。

「提督こそ、そのお年でよく頑がん張ばっておられる。頭が下がりますよ」

　ルウにも微笑ほほえむだけの余裕はあった。

「私の祖父は二人とも、閣かつ下かのお年には鬼き籍せきに入っておりますからね。閣下も人ひと騒さわがせな部下を大勢抱かかえてさぞや大変でしょう。そろそろ肩の荷を下ろされては」

　とっとと引退しろと言っているのである。透すき通るように色白で華きや奢しやな顔をして、なかなかどうして食えない男だ。

『この若わか造ぞう、なかなかやりおるわい……』

　アンダーソンは相手が一ひと筋すじ縄なわではいかないことを知って、内心むしろ喜んだ。

「そうもいきませんよ」

　お茶をすすりながら、彼は言った。

「公こう王おう陛へい下かもおっしゃる通り、なかなか有能なのが育たないので、簡単には引退させてもらえません。それに出来の悪い部下ほどかわいいものでしてなあ……」

「ほう。たとえばタイラー提督ですかな？」

「さよう」

　アンダーソンは、まさにそれとうなずいてみせた。「陛下が手を焼いておられる、あのタイラーですよ」

　熾し烈れつな舌戦は続く。

「別に手を焼いてはおらぬよ」

　いささかムキになって、ルウは言った。やはり彼は若い。

「ただ少々、目め障ざわりではあるがな」

「誤ご算さんでしたな」

「なにがだ」

「妻子を人ひと質じちに取れば、彼はおとなしくなる。そうお考えになったのでしょう？」

　痛いところを突かれ、ルウは一瞬言葉につまった。

「私をお呼びになられた理由も、だいたい察しはついております」

　老ろう獪かいな含ふくみ笑いを白しろ髭ひげの中から覗のぞかせながら、アンダーソンは言った。

「しかしまことにもって残念ながら、その御期待には添そえますまい」

「どういう意味だ」

「妻子を人質に取られてもひるまぬタイラーの決意が、私ごときの説得で変わるとも思えません」

「あなたにそれを期待しているのではない」

　ルウはきっぱりと言った。「ただ、あなたもタイラーに対する人質の一人だということを、忘れないでもらいたいのだ」

「ふふふ……」

　押し殺したようにアンダーソンが笑った。

「どうせ老おい先短い、しかも一度は拾った命、いまさら地球のために捨てたとして惜おしくはないが、陛下がそう評価してくださるのは嬉うれしいですな」

　カーン

　近くで、鹿しし脅おどしが鳴った。

「銀河は、あなたの肩には重いのではないかな」

　アンダーソンは、ルウを追い詰つめる。

「一度は支配した。それでじゅうぶんではないですかな。当初の目的は果たされたはずです。それもその若さで。ここで地球とラアルゴンから撤てつ退たいし、もとのアシュラン一国の主に戻られても、誰も陛下のことを無能とは言いますまい」

「口がすぎますぞ。アンダーソン閣下」

　ルウは眼光鋭く、アンダーソンを睨にらみつける。「私はこれでけっこう、昔のことは忘れない質たちでね」

「覚えておきましょう。しかし陛下が私のことを思い出して咎とがめだてする頃ころまで、おそらくこの老人は生きてはいないでしょう」

「…………」

「お気の毒な方だ。あなたにはまるで、この老人より時間が残されていないかのように見える」

　ルウの怯おびえを、アンダーソンは看破していた。

「さほどにタイラーが恐おそろしいですか、陛下？」

「ああ、恐ろしい」

　白はく皙せきの肌が透すけるくらいに蒼あおざめて、ルウは言った。

「あの漢おとこには、底が見えぬ」

「底もなにも、最初からあの男にはありはしませんよ、公王陛下」

　からからと笑いながら、アンダーソンは言った。

「それどころか地球もラアルゴンも、アシュランも惑星連合宇宙軍も、あの男にはないのです。おそらくはルウ陛下、あなたのことも眼中にはありますまい。あの男にあるのは自分と、気心の知れた仲間と、どれだけ楽しく人生を過ごせるか、それだけです」

「それだけ……？」

　ルウは目を見張った。「それだけだと？」

「そう。みごとなまでに、それだけです」

「馬鹿な。私は信じんぞ」

　ルウは声をひきつらせた。

「あれほどの人脈と力があれば、銀河をその手に握にぎるもたやすいはず……」

「ですからあの男には、銀河などどうでもよいのです。そこがまあ、あの男と我々の、器うつわの違いですかな」

　そう言ってアンダーソンは、さも愉快そうに笑った。







『司令部司令部、こちらＡ班Ａ班。作戦準備よろし』

　トランシーバー型の携けい帯たい通信機から、準備完了を告げる声が聞こえてきた。

「了りよう解かいこちら移動司令部。受信した」

　惑星連合宇宙軍特殊工作部隊のヒロシ・キリノ一佐は、手て慣なれた機き敏びんさで受信機に向かって叫ぶ。それからやおら、設せつ営えいされたテントのほうを振り向いて、

「参さん謀ぼう総そう長ちよう、Ｆ作戦準備完了です！」

　と、ススム・フジ大将に向かって報告した。

「御苦労！」

　双眼鏡を手に、敬礼したフジ参謀総長は、

「Ｆ作戦発動！」

　と、張りのある声で命令した。

　ただちにその声を受けたキリノ一佐が、

「了解！　Ｆ作戦発動！」

　と、復ふく唱しようする。

　そしてその命令は携帯通信機により、

『Ｆ作戦発動！』

『Ｆ作戦発動！』

『Ｆ作戦発動！』

『Ｆ作戦発動！』

　　　　…

　　　　…

　と、次々に連れん呼こ復唱されながら、遠く砂さ丘きゆうを越えて伝達されていった。

　オーストラリア大陸。

　見渡す限りの大だい砂さ漠ばくである。

　見上げればはるか頭上に、南十字星が輝く。そして星々の輝きに混じるようにして、微かすかに見える無数の光点は、宇宙艦隊のエンジン噴ふん射しや光こうである。

　超高倍率の電子双眼鏡で、その光点を確認したフジ大将は、

「ふふふ、格好の標ひよう的てきだな……」

　と、微かに微笑ほほえんでみせた。

「参謀総長、フェーザー車到着です」

　ヒラカワ中将が報告した。

「おう、来たか！」

　ゴゴゴゴと、地鳴りのような音を立てて、その怪物が移動司令部のあるテント前に到着した。

「こうして見るとさすがに凄すごいな」

「ええ、頼たのもしい限りですね」

　98式対宙重フェーザー砲車。

　一言で言えば宇宙戦艦の主砲に数倍する威い力りよくを持ったフェーザー砲を、全長１２０メートルの巨大なトレーラーに搭とう載さいした、超重量級の陸上兵器である。

　人類の叡えい智ちが生んだ究極の戦闘車しや輛りようと見るか、それとも机上の空論を強ごう引いんに推し進めた愚ぐの骨こつ頂ちようと見るかは、人それぞれだろう。趣しゆ味みの問題という見方もあるが、確かにアイデアとしては馬鹿ばかしいなりに、実際に完成したその姿は、ある種の風格と偉い容ようを放はなっていた。どんな巨大兵器もそうだが、実用性を云うん々ぬんする前に、それがそこにあるというだけで生まれる安心感と、敵に与あたえる心理的威圧感というものは馬鹿にできない。自重８００トンの車体には、理り屈くつを超こえた説得力がある。

　一種のシンボルと言って差し支えなかろう。とにかく点に向かって伸びた巨大な砲身と、その先端部に取り付けられた巨大なパラボラ状の放電部が、実に実に頼もしく見える。

　もちろんこんな重い物が、自力で動けるはずもない。強力なエンジンを載つんだ専用の牽けん引いん車しやが引っ張っている。それでも機動力は無きに等しく、平へい坦たんな地で時速20キロがやっとだ。道路を走れば（歩く、と言ったほうが近いだろうが）走ったで、ボコボコにしてしまうし、荒あれ地ち走破などは夢ゆめのまた夢だ。渡河能力もなく、この巨体と重量では渡れる橋もない。無理して渡れば橋はし桁げたごと転落するのは目に見えている。結局、非ひ舗ほ装そうの平地でしか使いようがない。現に今も、特製の幅はば広ひろキャタピラを履はいているにもかかわらず、転てん輪りんが半ば砂にめり込んでいた。想像を絶する重量なのである。

　牽引車と本体のさらに後方から、同じくらいに巨大な電源車がやって来る。こちらのほうは本体のフェーザー砲ほうに電源を供給するための車輛で、出力８００ギガワットの熱ねつ核かく反応炉を搭とう載さいしている。この３台が揃って初めて、98式対宙重フェーザー砲車は運用可能なのであった。

　とりあえずそれらを、アシュランの目を掠かすめて、このオーストラリアの砂漠に運ぶだけでも、フジ大将らは大変な苦労と努力を払っている。ようやくにして、諸準備も完了し、発射段階にまでこぎつけたというわけなのである。

　ちなみに、98式重フェーザー砲車が実戦に投入されるのは、これが初めてのことであった。

　目もく標ひようはもちろん、頭上遥はるかを過よぎるアシュラン艦隊だ。

　照準は、ニュートーキョーの旧惑星連合宇宙軍司令部から刻こく一いつ刻こくと送られてくる、敵艦隊の座標データによって、間接的につける。

　設せつ営えいテント内のコンピューター席に座った計算係が、

「目標！　仰ぎよう角かく84度55分12秒！　方位東北東微北17秒半！　偏へん差さ毎秒南東方向に向け０コンマ７秒！　全力集中放射！　放射パターン、超高密度集約！」

　と叫べば、

「フェーザー、発射準備！」

　と、フジ大将も叫ぶ。

『見ておれ、今度はＥ作戦のときのように、ヘマはしないぞ……』

　決意とともに大将は、ぎゅっと唇を嚙かんだ。

「了りよう解かい！　フェーザー車固定！　発射準備！」

　キリノ一佐が叫んだ。

『フェーザー、発射準備！』

『フェーザー、発射準備！』

『フェーザー、発射準備！』

『フェーザー、発射準備！』

　　　　…

　　　　…

　特殊工作部隊による復ふく唱しようもいつになくきびきびとしており、聞いていて気持ちがいい。

　皆、この任務の重要性をよく理解している。

「参謀総長閣下、発射準備完了致しました！」

　というキリノ一佐の報告に、

「よしッ！」

　とフジ大将はうなずいて、双眼鏡をぎゅっと握りしめた。

「連れん動どう追つい尾び維い持じ、発射姿勢のまま待機！　撃うてるのは一発だけだ。よく狙ねらえ！」

　いかに大容量の電源車がついているとは言っても、巨大なフェーザーに膨ぼう大だいな量のエネルギーを供給するのには無理がある。熱核反応炉が過か負ふ荷かに耐たえきれず、メルトダウンする前に、全力射撃では一発か、せいぜい撃てて二発といったところだ。

　フジ参謀総長はその少ないチャンスに、できるだけ多くの損害を敵に与あたえる肚はらづもりであった。

　しだいにエネルギーが充じゆう塡てんされ、白熱するプラズマ光を放ち始めたパラボラが、はるか夜空を睨にらみつけるように自動追尾する。

　それはさながら、獲え物ものを狙って鎌かま首くびをもたげた毒どく蛇じやのようであった。







「小こ癪しやくな艦隊め！」

　旗艦『佐渡』のブリッジで、シュンは神しん出しゆつ鬼き没ぼつの敵艦隊に手を焼いていた。数からすれば、取るに足らない小艦隊なのである。編成も駆く逐ちく艦かんばかりだ。だがなかなかどうして、この敵が侮あなどれない。

　縦横にワープを繰くり返し、ここかと思えばまたあちら、機き敏びんな動きと一撃離脱戦法で大艦隊を翻ほん弄ろうする。ワープアウトした直後に光子魚雷を発射し、すぐにまたワープするというヒット・アンド・アウェイで、シュン艦隊は馬鹿にならない損そん害がいを出していた。

　言うまでもなくその艦隊とは、シア・ハスの率ひきいる旧きゆうラアルゴンの宙ちゆう雷らい戦隊である。いざとなれば白はく兵へい戦せんも辞じさない覚かく悟ごで戦いに臨のぞんでいるだけあって、敵を牽けん制せいし足あし留どめするだけではなく、多大な流血を強しいていた。

　だが所しよ詮せんは駆逐艦ばかりの小艦隊、ワープを続けるにも限度がある。シア・ハス麾き下かの各艦のエンジンは、焼きつく寸前であった。

「シア、もういい下がれ！」

　頃合を見てヤマモトは命令した。

「わかったよ！」

　いつになく、妙みように素直な女提督である。ヤマモトの命令ということもあるが、実際のところギリギリのところで怒ど濤とうのように押し寄せる敵を、辛かろうじて支えていたのである。シア・ハスでさえ、２０００に近い敵を牽制するというのは並なみ大たい抵ていのことではない。

「よくやったぞ」

「面めん目ぼくもないね」

　それ以上の強がりも出て来ないほどに、精も根も、尽き果てていた。

　シア・ハス艦隊は潮しおが引くようにさあっと後退した。

　その間かん隙げきを突ついてここぞと殺さつ到とうする敵に対して、

「来たぞ！」

　と、手ぐすね引いて待ち構えていたのはジェット・シン・ヤスダ大佐の指揮する軽巡洋艦部隊である。

　代だい将しよう旗きを翻ひるがえすヤスダ座ざ乗じようの旗艦『空そら知ち』を先頭に、『四し万まん十と』『女め鳥と羽ば』『高たか粱はし』『犀さい』『仁に淀よど』『吉野』『千ち種ぐさ』の８隻が、ずらりと艦首を並べて突とつ進しんして来る敵艦隊を待ち受けている。じゅうぶんに計算され尽くした陣じん形けいであった。

　シュン艦隊はこの罠わなに、まんまと嵌はまった。

　ヤスダ大佐はブリッジのモニターでそれを確認すると、

「かかった」

　と一言、会心の笑みを浮かべた。

「超光速魚雷、発射！」

　ヤスダ艦隊の軽巡は砲ほう熕かん兵へい装そうの一部を撤てつ去きよし、代りに光子魚雷の発射管を増設した重じゆう雷らい装そう艦かんであった。１隻につき、一度に片かた舷げん発射できる魚雷は40本。都合３２０本の魚雷が矢ぶすまとなって、正面からシュン艦隊を襲おそった。

　しかも魚雷本体を超空間の繭まゆで包んだ、光より早い超光速魚雷である。かわしようがない。シュン艦隊の先せん鋒ぽう２００隻ばかりが、めくるめく閃せん光こうに包まれた。

「なんの！」

　悪あつ鬼きの形ぎよう相そうとなって、シュンは叫んだ。

「力で押し切れ！　まだまだ数の上では我が艦隊のほうが圧倒的に有利だ！」

　その通りであった。

　魚雷を撃うち尽つくしたヤスダ艦隊が後こう退たいすると、代って先陣に立ったのは新しん参ざんの、ザンギエフ大佐の艦隊であった。コルバー宇宙軍の叛はん乱らん鎮ちん圧あつ作戦でタイラーに諫いさめられた彼は、その人ひと柄がらにすっかり惚ほれ込こんで、今ではコルバー艦隊ごとタイラーの食しよつ客かくに収おさまってしまったのである。

「タイラー提てい督とくに恩返しするなら今だぞ！　俺たち新参者にも意地があるところを見せてやれ！」

　戦艦『インペロ』のブリッジで、ザンギエフは叫ぶ。彼の艦隊には旧きゆう式しき鈍どん速そくながら、重武装重装甲の艦が多く、敵を支えるにはおあつらえむきだった。

　旧コルバー宇宙軍の艦隊を核に、各惑星から集まった有志の艦かん艇ていも加わって、いまやタイラー艦隊の中では、一大勢力にまで膨ふくれ上がっている。

「撃うて！」

　戦艦群の主砲による濃のう厚こうな弾だん幕まくが、シュン艦隊の出鼻を挫くじく。

「怯ひるむな！」

　シュンは仁に王おう立だちになって檄げきを飛ばす。「今の我々には進むも地じ獄ごく、退ひくも地獄なのだ！　ならば前のめりに突とつ撃げきして死のうではないか！　後ご生しように恥はじを残すな！」

　敵に倍する火力の報復が、ザンギエフ艦隊を包んだ。数ならなお圧倒的である。

　たちまちザンギエフ艦隊のいた空間は、溶よう鉱こう炉ろと化した。艦内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたである。生きながら焼かれ、宇宙に吸い出される将兵たち。焰ほのおに焼かれて焼死するか、それとも真空絶対零れい度どの宇宙空間に投げ出されて凍とう死しするか、両極端の死に方が彼らを待っていた。

「戦艦『マラー』『ダントン』『ナチョナーレ』、轟ごう沈ちん！」

「巡洋戦艦『ライオン』大たい破は炎えん上じよう！」

「空母『イーグル』自じ沈ちん！」

　こうも被ひ害がいが続出しては、いかに豪ごう胆たんなザンギエフ大佐といえども、兵を退かざるを得なかった。

「後退！　反撃しつつ後退っ！」

　沈痛な面おももちで叫ぶ。

「これでは双方の被害が増すばかりだ」

　戦局を見ながら、『筑後』のブリッジでヤマモトは唸うなった。言うまでもなく消しよう耗もう戦せんになればこちらは圧倒的に不利だ。味方１隻の損害で敵艦２隻を沈めても引き合わない。

「やはりタイラー提督がいないとダメなのか……」

　思わずそんな言葉が口を突いて出た。

「そんなこたあねえぜ」

　艦長席からアンドレセンが言った。「天は自みずから助くる者を助く。ここで踏ふんばらなきゃ、タイラー提督の部下が聞いて呆あきれらあ」

　その言葉は、ヤマモトを大いに勇気づけた。

「なるほどな」

　笑顔でアンドレセンを見る。「しかし、あの人は神様か？」

「そんなもんでしょ」

　振ふり向いたアンドレセンも、白い歯を見せる。

「ラアルゴン艦隊が左さ翼よくから突撃します！」

　キム少佐が叫んだ。

「あれは？」

「バルサローム提督の艦隊です」

「味方が逃げるまでの時間を稼かせいでくれるというのか……」

　ヤマモトが感かん嘆たんした。昨日までの敵を、である。

「地球の艦隊ばかりに、いい目を見させておくことはないぞ！」

　ラアルゴン帝国にその人ありと言われた提督である。ル・バラバ・ドムの影かげに隠かくれて目立たないとはいうものの、その実力には定評のあるバルサロームであった。

　タイラーとドムが、大だい胆たんさを旨むねとする惑星連合宇宙軍とラアルゴンのキラ星であるならば、ヤマモトとバルサロームはそれぞれ、派は手でさはないが堅けん実じつな作戦で光るいぶし銀のような存在であった。

「ラアルゴンここにありというところを、アシュランの造ぞう反はん者しやどもに思い知らせてやれ」

　神しん聖せいラアルゴン帝国の側から見れば、アシュラン大公国など属ぞく領りようの叛はん乱らんにすぎない。もともと国家としての格が違うのだ。

　３００隻に満たないバルサローム艦隊は、猛もう然ぜんと１５００隻のシュン艦隊の横腹に嚙かみついた。

「生意気な！」

　もともと短気なシュンは、この無礼に激げつ昂こうした。あと一歩で息の根を止められるザンギエフ艦隊を放ほう棄きして、バルサローム艦隊に向き直る。

　フェーザーと荷電粒子ビームが激はげしく交こう錯さくした。

　当然、バルサローム艦隊は甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむる。

　しかし敵に与あたえたダメージも少なくはなかった。

　なによりも稼かせいだ時間と、味方の脱だつ出しゆつを助けたことが大きい。

「おのれ！」

　シュンはムキになって、力でねじふせようとする。ここらあたり、彼もまだまだ若かった。否いな、青かった。

「シュン様！」

　副官がにわかに叫んだのはそのときである。「地球の地表の一部に、異様なエネルギーの上昇反応が見られます！」

「なに！」

　さすがに鋭えい敏びんなシュンは、

「しまった、散開！」

　と叫んだが、なお遅おそかった。

　地上では──、

　双眼鏡で密みつ集しゆうする光点を確認したフジ大将が、

「今だ！　総員対ショック、対たい閃せん光こう防ぼう禦ぎよ！　フェーザー発射ッ！」

　と、叫んだところであった。

『了りよう解かい！　フェーザー発射！』

『フェーザー発射！』

『フェーザー発射！』

『フェーザー発射！』

　合図とともに、

　白熱するパラボラが、フェーザー光を吐はき出し、それは真一いち文もん字じに天空へと柱のように伸びた。

　なにしろ大変なエネルギーである。

　フジ大将ら、地上の作業員は全員サングラスのような特殊マスクで閃光を避さけているが、それでも周囲は昼間のように明るい。

　光の柱が伸びた周辺には急速に雷らい雲うんが発生し、やがて凄すさまじいにわか雨を降らせるのである。

　やがて──、

　その光の柱の周辺に、花火のような無数の爆ばく発はつが広がった。肉眼でも楽に視認できる。その美しさといったらない。だがあの光の中では確実に、数万人単位で人が蒸じよう発はつしているのだ。それまで歩あゆんで来た無数の人生ごと──

「やったか！」

　フジ大将は満面に笑みをたたえ、特殊マスクをはずしながら電子双眼鏡を取り上げた。

「敵艦隊の30％消滅！」

　狙ねらいはわずかに敵の中ちゆう枢すうを外したようである。それでもたいしたものだ。

「第二撃いけるか？」

　フジ大将は傍らのキリノ一佐を振ふり向いた。

「電源車の反はん応のう炉ろはメルトダウンしかかっていますが……」

　キリノ一佐は、一瞬躊ちゆう躇ちよするような表情を見せたが、

「強制冷却装置を使えば、なんとかいけそうです！」

「よし、総員発射準備をして待機！　同時に第二撃を発射後、退たい避ひの準備をしておけ。発射によってこの位置が暴ばく露ろしてしまった以上、当然反撃が来るぞ！」

「はっ！」

　キリノ一佐は直立不動の姿勢で敬礼した。







「発射地点がわかりました」

　副官が報告する。「地球人どもがオーストラリアと呼んでいる大陸の、東南端の砂さ漠ばく地ち帯たいです。陸上基地からの砲ほう撃げきと思われます」

「そうか。まだまだそんな切きり札ふだがあったとはな。油断した。ただちに対砲兵射撃だ。全艦隊の火力を集中して叩たたけ！」

　シュンが命令するのと、

「敵艦隊接近！」

　と、オペレーターが叫ぶのとが、同時であった。

「なにっ！」

「地上のエネルギー反応も、再び上昇中！」

「急速離り脱だつだ！」

　シュンの旗艦『佐渡』と、それに続く数十隻はフェーザーの射程外に離脱した、だが、その他の大多数は──、

「奴やつらの頭を抑おさえろ！」

　バルサローム艦隊は、シュン艦隊の主力の退路を、身を挺ていして遮さえぎったのである。

「奴らをフェーザーの射程に押し込めるのだ！」

『無茶はやめろ、バルサローム！』

　モニターの中でル・バラバ・ドムが、血相を変えて叫んだ。『お前まで、あの光に吞のまれるぞ！』

「最初からそのつもりです」

　涼すずしい顔でバルサロームは言った。

『馬鹿な！』

「閣かつ下か、ここは馬鹿でもやらないことには戦局を打開できません。ま、さしずめ私あたりが適任かと……」

『だめだ！　死ぬことは俺が許さん！』

　珍しくもモニターの中で取り乱すドムに、

『残念ながらもう手遅れですよ』

　と、バルサロームは年長者の余よ裕ゆうを見せて言った。

『さようなら、ドム閣下。閣下のようなよい上司や、活いきのいい敵や味方に囲まれて幸せでした。どうかこの乱を平たいらげた後は、タイラー提督への雪せつ辱じよくをお果たしください』

『バルサロームッ！』

　フェーザーの第二撃が放たれたのは、その瞬しゆん間かんであった。

　発射直後──、

「退避っ！」

「たいひ～！」

「たいひ～！」

　フジ参謀総長を筆ひつ頭とうに特殊工作部隊の面々は、ホバージープや装そう甲こう車しやで、思いおもいの方向に脱だつ出しゆつしていたのである。

　やがて──、

　轟ごう然ぜん、メルトダウンした反応炉は、敵の対砲兵射撃を受けるまでもなく自じ爆ばくしたのである。

　だが、破は壊かいされる寸前、フェーザー車は敵艦隊に向けて最後の光を放っていた。

「いったか！」

　ホバージープの上で、天空に向かって吸い込まれる光を振ふり仰あおいたフジ大将は、

「これでタイラーも、少しは儂わしに感かん謝しやしてくれるかな……」

　と、ありもしない夢む想そうにひたっていたのである。







　光はすべてを嘗なめ尽つくした。

　シュン艦隊の旗き艦かんを除く大部分と、その離脱を阻はばんだバルサローム艦隊もろとも──。

「くくっ……。バルサローム」

　消えゆく閃せん光こうを見つめながら、ル・バラバ・ドムは唇を嚙んだ。

「貴様の忠誠、生しよう涯がい忘れぬぞ！」

「総員敬礼！」

　ヤマモトは目を潤うるませながら叫んだ。「ラアルゴンの勇士、バルサローム提督の英えい霊れいに向かって敬礼！」

　地球とラアルゴンの、すべての将兵がそれに倣ならった。







「ぜ、全艦隊の78％が消滅……」

「わかった」

　シュンは悲痛な面持ちでうなだれながら、

「ひとまず撤てつ退たいだ。地球に戻って艦隊を立て直す」

　と、それでも胸を張って命令した。

「まだまだこれからよ。こちらには、なお無む傷きずの艦隊がある！」

「はい。それにこちらにはまだ切り札が……」

「そうよ。要は最終的に勝てばよいのだ。敵が全ぜん滅めつしたとき、まだこちらが１隻でも浮かんでいればな……」

　不ふ遜そんに笑うその心中ではしかし──、

『タイラー抜きの艦隊にこれほどしてやられるとは……。やはり地球とラアルゴンを集めた精せい鋭えいだけのことはあるな……。だが俺は負けない。これを機に、さらに大きくなってやる！』

　生まれて初めて敗はい北ぼくの味を知ったこの少年提督は、打ちのめされながらも、なお不敵な笑みを口もとに浮かべるのであった。










　第六章　ユリコ奪だつ還かん計画




「父親とは似ても似つかぬという噂うわさは、本当だったのですね」

　ユリコの膝ひざの上を無む邪じや気きに這はい回るキサラを見ながら、ルウは言った。黒い髪かみの毛は父親譲ゆずりだが、あとはまぎれもなくユリコの遺伝パーツである。くりくりとよく動く大きな目も、形のよいきれいなピンク色の唇くちびるも、母親似だ。成長すれば間違いなく美人になるだろう。

「いいえ、この娘こは父親似ですわ」

　敵を前に少しも臆おくすることなく、しっかりとした口調で答えるユリコ・タイラーである。

「外見はともかく、性格は父親そのものです。現金で甘あまえん坊ぼうで、寂さびしがり屋やで私がいないと何もできないところは、父親そっくりですわ」

「たいした自信だ」

　警備の兵士に銃を突きつけられて、これだけ言えればたいしたものである。

「それから強運も、父親譲りです」

　つまり両親の、いいところだけをもらったのである。

　ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー。生後３か月にして早くも周囲の大人たちを押しのけてスターの座に座すわる片へん鱗りんはあった。

「さて奥さん。本題に入りましょうか」

　ルウは笑顔で切り出した。

「どうぞ」

　ユリコはすまして答える。

「はっきり言ってあなたの御主人のおかげで、我々はとても迷めい惑わくしています」

「そうでしょうね」

　ユリコは微かすかに笑って、

「それしか取とり柄えがないとはいえ、私どもも自じ慢まんの主人ですから……」

　と、話す片手間にキサラをあやした。

「できればあなた方に、御面倒だけはかけたくなかったのですが、このままいくと不本意ながらそうせざるを得ない」

「でしょうねえ……」

　ユリコの肚はらはすわっていた。さすがはタイラーの妻だと、ルウは心の中で舌を巻いた。こうなると女は強い。

「あなたから御主人に、投降するように呼び掛けてはもらえませんか？」

　あくまでも穏おん便びんに、ルウは懇こん願がんしてみせた。

「お断りしてもやらせるのでしょう？」

　辛しん辣らつな口調のユリコに、

「ええ、ですがまあ……」

　と、ルウは半べそをかいたような顔で、

「できれば私としても、いたいけな赤ん坊に、手て荒あらなことはしたくないのですよ。わかっていただけるでしょう？」

「わかっていますとも！」

　ユリコはキッとなって、ルウのヘイゼルの瞳ひとみを正面から見み据すえた。

　どんなことがあっても、この子にだけは指一本触ふれさせない。そういう強い決意を秘ひめた目であった。ルウでさえ思わず気け圧おされしたほどだ。

「思おも惑わく通りに事が運ばなくて、残念でしたわね」

「ええ。あなた方さえ人ひと質じちに取れば、タイラー提督はおとなしくしていてくださる。そう思っていたのですが……」

　車くるま椅い子すが微かな唸うなりを立てて、絨じゆう毯たんの上を動いた。

「私はどうやら、タイラー提督を買いかぶっていたようだ」

「どういう意味ですの？」

「私が思っていたほどには、タイラー提督は、奥さんあなたを愛してはいなかったようだ。そういうことですよ」

「とんでもない！」

　ユリコは言下に否ひ定ていした。抱だかれていたキサラが、びっくりしたような顔で母親を見上げた。

「その逆ですわ。愛しているから、信しん頼らいしているからこそ、戦えるのです」

「わからないなあ」

　ルウは首を傾かしげた。「そんな理り屈くつは……」

「でしょうねえ」

　むしろ哀あわれむように、ユリコは若き公こう王おうを見た。

「ルウさんと、おっしゃったわね」

「はい」

「あなた、まだ本気で一人の女の人を、愛したことはないでしょう？」

「そうでもない」

　とは言いつつも、ルウは内心、ぎくりとした。

『本気で一人の女の人を、愛したことはないでしょう』

　女性からこの台詞せりふを投げつけられ、はからずもそれが的てき中ちゆうしていたときほど、男にとってショックなことはない。

　甚はなはだしいときはそれまでの自分のアイデンティティや、歩あゆんで来た人生や、内心の密ひそかな誇ほこりやプライドまでが崩ほう壊かいしてしまうものなのである。

　確かにルウは、本気で一人の女性を愛したことはない。それどころではなかったのだ。

　強しいて言うならアザリンだが、彼女の場合は半分妹のようなもので、愛する女性というには少し違う。それに第一、彼女に対する感情は、かなり屈くつ折せつしているルウなのである。

　胸を張って『愛している』とは、とても言えないルウなのである。

　言われてみて、ルウは愕がく然ぜんとした。

　確かに自分は、銀河を手中に収おさめた。そのことを、この上もない誇りとしてきたのに、今ユリコに言われて、そのことが取るに足らぬ、つまらないことのように思えてきたのである。

　銀河の覇は権けんが、なんだというのだ。そんなもの、一人の女性のハートに比べたら……。

　ルウは自分の頭に浮かんだその考えを、慌あわてて打ち消した。

　父を誅ちゆう殺さつされて以い来らい、夢ゆめにまでみた銀河の覇権ではないか。そのためには血の出るような苦労もした。その苦労を分かち合ってきた兄弟のうち、すでに一人を失った。今ここでユリコの言うことを素直に受け容いれてしまったら、自分の今までの人生はいったいなんだったのか？　ましてラオはなんのために死んだのか、わからなくなってしまう。

　そう思ったのだ。

「愛などくだらんことだ」

　すげなく、ルウは言った。「そんなものがあるから、宇宙には戦争が絶えんのだ。戦争があったとして、愛などなければ人はあんなに苦しまずにすむものを……」

「お気の毒な人……」

　ユリコは本当に、そう思っているようだった。

「手遅れですよ」

　ルウはユリコを見た。「タイラー提督を、説せつ得とくしていただけますね？」

「やりますけれど……」

　とても哀かなしそうな目をして、ルウを見るユリコであった。タイラーがこの女に惚ほれた理由はこれかと、ルウは思った。

　無む性しように彼のことが羨うらやましく、また憎にくらしくもあった。

「私の説得を素直に聞くあの人かしら……」

「聞いてもらわねば」

　ルウは心を鬼おににして、言った。

「それで降こう伏ふくしてもらえなければ、次はあなたと、娘さんの体に聞く番だ」







『ジャスティ、この放送を聞いていますか』

　その声が、銀河系内のすべての公用周波数で流れたとき、ヤマモトは『筑ちく後ご』のブリッジで、提督席から30センチばかりも飛び上がった。

「ユリコさん！」

　彼がコーヒーを吹き出すほど狼ろう狽ばいするとは、尋じん常じようではない。

『私は元気です。もちろんキサラもよ……。今のところはね』

「ついに来たな」

　アンドレセンが、小ぶりなカボチャほどもある拳げん固こを、ぎゅっと握にぎりしめた。

「ちくしょう！」

　ヤマモトが唇くちびるを嚙かんだ。「ここにこうして、何もできないでいる自分がつくづく情けないよ……」

『アシュランの人たちは、あなたに投降して欲しいそうよ。そうしないときは……、言うだけ野や暮ぼね』

「卑ひ怯きような！」

　アンドレセンが唸った。政治の駆かけ引きに卑怯も糞くそもないのはわかっていたが、それでも言わずにはおれなかったのだ。

『もちろん降伏なんかするあなたじゃないわよね。そうするなら、とっくにしていたでしょうからね……。でも、私からお願いしたいの。ううん、私だけじゃなくて、キサラからもよ』

　ごくり。

　ヤマモトが固かた唾ずを吞のむ音である。

　ひと呼吸置いて、ユリコは言った。

『絶対に降伏なんかしちゃダメ！』

「う！」

「──！」

　ヤマモトとアンドレセンが、お互たがいに顔を見合わせて絶句したことは言うまでもない。

『もしここで、降伏なんかするような軟なん弱じやくな漢おとこだったりしたら、私、あなたのことを嫌きらいになっちゃうからあ！』

　半分涙声であった。

　放送がだしぬけに途と切ぎれた。

　たぶん、スポンサーのお気に召めさないことを彼女が叫んだからであろう。

　数瞬の間を置いて、若い男の声が言った。

『タイラー、聞いたか』

　アシュラン公ティン・ルウであった。

『貴様には、出来すぎた奥さんだな』

「そうだとも！」

　胸を張って叫んだのは、ヤマモトである。

『その奥さんが、どうなってもいいのなら、そのまま叛はん乱らんを続けるがよい』

「よくないぜ」

　アンドレセンが作戦会議用のテーブルを叩たたきつけた。

「歯は痒がゆいぜ、提督！」

　タイラーには、タイラーの考えあってのことなのではあろうが、それにしても……である。そのやり場のない憤いきどおりは、タイラーの部下である将兵たちに共通のものであった。

『お前にまだもし、家族を愛する心が残っているのなら、ただちに降伏せよ。もはや猶ゆう予よはないぞ』

　本気であった。

『私がいま、どこにいるか教えてやろうか』

「司令代行！」

　キム少佐がヘッドギアをつけたまま振り向いた。「映像通信が！」

「繫つなげ！」

　ヤマモトは叫んだ。

　正面立体スクリーンに、巨大な戦艦が映った。

　旧惑星連合宇宙軍の『尾張おわり』級戦艦『豊ぶん後ご』であった。

　背景は、青空であった。大気圏内航行用の可か変へん翼よくを一いつ杯ぱいに広げ、成層圏内を飛行しているのだ。

「位置判明！」

　即座にキム少佐が報告した。さすがである。

「南太平洋上空、１００００メートルです！」

「何をやらかすつもりだ？」

　アンドレセンが赤あか髭ひげをなでた。

　ルウの意図はすぐにわかった。

　ほどなくして戦艦の下部ハッチが、大映しになったからだ。

　その映像を見て、ヤマモトは絶句した。

「奥さん！」

　透とう明めいの床の上に立っているのは他でもない、ユリコである。しかもその腕にはしっかりと、キサラが抱かれている。

　風が、彼女の髪かみを容よう赦しやなく吹き上げている。

　高度１００００メートルだから、その寒さは想像を絶する。ユリコはあくまでも無表情に、その寒気に耐たえている。ただ、手にしたキサラが寒くないように、毛布でくるんでかばいながら立っているところは、さすがに母親であった。

「アイゴー！」

　滅めつ多たなことでは感情を顕あらわにしないキム少佐が、思わず漏もらしたほどだ。「非ひ道どい……」

「卑ひ劣れつな……」

　ヤマモトは怒いかりの表情を隠かくそうともしない。

『実に健けな気げで、気き丈じような奥さんじゃないか』

　ルウの声が言った。

『１時間だ』

　非情である。『１時間だけ待ってやる。それでも貴様が降伏しない場合は、奥さんと娘さんには太平洋に落ちていただく。甚はなはだ不本意ながらな……』

「糞くそったれめが！」

　アンドレセンが椅い子すを蹴け飛とばした。「あの若わか造ぞう、虫も殺さねえ顔で、とんでもねえ冷れい血けつ漢かんだ！」

「彼もそのつもりはないのだろう」

　ヤマモトが言った。「タイラー提督が来るに違いないと踏ふんでいるからやっているのさ」

「わかるもんですか」

　アンドレセンが反はん駁ばくした。「所しよ詮せん、敵です」

「いずれにせよ、これでタイラー提督の、指揮官としての器うつわが問われる」

　腕組みをして、ヤマモトは言った。

「これでノコノコと出ていって降伏したら指揮官失格、妻子を見殺しにしたら人間失格。どちらを選ばれるかな……」

「どっちにしても、わたしゃタイラー提督のことを、嫌きらいになっちまうでしょうよ」

　半ば自や棄けぎみに、アンドレセンが言った。

「それにしても奥さんは、なんであんなに堂々としていられるのか……？」

「わからんか」

　ヤマモトがアンドレセンを見た。

「わかりません」

「愛しているからさ」

　ヤマモトは言ってから、赤面した。







　放送を聞いて激げき怒どしたのは、ヤマモトやアンドレセンばかりではない。

　地球に潜せん伏ぷくしていたイサムやキーナンたちも、携けい帯たいビジョンで事の顚てん末まつを知り、地じ団だん太だ踏んだ口である。

「盲点だったぜ」

　キーナンは悔くやしそうに、空を見上げて唇を嚙かんだ。悲しいかな戦車は、空を飛べない。

「シラギク大尉、なんとかならんか？」

　カトリ大佐が訴うつたえるように、シラギクを見た。

「無理です。残念ながら……」

　愛機『バザード』を蹴っ飛ばしながら、シラギクは言った。「燃料切れです。こうなっちゃ戦闘機も、単なる巨大なハリボテと同じですよ」

「結局俺たちのしたことは……」

　クライバーン大尉が悔しそうに言った。「壮そう大だいなムダだったとしか言えねえのか？」

「そんなことはないですよ！」

　慰なぐさめるようにイサムは言った。

「僕らのしたことは、少なくとも敵の目を一時的に逸そらす、陽動作戦ぐらいにはなったはずです！」

「よく言ったよ、坊ぼうや」

　キーナンが目を細め、誇らしそうにイサムを見た。「だが、それもこれも、こうなっては虚むなしいぜ」

「ああ、翼つばさがあったらなあ……」

　イサムは両腕を、空に向けて伸ばした。

『それにしても提督は、どうされるのだろう……？」

　イサムは思った。

『まさか、奥さんとキサラちゃんを、見殺しにするのでは……』

　イサムはそんな男をとても、尊敬はできない。

『そんなことは絶対にないですよね、タイラー提督』

　イサムの気持ちは、その場にいた全員の想いでもあった。







「あと２分か……」

　カウントダウンを続ける時計を見ながら、ルウはつぶやいた。

「タイラーから連れん絡らくはないのか？」

「ありません」

　部下がすげなく言った。

「そうか……」

　ルウはなぜか自分が、見捨てられたような気持ちになった。

　下部ハッチに立つ、ユリコを見る。

　その表情には不安の色は微み塵じんもない。

「なぜだ？」

　ルウはつぶやいた。「わからぬ。どうしてそこまで……」

「時間です」

「しかたがない」

　切り札を失うのは痛かったが、同時にこれで、タイラーの人望も地に墜おちることは目に見えていた。妻子を見殺しにした男に、部下たちは決してついては来ないだろう。

「処しよ刑けい執しつ行こうだ！」

　ルウが叫ぼうとしたときである。

「いや、待ってください。レーダーに反応が！」

　オペレーターが叫んだ。

「なんだ？」

「下方から接近する、飛行物体があります！」

「戦闘機か？」

「いえ！」

　首を振るオペレーター。「もっとずっと小型で、低速です。これは……」

「モニターに切り替かえろ！」

　その瞬間、ルウは我が目を疑い、何度もまばたきした。

「なんだあれは！」

　オープントップの、反重力スクーターにうちまたがり、ぐんぐん上じよう昇しようして来る影かげは、まぎれもないタイラーである。スペースブルーの制服を着て、黄色いマフラーをなびかせて、颯さつ爽そうとはいかないまでも、その姿はまぎれもない正義の味方であった。

『豊後』のブリッジは、騒そう然ぜんとなった。

　無理もない。

　これはちょっと、想像を絶する登場のしかたであった。

「ジャスティ！」

　その瞬間、それまで無表情であったユリコが、ぱっと喜色を満面にたたえた。

「来てくれたのね！」

「小こ癪しやくな！」

　引き立て役の道どう化けにされたような気がして、ルウは思わず叫んでいた。

「飛んで火に入る夏の虫とはこのことだ。撃うて！　対空砲火で、撃ち落としてしまえ！」

『豊後』の下面から、音を立てて対空ミサイルとレーザー機銃の銃じゆう座ざがせり出してきた。照準はもちろん、これだけの火力をもって狙ねらうには大おお袈げ裟さすぎるタイラーただ一人である。

「砲撃開始！」

「待ってください！」

　砲火を開く寸前、オペレーターが叫んだ。

「本艦の前方に、もう１隻の戦艦が！」

「なにっ！」

「発見が遅おくれて申し訳ありません。タイラーのほうに気を取られていて、気がつきませんでした」

「馬鹿者！」

　叫んでみても遅おそい。『豊後』の前方に、だしぬけにその姿を現したのは、ラアルゴン帝国のドローメ級戦艦である。

『ルウ！』

　モニターに現れたのは、燃えるような緋ひ色いろの髪かみに、爛らん々らんと輝くクリムゾンの瞳ひとみをした、若き提督である。

　ル・バラバ・ドムであった。

『罪つみもない婦女子を人質に取るとは卑ひ怯きよう千せん万ばんな奴やつめ。お前の相手はこの俺だ。銀河万民になりかわり、このル・バラバ・ドムが成せい敗ばいしてくれん！』

「おのれ！」

　相手がドムなら、ルウは遠えん慮りよなく戦える。

「望むところだ。目標変更！　前方の戦艦！」

「待ってください！」

　またしてもオペレーターが叫んだ。

「また待ったか？」

「敵戦艦の甲かん板ぱん上を、御ご覧らんください！」

「な──！」

　スクリーンを凝ぎよう視しする、ルウの瞳が凍こおりついた。「アザリン！」

　戦艦ドローメの甲板が歌か舞ぶ伎きの舞ぶ台たいのようにせり上がり、現れたのは錫しやく杖じようを手にし、赤い髪を焰ほのおのように風になびかせた少女であった。

　誰あろう前さきのラアルゴン皇こう帝てい、ゴザ十六世ことアザリンである。

「なんと可か憐れんな……」

　オペレーターが思わず、見とれてつぶやいたほどである。

『ルウ！』

　アザリンの声が、『豊後』のブリッジに飛び込んで来た。

『ラオをこの手にかけたのは私だ！　お前もアシュラン大公ならここへ来て、正々堂々、私と勝負せよ。これ以上民たみ草くさを巻まき添ぞえにすることなく、アシュランにまつわる怨えん恨こんは、お前と私との間で、決着をつけようぞ！」

「笑わせるな！」

　ルウが叫んだ。「この足ではハンデがありすぎるわ！」

「タイラーが来ます！」

　オペレーターが叫んだ。

「ようし……」

　何を思ったか、ヘイゼルの瞳が妖あやしく光った。

「そんなに返して欲しければ、妻子を返してやろう」

　ルウの手が、スイッチに伸びた。

「みごと受けとめてみせよ！」

　あっという間もなかった。

　透とう明めいの床が音もなく開き、ユリコとキサラの体は、高度１００００メートルから、太平洋の荒あら波なみめがけてまっしぐらに落ちていった。

　誰もが絶句した。

「ユリコ～！」

　叫びつつタイラーは、反重力スクーターを反転させた。

「やったな！」

　これに逆上したのは、ドムである。

「砲火開け！　容よう赦しやはいらんぞ！」

　たちまち『豊後』はドローメからの熾し烈れつな弾だん幕まくに包まれ、大おお揺ゆれに揺れた。

「遅いわ！」

　シールドを張って防ぎながら、ルウが叫ぶ。「ただちに後こう退たい！」

　その間にも、ユリコとキサラは自由落下を続ける。

「いけ～！」

　エンジンも焼き切れよとばかりにアクセルをふかしたタイラーの反重力スクーターは、高度７５００でユリコに追いついた。

　そのまましっかりと、空中で愛妻の体を抱き止めるタイラー。

　感動の一瞬であった。

「ユリコ！」

「あなた！」

　だが、そのユリコの手からこぼれた愛まな娘むすめのキサラは──、

「追いつかない！」

　映像を見ながら、ドムは叫んだ。「鬼め！」

「陛へい下かが！」

　ドローメのオペレーターが叫んだ。

「なにっ！」

　甲板から身を躍おどらせたアザリンが、落ちて行くキサラを追いかけて、まっしぐらにこれも、奈な落らくの底をめざす。

「なんということを──！」

　絶句する部下たちに、

「いや……、そうか！」

　さすがに閃ひらめいたのはドムである。

「ただちにカイザースーツを射出しろ！　目標、皇帝陛下！」

「そうだったのか。了りよう解かい！」

　瞬時にアザリンの意図を了解してのけたドムは、やはり切きれ者ものであった。

「カイザースーツ、射出！」

　戦艦ドローメの魚ぎよ雷らい発射管から、真紅に輝くアザリン専用強化装そう甲こう服ふく、通つう称しようカイザースーツのパーツが射出された。

　６つのパーツに分かれたパーツは高度５５００でアザリンに追いつき、その玉ぎよく体たいを包むように合体したのである。

「勅ちよく写しや！」

　輝くカイザースーツは、はからずもアザリンとドムの咄とつ嵯さの機転により初の空中装着に成功した。

「毎度ながらはらはらさせてくれるお方だ、アザリン様は……」

　汗あせを拭ぬぐいながら、ぼやくことしきりのドムであるが、その声は笑っていた。

「カイザーウィング！」

　黄色に輝く翼が、カイザースーツの背中から飛び出した。もともとカイザースーツは、あらゆる戦せん況きように対応し、陛下の体をお護まもりするように設計されている。

　脚きやく部ぶに内装されたパルスエンジンをふかし、超音速ダイブでアザリンはキサラを追った。

「パコパコ、『信しな濃の』事件の借りを、今こそ返すぞ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、海面上わずか５００メートルで、アザリンはキサラに追いついた。そのままがっちりとおし抱く。しかしもう、高度がない。

「だめだ！」

　ドムが叫んだ。「減げん速そくが、間に合わない！」

「なんの！」

　アザリンは空中で身を回転させ、脚部を下方に向けて猛もう烈れつな勢いで全力噴ふん射しやした。

「カイザー逆噴射！」

　猛然たる水しぶきが上がり、一瞬モニターの視界を完全に覆おおい隠かくした。

「陛下は……」

「さあ……」

　一瞬ドローメのブリッジは、重たい沈ちん黙もくに包まれた。誰も結果の予想を、口にするだに恐おそろしかったのである。

　だが、水しぶきがおさまったとき──、

　悠ゆう然ぜんと海面上を飛行する、カイザースーツの勇姿がスクリーンに映し出されたのである。

　これには万ばん歳ざいの叫びを上げない者はなかった。

「陛下！」

　タイラーとユリコが、反重力スクーターで降下してきた。

「キサラは？」

「無事だとも！」

　アザリンはヘルメットのバイザーを跳はね上げ、叫んだ。

「よく寝ねている」

　なんとキサラは高度１００００メートルからのダイブにもかかわらず、アザリンの腕かいなの中で、すやすやと健すこやかな寝ね息いきを立てていたのである。

「さすがはそちの子だな、パコパコ……」

「照れますな……」

　父親タイラーは、反重力スクーターの運転席で頭を搔かいた。

「よかった……」

　こうして父親以上の強運の持ち主であるビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーは、涙ぐむ母親の胸に、無事戻されたのである。

「万歳ッ！」

　戦艦『筑後』ではヤマモトが、アンドレセンと抱き合って喜んだことはもちろんである。いや、全艦隊の将兵たちが、この顚てん末まつに狂きよう喜きした。

「タイラー提督万歳！」

「アザリンちゃんもよくやった！」

「万歳、万歳！」

　それこそ上へ下への大騒ぎであった。

　だが──、

　これですべてがハッピーエンドに終ったわけではない。

　最後に宇宙最大の決戦が残っていた。

　のちに──、

　地球、ラアルゴン、アシュラン、三大勢力南十字星の大決闘と呼ばれることになる、銀河開かい闢びやく以来の大規模艦隊戦であった。










　第七章　究極戦艦『樺から太ふと』




「敵の主力艦隊は、火星軌き道どう上で再集結しつつあります」

　旗艦『筑後』の作戦会議室。一堂に会したタイラー艦隊の幕ばく僚りようたちによる艦上会議の席上、キョンファ・キム少佐が報告する。

「その数は、およそ３７００隻と思われます。うち５００隻が戦艦と巡洋艦です」

「３７００！」

　ヤマモトが叫び、アンドレセンは口くち笛ぶえを吹ふいた。

「じゃあこの前の戦いで多大な犠ぎ牲せいを払って沈めた、２０００隻はいったいなんだったんだ？」

　宇宙のどこかにワープしてしまったハイフェッツ提督、敵艦隊を重フェーザー砲の射程内に押し込めつつ、自みずからも自じ爆ばくして果てたバルサローム提督の尊い犠牲も、意味がなかったことになってしまう。

「いったいどうやってアシュランは、３７００隻もの艦隊を集められたんだ？」

「種を明かせば実に簡単な話です。火星基地の生産ラインを押さえられたんですよ」

　グエン・ホー・ミン大尉が言った。

「なるほど」

　アスキルト条約で軍艦は破は棄きしても、それを生産するためのラインはそっくりそのまま残されていたのである。アシュランはそのラインをフル稼か働どうさせて、シャカリキになって軍艦を建造したのだろう。

「それにしても、３７００隻とはね……」

　キーナン准将が言った。「こっちの戦力は？」

「旧ラアルゴンの艦隊や、各惑星からの戦力が加わり、増え続けていますが、それでも１２００隻がやっとといったところですね。しかも旧式艦や、商船改造艦が多いです」

「気合いと心意気だけで、補おぎなえる数じゃないな」

　キーナンがため息をつく。

「時間をかければ、もっと集められるんじゃないのか？」

　カトリ大佐が言った。

「その間に敵は、もっと生産しますよ。時間を置けば置くほど、我々は不利になります」

　キム少佐の説明は、幕僚たちの表情を暗くさせるばかりであった。

「サカイ少佐」

　ヤマモトが気き鋭えいのエース・パイロットを見た。

「艦隊の差を、航空戦力で補えないか？」

「無理ですよ」

　すげなく言うコジロー・サカイ少佐である。

「慢まん性せいのパイロット不足は、３年間の休戦でますます深しん刻こくになっていましたからね。どうにか新米パイロットを教育して数だけは揃そろえていますが、彼らは空母からの発艦はできても、着艦はやったことがないというヒヨッコばかりです。いわんや空中戦なんか、とても無理ですよ」

「熟じゆく練れんパイロットの数は？」

「せいぜい２００人というところです」

「２００か……」

　それでもいないよりは、ましであろう。

「こうなったら、よほどの作戦がないと……」

　自然、彼らの目は、上かみ座ざにいるタイラーのほうを向く。彼ならこの局面をなんとかしてくれるのではないか。そんな祈いのりにも似た気持ちが、一人ひとりのまなざしには込こめられていたのである。

「提てい督とく……」

「タイラー提督」

「どうか発言を」

「おほん！」

　タイラーは軽く咳せき払ばらいして、

「わかってる」

　と、いつものあの調子で言った。「みんなまとめて、面倒みよう」

「提督……具体的な作戦をですね」

　と、言いかけるヤマモトに、

「まだ言えないよ」

　軽くいなしておいて、

「実は、地球で密ひそかに秘密兵器を開発するよう命じておいた」

　潜伏期間中にも、油を売っていたわけではないらしい。

「またヒラガーですか？」

　不安そうに、アンドレセンが言った。どうもこの敏びん腕わん艦長も、ヒラガー技術大佐の作るメカとだけは相あい性しようがよくない。と言うか、本人同士の相性はもっと最悪なのだが……。

「あのメカフェチの軍艦おたくの作る最新兵器は、どうもぞっとしませんなあ……」

「なら、君は乗らなくてもいいよ」

　タイラーが、そっけなく言った。「他ほかに乗りたい奴やつはいくらでもいるからね」

「わかりましたよ」

　こうなればアンドレセンも、しぶしぶ従うしかない。

「僕とアンドレセン、それにカトリはこれから地球まで、ヒラガー大佐の新型戦艦を受領しに行って来る。他の者はそれまで、敵艦隊を支えておいてくれないか」

「それはいいですけど……」

　カトリが言った。「提督、新型艦のオペレーターはどうします？」

「今の艦隊からは、ベテランのオペレーターは割さけない」

　残念そうにタイラーは言った。

「キム少佐も、グエン大尉も、艦隊に残ってもらわねば、とてもあれだけの敵は捌さばききれない。遺い憾かんながら、新型艦の運用はオペレーターなしで行う」

「待ってください！」

　末席近くから、手が上がった。

「提督、新しん米まいのオペレーターですけれど、私でよろしければ……」

　その声の主を見て、一同の間に微かすかなざわめきが起った。

「ユリコさん！」

「奥さん！」

　ひさびさに宇宙軍の制服を着た、ユリコの姿がそこにあった。

「ユリコ……」

「その呼び方は皆の前ではやめてください、閣下」

　はにかみながら、それでも凜り々りしく胸を張って、ユリコは言った。

「ジャスティ、いえ、タイラー閣下。惑星連合宇宙軍予よ備び役えき大尉ユリコ・タイラー、人手不足のこの度、現役に復帰したいと思いますが、よろしいでしょうか？」

「許可する」

　一も二もなく、タイラーは言った。

「これはいい」

　ヤマモトが叫んだ。「奥さん、いや、タイラー大尉が職場に復帰してくださるのなら、千人力だ。なあみんな！」

　歓かん声せいが上がった。これほど祝福される現場復帰というのも珍しいだろう。

「でも提督」

　タイラーの隣に立っていた、従じゆう卒そつのイサムがそっと耳打ちした。

「キサラちゃんのお守もりは、どうするんです？」

「そうか」

「あら、それは……」

　ユリコが言った。

「イサムくんに頼たのむわ」

「子守りですか？」

　イサムは顔をしかめた。

「こりゃ適任だ！」

　キーナンが笑って言った。それで決まりだった。

「イサム・フジ二等兵、キサラの子こ守もりとおしめ替かえ任務を命じる」

　タイラーはその場でサラサラと辞じ令れいを書いて、イサムに手渡した。大将の署しよ名めい入りだから、正式に有効である。

「とほほ……」

　このときは嘆なげいたイサムだが、のちにこの辞令は、フジ家の家か宝ほうとなる。

「この僕が、赤ん坊の子守りとおしめ替えかぁ……」

　落ち込むイサムの肩を、誰かがポンと叩たたいた。

　アンドレセンであった。

「そうメゲるな、今からやっとけば、いい練習になるぜ」

「まだ早いですよ」

「そう言うがな、人生三十代なんてな、あっという間だよ」

「一生結婚しないからいいですよ」

　そう言ったイサムが、それからわずか２年後、十代のうちにゴールインすることになろうとは、このときは誰も、予想だにしてはいなかった。







「いいかあ、ヒヨッコども！」

　タイラー艦隊の空母『鳳ほう凰おう』のブリーフィングルームでは、タケオ・シラギク大尉が新米パイロットを集めて、〝説教〟の真っ最中であった。

「お前らは、まだ素人しろうとに毛の生えたようなもんだが、これからの宇宙軍航空隊にぜひとも必要な人材でもある。だから今度の作戦にも参加はしてもらうが、空中戦はしなくてもいい。いや、空戦は固くこれを禁止する。お前らの腕じゃ、敵戦闘機の餌え食じきにしてくれと言ってるようなもんだからな」

　モニターに、攻撃機の図解が映った。

「これが今回お前さんたちの乗る、艦上攻撃機『剣けん山ざん』だ。小回りこそきかないが、戦闘機なみに速いから、敵機に追つい尾びされても振ふり切れるはずだ。武装は一発、94式航空魚雷だけだ。こいつは発射されると、途中からブースターに点火して光子魚雷になる。一撃で戦艦も撃げき沈ちんできる強力兵器だ。こいつを敵艦めがけてぶっ放ぱなしたら、あとは味方の基地めがけて一目散に逃げろ。燃料の続く限り全速力で飛ぶんだ。敵機が挑ちよう発はつしてきても、絶対に空戦を行ってはいかんぞ。敵機は俺たち、制せい空くう戦闘機隊が引き受ける。わかったな！」

　はい、という元気な声がブリーフィングルーム一いつ杯ぱいに谺こだました。多くは十代の、少年航空兵である。みなサカイやシラギクや、ハナー・シスターズに憧あこがれて志願してきた連中である。

「やれやれ、どこまでわかっているのやら……」

　ブリーフィングルームの片かた隅すみでは、サカイ少佐が照れたような笑いを浮かべている。

「ヒヨッコのお守りは疲つかれるぜ」

　サカイの本心はこうだ。

『この中の何人が生きて帰れるか……。俺だって同期の連中が減へっていくのを見るのは辛かったぜ。ましてこんなあどけない連中が……』

「ではこれより、敵艦の識しき別べつ方法を伝でん授じゆする」

　シラギクが言って、軍艦のシルエットを描えがいたパネルを取り出した。

　軍艦識別表である。

「まずこれが──」

　多数の砲ほう塔とうを持もった弩ど級きゆう戦艦のシルエットを指差し、

「戦艦『豊後』だ。敵の旗艦だ。識別ポイントは反はん応のう炉ろの冷れい却きやく塔とう、通つう称しよう〝煙突〟だ。二本あるうち前の煙突が湾わん曲きよくしているから、他の『尾張』級戦艦との識別は容よう易いだ。こいつは最優先の攻撃目標だ。わかったな！」

「はいっ！」

「次にこれが──」

　二枚目のパネルも、戦艦であった。

「『伯ほう耆き』だ。識別点は二番砲塔上の重力カタパルトだ。こいつも重要目標だ。それからこれは」

　三枚目のパネルをめくり、

「巡洋艦『葛城かつらぎ』だ。『阿あ蘇そ』クラスの一艦だが対空兵装が大おお幅はばに強化された防空巡洋艦だ。あまり近づくとやられるぞ。いいな」

「はいっ！」

　返事ばかりは、威い勢せいがいい。

「じゃあ、これがわかるか？」

　四枚目にシラギクがめくったパネルは、平たい飛行甲かん板ばんをもつ航空母艦のシルエットであった。

「この空母の名前がわかる者？」

　新米搭乗員たちはお互いに顔を見合わせる。

「はいッ！」

　特別元気のよさそうなのが、挙きよ手しゆして言った。

「『瑞ずい龍りゆう』です！」

「馬鹿もん！　これは『鳳凰』だ」

　シラギクは怒ど鳴なっておいて、してやったりと笑う。

「よりにもよって自分たちの乗っている母艦を間違う奴やつがあるか！」







「敵艦隊、現れました。急速展開中！」

　キム少佐が報告する。

「予想通り、我が艦隊の三倍の数です……いや、これは」

「どうした？」

　ヤマモトが訊きいた。

「敵艦隊の後方に、さらに第二陣の艦隊が──！」

「なにっ！」

　予想だにしていなかった新あら手ての敵に、ヤマモトは戦せん慄りつした。

「併あわせて５５００隻の大艦隊です！」

「いったいどこからそんな……」

「どうやらアシュランは、我々の知らない間に生産ラインを強化していたようです」

「し、しかしあの内のほとんどは。無人艦のはずだ。さして恐おそるるに足る相手ではない」

　震ふるえる声で、ヤマモトは言った。

「艦載機隊を発進させろ！　こうなったら一か八か、先制攻撃だ！」

「了りよう解かい！　全艦載機隊、ただちに発進せよ。繰くり返す。全艦載機隊……」







　タイラー艦隊の空母31隻から飛び立ったのは戦闘機７００機、攻撃機１６００機の、併せて２３００機という大編隊である。しかしそのうち、熟じゆく練れんパイロットの乗る戦闘機は、わずか２００機にも満たない。それだけにサカイやシラギクのようなエースパイロットは、新しん米まいを護ご衛えいしてやるかたわら、編隊の指揮も取らねばならず、対応におおわらわであった。

「攻撃機隊は各個に編隊を組め。密集したまま突入だ。はぐれるなよ！」

　攻撃機隊の護衛を担たん当とうするシラギクが叫ぶ。

「サカイよ、この遠足の引いん率そつは、なかなかに大変だぜ」

「ああ」

　愛機『菊きく水すい』のコックピットで、サカイは不敵に笑う。

「そろそろ敵の、迎げい撃げき編隊が上がってくるはずだが……」

『こちら早期警戒機『鵺ぬえ』！』

　警戒のために上がっていたグラマンＥＸ─９『ブラックバード』早期警戒機、コードネーム『鵺ぬえ』から通信が入った。

『敵艦隊も艦載機を発進！　その数およそ……』

　一瞬の間。

『３００００！』

　新米パイロットたちの背筋を、戦慄が走り抜けた。

　いや、サカイやシラギクでさえ、例外ではなかった。

「さんまん……」

「３０００の、間違いじゃないのか……」

　間違いではなかった。３００００といったら、もはや編隊というよりも、戦闘機の雲に近い数である。

「へっへ、こいつは暴あばれ甲が斐いがありそうだぜ。撃墜数スコアも爆発的に延のばせるぞ」

　笑っていられるのはサカイくらいのものであろう。その彼にしたところで、口の中がカラカラに渇かわいている。

「『鵺』から通信！『我、敵ニ追つい尾びサレツツアリ。繰くリ返ス、我、敵ニ追尾サレツツアリ。助ケヲ請こウ。助ケヲ請ウ……』通信、途と絶だえました」

「やられたか……」

　シラギクが唇を嚙かんだ。

「見ろ！」

　裸ら眼がん視力左右とも３・０のサカイが叫んだ。「来やがったぞ！」

　前方の視野に収おさまりきらないほどの、雲うん霞かの如ごとき大編隊が、こちらを包むように押し寄せて来る。あまりの数なのでバックの星が見えない！　これが全部無人戦闘機だとしても、恐おそろしいほどの数だ。

「『ヴァジュラ』の射程内に入ります！」

「全機発射！」

　流星のように尾を引いて、長距離レーダー誘ゆう導どうミサイル『ヴァジュラ』が飛んだ。百発百中なのだが、この場合はたとえ全弾命中しても大勢にほとんど影えい響きようはない。

　宇宙空間に、大たい輪りんの花が咲き誇った。

「５０００機くらいは撃げき墜ついしたようです」

「焼け石に水よりはましか……」

　ほっとしたのもつかの間ま、敵編隊との間は急速につまった。

「こうなったら奴やつらのド真ん中に暴あばれ込こんで、一機でも多く撃墜してやるぜ」

　サカイは肚はらをくくった。

「『国くに広ひろ』中隊、『安やす綱つな』中隊、『宗むね近ちか』中隊、俺に続け！『友とも成なり』中隊、バックアップだ！」

　そのまままっしぐらに敵に向けて突っ込む。

「隊長、『バブルボール・ジェミニ』が！」

　部下が叫んだ。

　遥か左方向を、二ふた条すじの青い稲いな妻ずまが征ゆく。

「ユーミ、エィミィ！」

　流星かと見まごうばかりのそれは、惑星連合宇宙軍が誇る双ふた子ごの撃墜王エース、コードネーム『バブルボール・ジェミニ』で知られる綱こう鉄てつの処女姉妹、ユーミとエィミィのハナー・シスターズであった。

　この二人は常に二人で行動し、また決して他のパイロットと編隊を組むことはない。

　その強さは、無敵！

　それでいて、地上に降りればキャピキャピした、二十歳はたちの娘むすめっ子こでしかない。

　強さの秘ひ密みつは、双子特有の精神感応テレパスである。敵の位置はもちろん、動きまで予測してしまう。

　さらに今回は、特とく注ちゆうの新兵器が、二人には与あたえられていた。

　ジェミニ専用特殊攻撃機、『桜おう花か』と『橘きつ花か』である。

　といっても、別に敵艦に特とつ攻こうするための自殺兵器ではない。テレパス増ぞう幅ふく装そう置ちと、テレパス誘導ミサイルを搭とう載さいした、分離合体式の高機動戦闘機である。操縦系の一部もテレパスで動かすため、ハナー・シスターズ以外には扱えない。『桜花』にはユーミが、『橘花』にはエィミィが、それぞれ搭乗する。左右対たい称しよう型がたで、合体すれば通常空間ではいかなる戦闘機やミサイルよりも速く、分離すれば無数の高機動バーニアによって、恐るべき機動性を発揮する、まさに無敵の戦闘機であった。

「ユーミ、エィミィ！　無む茶ちやするな！」

　サカイが叫んだ。

『心配いりません、サカイ少佐』

　二人の声がレシーバーから飛び込んで来た。みごとにハモっている。

『敵戦闘機は、あたしたちにまかせて敵艦隊を攻撃してください。二人で３０００機くらいは、撃墜してみせます』

　噓うそではなかった。

「馬鹿野郎！　お前らばかりに手て柄がらを一人占じめ……いや二人占めされてたまるか。中隊全機、突入だ！」

　このところ出番を姉妹に横取りされて、影かげの薄うすいサカイは言った。

『では……』

　ユーミとエィミィも叫ぶ『負けませんよ！』

　その瞬間、『桜花』と『橘花』が、パッと左右に散った。

　散ったと見るや、視界から消えた。いや、消えたと映るほどの、猛もう烈れつな加速に移ったのだ。レーダーサイトにも捕とらえられない。どんな照準装置にもロック不能なほどの機動であった。

「行くよ、エィミィ！」

「まかせて、ユーミ！」

『桜花』と『橘花』から、それぞれ１ロット、２８８発のテレパス誘導ミサイルが敵に向ってバラ撒まかれた。姉妹の強力な精神波によって誘導されたミサイルは、迫せまる敵編隊の直前で、それぞれが12の弾頭に分裂した。

　全弾命中──！

　姉妹の座すわる全方位コックピット・スクリーンの中が、一瞬お花畑になる。

「おつぎはレーザーよ！」

「了解ラジヤー！」

『桜花』と『橘花』が合体した。

「スピンレーザー！」

　掛け声がハモった。

　猛もう烈れつな勢いでスピンしながら、３６０度、あらゆる方向にレーザー機き関かん砲ほうを乱射する。またひとしきり、宇宙空間に花火が上がった。

「すげえ……」

　その様子を見ながら、サカイは思わず漏もらした。彼でさえ、感かん嘆たんせずにはおれない。

「しかしもう、空中戦がどうのとか、テクニックがどうのとかいったレベルじゃねえな、これは……」

　このハナー・シスターズの獅し子し奮ふん迅じんの闘たたかいぶりを称えて、作られた歌が、のちに彼女たちのテーマソングとなる。

　それは、こんな歌だった。
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　しかし──、

　いかに彼女たちが超ちよう人じん的な活かつ躍やくをしようとも、またサカイ、シラギクらベテランパイロットが奮戦しようとも、それは戦局全体からみれば、些さ細さいなことでしかなかった。

　敵の数は、あまりにも多すぎたのである。

　なお、無む傷きずの敵戦闘機は２００００余機──。

　その差は圧倒的であった。

　ハナー・シスターズの鉄てつ壁ぺきの防ぼう禦ぎよ網もうを迂回した敵機は、次々と新しん米まいパイロットの編隊に襲おそいかかった。







「これが……」

　惑星連合艦隊の、地下秘ひ密みつドック──。

　仄ほのかな照明に照らされ、佇たたずむ巨大な戦艦の姿を見上げ、アンドレセンは思わず唸うなった。

「これが、『樺から太ふと』……」

　圧倒されて、言葉も出ない。

　ＮＣＣ─ＥＸＧ１『樺太』。最新鋭の超々々々々弩級宇宙戦艦である。

「そうです」

　宇宙一の軍艦おたくにして惑星連合宇宙軍が誇る造船界の鬼き才さい、トオル・ジョーニアス・ヒラガー技術大佐はうなずいた。

「どうです、『信濃』や『六甲』などくらべものにならないほど、頼たのもしいでしょう」

　満面に気き色しよく悪わるい笑いを浮かべ、黄色い歯を見せながら言う。

「事実、断言してもいいが今日現在、いや、むこう十年間は、これより強力な戦艦は宇宙に存在しないでしょうな」

「存在しないのはいいけどよ……」

　アンドレセンが例によって懐かい疑ぎ的な目でヒラガーを見た。

「この大きさはどう見たって、アスキルト条約に違い反はんしているぜ」

「とんでもない！」

　ヒラガーは大おお袈げ裟さに、眼鏡めがねをずらしてみせた。「『樺太』の全長は、アスキルト条約で定められたギリギリの大きさである９９９メートル。熱による膨ぼう張ちようを計算に入れても、１ミリだってオーバーしちゃいない」

　確かにその通りであった。

『樺太』の全長は、９９９メートルである。

　しかし全ぜん幅ぷくが、８５００メートルばかりあった。

　そしてロケットノズルは横向きについていて、進むときは真横に進むのである。

　乗組員も、横向きに座るのである。

　確かにアスキルト条約は、全長１０００メートルを超こえる戦艦を建造・保有してはいけないと定めている。しかし、全幅が８５００メートルもある戦艦を保有してはいけないとは、どこにも書かれてはいない（建造は、例によって代艦建造の名目でクリア）。

　恐るべき、条約の盲点を突いた空前絶後の超巨大戦艦、それが『樺太』であった。

　少々あざといが、それにしても『樺太』が宇宙最大最強の戦艦であることには変わりがない。要するに戦争は、勝ちゃいいのである。

　人類の歴史が始まって以来、戦争に勝った国が条約違反を云うん々ぬんされたことは一度もない。落選しなければ選挙違反で捕つかまることがないのと同じ理り屈くつである。

「時間がない」

　タイラーが言った。「ヒラガー技術大佐、ただちに『樺太』発進の準備をしてくれたまえ」

「準備はもうできています」

　ニヤリと笑って、ヒラガーは言った。

「あとは提督閣下が発進命令を下してくださるだけで、いつでもアシュラン艦隊を蹴け散ちらしてごらんにいれますよ」

「では発進！」

「了りよう解かいです！」

　地下ドックにファンファーレが鳴り響いた。

　こまめな性格のヒラガーが、ちゃんと自分で選曲して、待っていたのである。

「総員乗艦！」

　と言っても、乗り込むのは５人だけである。

　提督　ジャスティ・ウエキ・タイラー大将

　艦長　カール・ビョルン・アンドレセン准将

　操そう舵だ手しゆ　ハロルド・カトリ大佐

　技術士官　トオル・Ｊ・ヒラガー技術大佐

　オペレーター　ユリコ・スター大尉

　これだけいれば、楽に動かせるのである。あの『信濃』のように人口知能こそ搭とう載さいしてはいないが、『樺太』の機能の多くは自動化されており、搭乗員は最終的な決断を下すだけでよい。

『前部、異常なし！』

『中部、異常なし！』

『後部、異常なし！』

『機関部、異常な～し！』

　作業員が、次々と整備点検結果を報告する。

「提督、艦体各部、異常なしです」

　ヒラガー大佐が報告する。

「よし、作業員ドックより退たい去きよ。注水開始！」

「了解、総員ドックより退去。注水を開始します」

『樺太』ほどの巨体ともなれば、いきなり陸上から発進というわけにもいかない。まずは海中に出るため、ドックを海水で満たしてやる必要があった。バルブが開かれ、巨大なドックに海水が注水されてゆく。

「ああ、やっぱり軍艦は、水中から発進するに限るな」

　提督席で足を伸ばしたタイラーが、吞のん気きなことを言っている。

「すみません、いつまでも子供で……」

　ユリコが他の乗組員に謝あやまっていた。

「水位、２００……４００……６００。水位、ブリッジを超こえます」

　さすがに『樺太』の巨体に輪をかけて巨大なドックだけに、注水にも時間がかかる。

「注水完了！」

「艦体固定解除！」

「了解、艦体固定解除！」

『樺太』の巨体をロックしていた固定装置が解除され、鈍にぶい音が響ひびいた。

「バラストタンク90。トリム20」

「了解。バラストタンク90。トリム20」

『樺太』がわずかに、ドックの中で浮き上がった。

「補ほ助じよエンジン始動」

「了解！　補助エンジン始動！」

「海中ハッチ開け！」

「了解！　海中ハッチ開きます」

　ユリコが復ふく唱しようし、秘密ドックの海中へと続く扉とびらが開いた。

　小気味よい緊きん張ちようの一瞬である。なにが楽しいと言って世の中に、巨大メカの発進プロセスほど楽しいものはない。

「進路クリアー！」

「ソナー作動開始！」

「ソナー作動開始！」

　ピコーン、ピコーンという反響音が、ブリッジを満たした。

「微速前進！」

「微速前進！」

　カトリ大佐が発進レバーを押し、『樺太』は前進を──名目上は真横に向かって横進していることになるのだが──開始した。

「水路を出ます」

　全幅８５００メートルの巨体が横向きに淡あわい光の中に進み出る。

「提督、発進準備から発進完了まで、13分43秒です」

　ストップウォッチを見ながらヒラガーが報告した。「驚異的な早さです。実験は大成功ですな」

「そうか、御苦労」

　ねぎらいの言葉をかけるタイラー。なにがどう、大成功かは知らないが、とにかく幸さい先さきはいい。

「よし、行くぞ！」

　タイラーの表情に、決意が漲みなぎった。

「メインタンクブロー！『樺太』浮上、そして洋上発進だ！」

「お～い！」

　後ろのほうで声がした。「儂わしを忘れんでくれい」

「ドクター！」

　振り向いたタイラーが驚いた。「いつの間に？」

「いつの間にとはまた薄はく情じような」

　ヒデサブロー・キタグチ軍医少将は、例によって大だい徳とつ利くりを手に、ぐびぐびやっていた。

「発進直前に作者が思い出してくれたからよかったようなもんじゃが、もうちょっとで出そびれるところじゃったわい」

　ブリッジの緊張が、どこかに行ってしまった。

　タイラーは咳せき払ばらいして、気を取り直し、再び命令する。

「『樺太』発進！」










　第八章　アシュランの落日




「こんなんじゃあ、とても支えきれないよ」

　５５００隻の大艦隊を前にしては、さすがのシア・ハスにも弱よわ音ねが出る。

「お嬢じよう、もう光子魚ぎよ雷らいのエネルギーがありゃせんぜ」

　しかし副官ロダン・グルグの報告に、

「そうかい」

　と、笑ってみせたハスであった。

「それじゃあいよいよ、突っ込むしかなさそうだねえ」

「海かい賊ぞくの意地を、見せるときがきましたな」

　グルグも笑って、部下たちを振り向いた。

「というわけだ。野郎ども、覚かく悟ごはいいか！」

　オーッという、威い勢せいのいい返事が一いつ斉せいに返ってきた。

「水くさいですぜ、グルグの父とっつぁん」

「なぜみんなで死のうと言ってくださらねえ」

「この命、最初からお嬢に預あずけてありまさあ」

「お前たち……」

　シアは瞳ひとみをうるうると潤うるませ、

「嬉うれしいことを言ってくれるじゃないか。よし、手下にそこまで慕したわれちゃあ、あとはもう華はな々ばなしく玉ぎよく砕さいするしかないね。みんなで黒雲ハス一家の名を、末まつ代だいまでも轟とどろかせようぜ！」

　ハス艦隊中の駆逐艦に、凄すさまじい雄お叫たけびが沸わき起こった。

『ハス』

　その盛もり上がりに水を注さしたのはヤマモトである。

『下がれ！　気持ちはわかるが死んではいかん！　まだまだ働いてもらわねば困る。ここで勝手に死ぬことは絶対に許さん！』

「マコ……ちゃん」

　でも……と、言おうとするハスの機先を制して、

『死ぬときは、一いつ緒しよだ』

　猫の手も借りたい戦闘の最さ中なかで、さりげなくハスを口く説どく、ヤマモトであった。

「マコちゃん……」

　ポッと、シアの頰ほおが赤くなった。

「あっ、お嬢が赤くなった！」

「そうか、忘れていたけどお嬢も、いちおう女だったんだな……」

「全然、忘れていた」

　好き勝手なことをわめく部下たちに、

「うるさいよ！」

　と、ハスは怒ど鳴なった。多分に照れ隠かくしめいた怒いかりである。

「野郎ども、突撃中止！　いったん後方に退さがって補ほ給きゆうする！」

　しかしその〝後方〟が、どこにもなかった。

　タイラー艦隊のすべてが、最前線になってしまったのである。それほどに敵の数は多かった。

「きりがない……」

　さすがのヤマモトも、焦あせりの色は隠かくせなかった。

　敵は犠ぎ牲せいを無視して、執しつ拗ように突とつ撃げきを繰くり返してくる。敵は死兵だ。無人艦ならばこそ、使える戦法であった。

　それを何度もなんども撃げき退たいし、辛かろうじて支えているヤマモト以下のタイラー艦隊ではあったが、エネルギーにも限界がある。このままでは遠からずして、押し切られてしまうであろう。

「円えん陣じんを組め！」

　切せつ羽ぱ詰つまってヤマモトは命令した。「バラバラになると喰くわれる。一か所に集まって迎むかえ撃うつんだ！」

　エネルギーの切れた艦は円陣の内側に入って補給し、再び外側に出て他の艦と交代する。そのローテーションを繰り返すことによって、少しでも崩ほう壊かいを先に伸ばそうというのが、ヤマモトの狙ねらいであった。

　しかし、そんなことではとてもカバーしきれないほど敵の数は多く、攻撃は熾し烈れつで、間かん断だんがなかった。艦隊の防ぼう禦ぎよ陣じんは敵の火力に削けずられて、見るみる小さくなってゆく。

「第５、第７、第８駆逐艦隊、全滅！」

「戦艦『ミシガン』『メイン』『ケンタッキー』、轟沈！」

　被ひ害がいは累るい々るいともたらされる。

「攻撃機隊も、半数が撃げき墜ついされました！」

　キム少佐の、悲痛な報告に、

『タイラー提督！』

　ヤマモトは提督席で祈いのった。

『早く、早く来てください！』







「かあさ～ん！」

　またひとつ、若い搭とう乗じよう員いんの悲鳴が宇宙に消えた。

　タイラー艦隊の空母を発進した攻撃機隊は、敵艦隊にたどりつく間もなく、圧倒的に多数の敵無人戦闘機部隊に包囲され、いいように撃墜されていった。

　逃げようにも、まわりはこれすべて、敵、敵、敵である。どこまで逃げても敵がいた。まるで射撃練習の標ひよう的てき機きのように、若い志願パイロットたちの乗った『剣山』攻撃機隊は、敵を見ることもなく徒いたずらに散っていく。

「くそったれがあ～！」

　サカイ、シラギク両エースの率ひきいる戦闘機隊も、攻撃機隊を守って奮ふん戦せんするが、絶対数が足りない。もはや戦闘機隊ですら、半分も残ってはいなかった。

「ミサイルも、レーザー機銃も撃ち尽くしたか……」

　最後の１機を撃墜したところで、サカイ少佐は茫ぼう然ぜんと言った。

　なおも押し寄せて来る敵機の攻撃をひらりひらりとかわしながら、

「なっちゃいねえ」

　と、舌打ちする。「俺も、こんなヘタクソに追っかけ回されるようになっちゃ、終しまいだなあ……」

　思わず苦にが笑わらいが出た。

　しかしこの数分間の戦闘で、サカイはそれまでの軍隊生活における全撃墜数スコアの、実に一割近い敵を墜おとしていたのである。こんなハイペースで敵を薙なぎ倒たおしたことはかつてない。

「ここまでか……」

　さらに敵の大編隊が迫せまった。

　もう戦うことも、操そう縦じゆう桿かんを握にぎることさえも、サカイはおっくうになっていた。

「コジロー・サカイ、ここらが死に場所かな……」

　覚悟を決めて、目を瞑とじる。

　今までに戦った強敵の数々が、走そう馬ま燈とうのように去きよ来らいすると思いきや、何も浮かんではこなかった。

『こんなもんかな……』

　敵の吐はき出すレーザー機銃の唸うなりが、すぐ間ま近ぢかで聞こえたような気がした。

『サカイ！』

　ヘルメットから、シラギクの声が飛び込んできたのはそのときだ。

『死ぬな～！』

　宇宙空間で聞こえるはずのない爆発音が、サカイの耳には確かに聞こえた。

　実はそれは、シラギク機のコックピットを通して、通信機越ごしに、届とどいてきたものだったのである。

「シラギク！」

　サカイは瞬しゆん時じにすべてを諒りよう解かいした。

　シラギク機はサカイ機が撃うたれる寸前、敵機とサカイ機との間に飛び込んで、射しや線せんを遮さえぎったのである。

「シラギク！　馬鹿野郎！」

『馬鹿野郎はどっちだ』

　ヘルメットの通信機を通し、今にも消え入りそうなシラギクの声が聞こえてきた。

『へっ、おかげでこっちは咄とつ嵯さに、自じ己こ犠ぎ牲せいの精神を発揮しちまったい……』

「シラギク……」

『ま、な……。いつかはこうなると思ってたよ。恨うらみっこなしだ。強いほうが生き残るのは、筋すじだし……な……』

「シラギクぅ～！」

『あばよ、サカイ。……ヒヨッコどもを、頼たのまあ……』

　閃せん光こうが、ヘルメットのバイザーに映った。

「シラギク！」

　その閃光さえ、サカイの視界にはぼやけて見えた。

「おおお～、シラギクぅ～！」

　これでサカイは、宇宙軍航空隊に入隊以来の最後の同期を失ったことになる。

「雑魚ザコどもがぁ～！」

　怒ど髪はつ天を衝つくサカイの憤いきどおりは、敵編隊に向けられた。

「ミサイルも、弾たまもねえけどよ……」

　サカイは手近な敵機めがけて突っかけた。

「まだ翼つばさがあらあ！」

　翼で、敵機の胴どう体たいを両断する荒あら技わざに、敵は恐おそれをなしたか道を開ける。

　斬きられた敵機が、爆ばく発はつした。

「続け！　ヒヨッコども！」

　サカイの開いた突破口から、新しん米まいパイロットの乗る攻撃機隊が続く。

「見ろ、シラギク。お前と俺で、やったぜ！」

　あとは言葉にならなかった。

　この日、コジロー・サカイ少佐は、体当たりで右の翼の三分の一を失いながらも、無事母艦に生せい還かんを遂とげたのである。







「タケオ・シラギク大尉が戦死しました」

　グエン大尉のもたらした報告は、『筑後』のブリッジを失意のどん底に叩たたき込こんだ。

「シラギクが……」

　ヤマモトの苦く悶もんの表情が、ますます暗くなる。指揮官としての彼の欠点は、気持ちが正直に顔に出てしまうことだった。

「ハナー・シスターズも武器を使い果たして帰還します」

　追い討うちをかけるようにキム少佐が言った。

「現在、艦隊の戦力は当初の40％を割りました」

「敵は？」

「まだ八割近く残っています」

　淡たん々たんと報告するキム少佐の声が、心なしか震ふるえている。

『これまでか……』

　ヤマモトが天を仰あおいだときである。

「後方よりエネルギー反応！」

　グエン大尉が叫んだ。

「な、なんだあれは？」

　ブリッジの全員が、その光の方を一いつ斉せいに振ふり向いた。







「やはり……」

　敵艦隊の後方、戦艦『佐渡』のブリッジでは、司令官シュンが戦せん況きようを眺ながめながら寂さびしげな笑いを浮かべていた。

「やはりタイラーといえども、この圧倒的な数の前にはなすすべもなし、か……」

　失望したように言う。

「シュン様！」

　オペレーターが叫んだ。

「地球の大気圏から、異様なエネルギー反応が上昇接近中！」

「なんだ？」

「反応タイプは戦艦のものですが……」

「では戦艦だろうよ」

「ですが、これが戦艦だとすると……」

　オペレーターの声が、一瞬途と切ぎれた。

「全長８０００メートル以上ということになります！」

「なに！」

　これは仰ぎよう天てんするなというほうが無理だ。「全長８０００メートルぅ？」

「巨大すぎて、大気圏脱出に手間取っているようですが……」

「なら沈しずめてしまえ！」

　短気な性格のシュンは、即そく座ざに命令した。「そんな物ぶつ騒そうなものなら、全艦隊の砲撃を集中して沈めてしまえ！」

「了りよう解かいしました！」

　シュン艦隊のすべての戦艦が、一斉にぐるりと艦首をめぐらせた。全力集中射撃の目標は、大気圏を上昇して来る巨大戦艦だ。

「撃うて！」

　目を開けていられない閃せん光こうが宇宙を満たし、大気に反射したエネルギー光はオーロラのように成層圏を彩いろどった。







「タイラー提督！」

　まばゆいばかりの照り返しに目が眩くらむ中、絶ぜつ叫きようしたのは、ヤマモトである。

「そんな、提督まで……」

　艦隊の全員が、それぞれの持ち場で絶句した。

　希望の星は、堕おちたのか──？







「ふはは……見ろ、うどの大たい木ぼくめ！」

　シュンはブリッジ中に響ひびくほどの笑い声を立てた。「木こっ端ぱ微み塵じんになりおったわ！」

「いえ！」

　オペレーターが絶叫した。

「上昇して来ます！　た、大気圏を出ます！」

「なんだと！」

　シュンは立ち上がる。スクリーンを凝ぎよう視しする目が、信じられない物を見たかのように見開かれている。

「あれだけの集中砲火をくらって……」

「無む傷きずです！　まったく効果ありません」

「化ばけ物ものか！」

　シュンは生まれて初めて、戦場で足がすくんだ。







「ふう、意外に頑がん丈じようにできているんだな……」

　提督席で汗あせを拭ぬぐうタイラーである。

「ヒラガー大佐、君の造る軍艦は、毎度ながらたいしたもんだなあ……」

「なに、当然です」

　ヒラガーは尊大な態度で、鼻をひくひくさせた。自じ慢まんするときの彼の癖くせである。

「『樺太』の装甲は合計で１００メートルの厚さがあります。第一装そう甲こう鈑ばんが30メートル、第二装甲鈑が25メートル、そして第三装甲鈑が18メートル、それぞれムクのナガオカ式高こう張ちよう力りよく合ごう金きんです。装甲はそれぞれ隙すき間まを開けて、隙間には衝撃吸収と破は孔こう充じゆう塡てん剤ざいを兼ねた特殊液化セラミックを満たしてあります。これは各部に穴が開くと、自動的に硬こう化かして穴あなを塞ふさいでくれるわけです。さらにこの装甲の上に対ビーム兵器用のシュピーゲルツェメリットコーティングを施ほどこし、おまけにシールドまで張ってあるんです。どんな兵器も……」

「もういい！」

　アンドレセンが怒ったように叫んだ。「女みてえな長ったらしい自慢はよせ。効果のほどは、こうして無傷で飛んでるのを見りゃあわかる！」

　いずれにしても、たいした戦艦である。

「大気圏を離り脱だつしました」

　カトリが報告する。「メインエンジンの調子も、そろそろ上がってきましたよ」

「ジェネレーター出力上昇！　エネルギー充塡率77％」

　ユリコが報告する。「あと２分で武器の使用も可能になります」

「反撃してもいいかな？」

　タイラーが子供のように笑った。「ヒラガー大佐！　派は手でな武器はないか？」

「それなら……」

　ヒラガーの細い目が、眼鏡めがねの奥でいびつに光った。

「拡散無限粒子砲などがよろしいでしょう」

「なんだそれは？」

　アンドレセンが訊きいた。「ま、どうせロクでもねえ武器なんだろうけどなあ……」

「『信濃』の無限粒子砲をさらに強化改良した、究極の対艦兵器です」

　ほくほくしながら、ヒラガーは言った。

「ま、効果のほどは使ってみりゃわかりますよ」

「わかった」

　タイラーは部下たちにウインクし、命令した。

「拡散無限粒子砲、発射準備！」

「了解、拡散無限粒子砲、発射準備！」

「ターゲットスコープ、オープン！　電でん影えいクロスゲージ、明度20！」

「無限粒子砲薬室内、圧力上昇！」

「無限粒子流入！　圧力正常」

「目標、敵艦隊中央部！」

「了解、目標は敵艦隊の中央部……と」

　発射態勢に入っていた、アンドレセンが振り向いた。

「提督、どこが敵の中央部でしょう？」

「貴官の判断に任せる。どこでもいい、適当な所を狙ねらえ」

「了解しました！」

　それほど敵の数は多い。

「発射10秒前！」

「８……７……６……５……４……３……」

「拡散無限粒子砲、発射！」

『樺太』の艦首が、ふたつに割れた。

　そのふたつの艦首の間に、強力な力りき場ばが発生する。

　まばゆいブラズマ光が、垂直方向に伸びた。

　その閃せん光こうが──、

　敵艦隊の中央で、パッと拡散したのである。

　巨大な、線香花火のようであった。

　その光の束たばに打たれた敵が、いや、そばにいただけの敵も。連れん鎖さ反応的に次々と爆発した。その光景を文字で再現しようと試みれば──、

　爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発──、

　さらに爆発。

　ということになる（これっきりにしよう）。

「無人戦闘機隊、全滅！」

「艦隊戦力、２０００隻ほど蒸発しました！」

「げえ！」

　シュンは悪あく夢むでも見ているような気になった。

「おのれ、タイラー！　だがこれだけのエネルギー兵器、連続発射はできまい。全艦、敵超巨大戦艦に突撃を敢かん行こうせよ！」

　さすがにシュンもアシュランの男児であった。このままおめおめと負けるわけにはいかない。

「敵艦隊が来ます」

　ユリコが言った。「３５００隻！」

「待ってました！」

　ヒラガー大佐が躍おどり上がった。「提督、通常兵器で応戦してよろしいか？」

「好きにしたまえ」

「では──」

　ヒラガーがスイッチを入れると、『樺太』の自動防衛システムが立ち上がった。

　拡散無限粒子砲以外の『樺太』の武装は──、





　　主砲　　　フェーザー三連装砲塔　　２５６基

　　中間砲　　　フェーザー三連装砲塔　　１５００基

　　副砲　　　高出力レーザー単装砲塔　　８８００基

　　補助砲　　　レールガン単装砲塔　　１２０００基

　　対空砲　　　フェーザー連装砲塔　　５９８０基

　　対空機関砲　　　八連装レーザー・ポムポム砲　　４００００基

　　同　　　四連装　　９６００基

　　光子魚雷発射管　　　　　１２８バンク

　　対空ミサイル　　　十六連装ランチャー　　１７００基






　と、これらが一いつ斉せいに火ひ蓋ぶたを切ったからたまらない。

　アシュラン艦隊は、大混乱に陥おちいった。

　訓練ができていない艦隊の、欠けつ陥かんが暴ばく露ろされた。味方が勝って、その尻しり馬うまに乗っているときはいいが、ちょっと劣れつ勢せいになると総そう崩くずれである。壊かい走そうし始めた艦隊は、誰にも止められないのだ。なまじ数が多いだけ、混乱も大きかった。

「逃げるな！　踏ふみ止どまって戦え！　それでも誇り高き、アシュランの兵士か！」

　シュンの叫びも、虚むなしい。

　艦隊は、太陽系の外周に向けて逃げた。一目散に逃げた。

「提督、追撃しますか？」

　カトリが訊きいた。

「それともひと思いに、無限粒子砲で……」

　アンドレセンが言った。

「いや」

　首を振るタイラーである。「その必要はない」

「逃がしてやるんですか？」

　アンドレセンは怪け訝げんそうに言った。

「烏う合ごうの衆しゆうとはいえ、あれだけの艦隊だ。ほっとけばまた悪さをしますぜ」

「そのつもりもない」

　タイラーは言った。

「もっと楽な方法がある。ほっといても敵は、自分から罠わなに嵌はまってくれるよ」

「敵艦隊、小惑星帯に入ります」

　ユリコの報告。

「アンドレセン」

「はい」

「フジ閣下が放電作戦で使った放電素そ子しは、まだ小惑星帯に残っていたね」

「撤てつ去きよされていなければ、そのままのはずですが……」

　アンドレセンは言った。「けれど、肝かん心じんの電源が使えませんぜ」

「電源なら、あるじゃないか」

　タイラーは笑って言った。「それも、桁けた外はずれに強力な電源がね」







「逃げるな！」

　シュンは壊走する味方艦隊を追いながら叫んだ。「逃げる奴やつは、俺が撃つ！」

　だが戦艦１隻で、３５００の大艦隊は止められるはずもない。

「艦隊が、小惑星帯を抜けます！」

「むう……」

「シュン様！」

　オペレーターの悲鳴にも近い声が上がった。

「なんだ！　いちいちうるさいぞ！」

「例の、自動攻撃惑星が──！」

「なに、しまった！」

　自動攻撃惑星、『満まん珠じゆ』と『干かん珠じゆ』のエネルギーが、急速に増大していた。

「引き返せ！　罠だ！」

　すべては虚むなしい。

「敵の旗艦に向けて、三式弾を発射！」

　タイラーが叫ぶ。「エンジンを狙って足だけを止めろ。殺すには忍びない」

『佐渡』のエンジン部分を、正確な射撃が貫つらぬいた。全動力を止める、三式弾である。

　その直後──、

『満まん珠じゆ』と『干かん珠じゆ』の重力砲が閃ひらめいた。

　三日に一発しか撃てない砲だが、そのエネルギー総量は拡散無限粒子砲よりもさらに大きい。それが小惑星帯に向けて、発射されたのである。

　むろん、『樺太』からの遠えん隔かく操そう作さであった。

　巨大なエネルギーの束たばは、例の放電作戦用の特殊素子に命中し、小惑星帯全体に向って分散された形になった。小惑星帯が、巨大かつ強力な雷かみなりによって覆おおわれたのである。

　その電でん撃げき網もうに、アシュラン艦隊の３５００隻はまんまと引っかかった。いや、自分から網あみに飛び込んだ。

　タイラーがやると、電撃作戦もこうなりますという、お手本であった。

　小惑星帯が、虹にじ色いろの光こう芒ぼうに覆おおわれた。壮そう大だいな火か葬そうの焰ほのおである。

「ひ──！」

　そのとき初めて、イザリア辺へん境きよう伯はくシュンは、タイラーと自分との、器うつわの違いを思い知らされたのである。

「艦隊消滅！」

「しょ、消滅……」

　あまりと言えばあまりにあっけない、結末であった。

「３５００隻が消滅……。一瞬でか……」

　へたへたと、椅子にへたり込むシュンであった。

「これが……、タイラーの実力か……」

　言葉もない。

「負けた……。今度こそ完敗だ」

　不思議に悔くやしくはなかった。

　そこがまた、タイラーの底知れぬ魅み力りよく、いや、魔力なのかも知れないなとシュンは、ほとんど空っぽになった頭の片かた隅すみで、ぼんやりと考えるのであった。

『やはりタイラー、おそるべし！』

　機関の停てい止しした戦艦『佐渡』の周囲に、タイラー艦隊の生き残りが接近してきた。

「シュン様……」

「もういい」

　もはや戦う気力もなく、シュンはつぶやいた。これ以上犠牲を増やしても意味がない。そういう意味では、シュンは立派な指揮官であった。

「降伏しろ。無条件降伏だ」

『佐渡』のメインマストには白旗が、強制排はい気きによって翻ひるがえる。










　第九章　一件落着！




　地球。

　アシュラン公王ルウに当てられた、臨時政権用官邸の大広間。

　車椅子の公王は、一人待つ。

　夕陽が、広間の柱の影を絨じゆう毯たんの上に長く落としていた。

　敗はい者しやは、多くを語ることはない。ただ、運命の到来を待つのみである。

　やがて──、

　運命の使者が、扉を開いた。

　夕陽を背に、逆光のシルエットは……。

「やはりな」

　その姿を見るなり、ルウは静かに微笑ほほえんだ。

「俺にとっての運命の使者はアザリン、やはりお前か」

「ルウ」

　カイザースーツを身に纏まとったアザリンが、絨毯の上に一歩を踏み出す。

「お前は、道を誤あやまった」

「そうでもない」

　ルウは笑って、

「あながちそうでもない。銀河に磐ばん石じやくの平和をもたらすには、こういう過渡的なプロセスが、どうしても必要だった。そのための捨て石くらいには、なれただろう」

「聞いた風な口を」

　アザリンの口調は、怒ってはいない。

「そのために何人を殺した」

「やはり、変わっていなかったな」

　アザリンの貌かおを見て、ルウは言った。「昔のままだ、泣き虫アザリン……」

「言うな！」

　キッとなって、アザリンは叫んだ。

「あの優しいルウお兄にいちゃんは、どこへ行った！」

「死んだよ」

　ルウは静かに言った。「半分は父を誅ちゆうせられたときに、残りはラオを失ったときに……」

「同情はせぬ」

「凜り々りしくなったものだ」

　ルウは嬉うれしそうに目を細めた。「無む類るいの優しさに加えてその威い厳げんがあれば、立派な皇帝陛下に、戻れるだろう」

「その前に」

　アザリンは剣を抜いた。

「二人の間で決着をつけようぞ」

「望むところ」

　ルウは立ち上がった。

　自分の足で、立ち上がったのである。

「やはりな」

　アザリンが嗤わらった。「立てたのか」

「あんな子供時代の想い出を後ご生しよう大だい事じにするほど、私はロマンチストではないのでな」

　ルウも嗤う。

「死んだ父から脊せき髄ずい移植手術を受けて、すぐに歩けるようにはなっていたのだ。アシュランの医学も、なめたものではないよ、アザリン。ただ、立てないことにしておいたほうが、なにかと都合がよかったのでな……」

　しっかりとした足取りで、ルウは前に出た。

「だが、もはやその必要もない」

　車椅子が、変形した。

　今まで座っていた主人の体を包むと、精せい悍かんなプロポーションの、装甲強化服になる。それはまるで、あつらえたように彼の体にフィットしていた。

「この車椅子は、特注品でね。たぶん君のカイザースーツよりも強い。まさかこれを試すことになろうとは、思わなかったがね……」

「カイザースーツは無敵だ！」

　アザリンは叫ぶ。「ラアルゴン六十億の民たみの祈いのりが、このスーツには込められているからな」

「ふん」

　ルウは鼻でせせら笑った。「搾さく取しゆと血けつ税ぜいの証明か」

「だまれえ！」

　アザリンは打ってかかった。

　ルウは左腕部に装着された楯たてで、ビームソードを受け止める。

「本当の戦いというものを教えてやる！」

　ルウの右パンチが、アザリンのボディーに叩たたき込こまれた。

「ぐう……」

　思わず呻うめいたアザリンが、退さがる。

　言うまでもなく、右手の拳こぶしは強化されていた。象さえ一撃で屠ほふるほどのパンチである。カイザースーツの防ぼう禦ぎよ力りよくをもってしても、ダメージは吸収しきれない。

　アザリンの呼吸が、荒あらくなる。

「さすがに効きいたか」

「なんの！」

　気き丈じようなアザリンは再び剣を構えた。「そんななまくらパンチ、いくら打ってもこの玉ぎよく体たいには瑕きずひとつ負わせられぬわ！」

「強がりはよせ！」

　ルウが叫んで、間合いを詰めた。

「今のを二、三発もくらってみろ。一生子供を産めぬ身体からだになってしまうぞ」

「構わぬ！」

「どう構わぬのだ？」

「一生子など、産むつもりはない！」

　断言したアザリンだが、その言葉とは裏うら腹はらに、彼女はその生しよう涯がいにおいて８人もの子こ宝だからに恵めぐまれることになる。そして24人の孫まごと、15人の曾ひ孫まごに囲まれて、94歳の幸福な天てん寿じゆを全まつとうするのである。

　だがそれは、ずっとのちの話だ。

「そうか」

　ルウの間合いが、さらに詰つまった。

「ならば望み通り、処女おとめのままあの世に送ってやるわ！」

　右手から、刃やいばが伸びた。

　辛かろうじてアザリンが、それを受ける。

　カイザースーツの肩の部分の装そう飾しよくが、スッパリと切り落とされた。

「──！」

「サイロン龍りゆうの鱗うろこより鍛きたえし剣だ。超合金など取るに足らぬ！」

「くっ！」

　カイザースーツの全身から、無数のマイクロミサイルが放たれた。

「無駄だ！」

　中空で、ミサイルは見えない壁に触ふれたかのように爆発してしまう。

「スーツの出来が違う！」

　ルウの蹴けりが、アザリンの肩口に、もろに入った。

「ぐっ！」

　そのまま床に叩きつけられるアザリン。

「とどめだ！」

　サイロン龍の剣が、振り上げられた。

「さらばだ。アザリン！」

「お兄ちゃん……」

　見上げるアザリンの瞳に、涙が光っている。「かわいそう……」

「くああ！」

　想いを振り払うかのように眸めを閉じ、剣を振りかぶる。

　ガッ！

　剣が、床を打った。

　アザリンの身体を、剣は擦かすりもしなかったのである。

「ルウ……」

「ふふ……」

　ルウは扉の方を振り向いた。

「間に合ったな、イサム……」

　戸口のところに、イサム・フジは肩で息をしながら立っていた。その手にはビームライフルが握にぎられており、その銃口からはたった今、フルパワーで発射されたことを物語る、白煙が立ち上のぼっていた。

「みごとだ……」

　スーツの唯ゆい一いつの弱点である腹のジョイント部分を撃うたれて、ルウは大きくのけぞる。

「ルウ！」

　アザリンがその身体を受け止めた。

「どうして！」

「私は自分と、賭かけをしたのさ」

　蒼そう白はくな顔で、ルウは言った。

「負けたのか？」

「とんでもない」

　ルウは笑う。

「勝ったのさ。お前をこの手で殺してしまったら、私は一生後こう悔かいしなきゃならんだろう……」

「殺す気もなかったくせに！」

　銃を投げ捨てたイサムが叫ぶ。「お前らはどうしてそんなに意地を張って、死んでいくんだ？　屈くつ折せつしやがって！　好きなら好きだと、はっきり言ったらいいじゃないか！」

「そうか……」

　ルウが笑った。「ラオも、私と同じ気持ちだったのか……。これで兄弟二人、あの世に行っても仲よくできるな」

「……」

「イサム……。お前は好きなら、面と向かってはっきり言えるのか……」

「僕は……」

　唐とう突とつな質問に、イサムはうろたえた。

「言えるさ、はっきり言える」

「ふ……」

　消えゆく意識の中で、ルウは言った。「噓つきめ……」

「ルウ！」

　アザリンが抱きついた。「ルウお兄ちゃんのばかあ！」

「泣くな、アザリン。いや皇帝陛下……」

　その肩に、イサムはそっと手をやった。

「ルウは君に言ったよ。銀河の平和を頼むって……」
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「敬礼！」

　颯さつ爽そうと壇だん上じよう高く進み出たススム・フジ大将が、惑星連合旗に向って叫ぶ。

　まず、今回のアシュラン戦せん役えきによって名めい誉よの戦死を遂とげた戦せん没ぼつ者しやの英えい霊れいに１分間の黙もく禱とうを棒げた後、功こう労ろう者しやに対する辞令が読み上げられたのである。

　マコト・ヤマモト少将は中将に昇進し、惑星連合艦隊参謀副長兼任の司令長官補佐に、

　カール・ビョルン・アンドレセン准将は少将に進み、新設ポストであるラアルゴン共和国駐在武官に、

　ボブ・キーナン海兵隊准将は同じく少将となり、海兵隊学校校長に、

　ハロルド・カトリ大佐は准将に昇進し、宇宙軍艦隊局の軍務補佐官に、

　功績多大なるトオル・Ｊ・ヒラガー技術大佐は、技術官の最高位である技術中将にまで一気に特進し、前任者を蹴落として造船局総そう監かんに、

　コジロー・サカイ少佐は中佐に昇進し、惑星連合艦隊航空参謀兼任に、

　その他、キョンファ・キム少佐は中佐に、グエン・ホー・ミン大尉は少佐に、ミッキー・クライバーン大尉は少佐に、それぞれ昇進、

　ユーミ・ハナー上じよう飛ひ曹そうとエィミィ・ハナー上飛曹のハナー・シスターズは、ともに中尉に特進した。

　また、名誉の戦死を遂げたタケオ・シラギク大尉は中佐に二階級特進、

　行方ゆくえ不明のイツァーク・ハイフェッツ少将は、在席のまま中将に昇進し、銀河中央艦隊副司令官のポストが便べん宜ぎ上与えられたのである。

　いちばん割に合わなかったのはイサム・フジである。彼は幼年学校復学を認められただけで、階級はなし、単なる幼年学校生徒のままで据すえ置かれた。むろん、幼年学校の中ではヒーローとなり、一大派は閥ばつを築くのであるが……。

「働きからすれば、中佐くらいにはなってもおかしくないんだがな……」

　とは本人の弁である。

　それに対して周囲の声は否定的で、キーナン少将などは、

「あのガキを、これ以上増長させてたまるか。だいいち本人のためにならねえ」

　と豪ごう語ごしてはばからなかったそうである。もっとも、彼はその後で、こうもつけ加えている。

「なに、ほっておいてもあいつはすぐに、俺たちよりも偉えらくなるよ」

　その通りであった。

　翌年、幼年学校課程を終了したイサム・フジは宇宙軍士官学校に進むや、わずか１年で特例の卒業を認められ、いきなり中尉に任官されたのである。いろいろと幸運も重なったが、その年のうちにはなんと大佐にまで進むことになる。惑星連合宇宙軍始まって以来の、十代の大佐殿であった。

　最終的には、元げん帥すいにまでになることは周知の事実である。







「さて」

　咳せき払ばらいしたススム・フジ大将は、

「今回の一件に関しもっとも多大なる功績ありと認められるジャスティ・ウエキ・タイラー大将においては……」

　珍しくも、タイラーに対する辞令を読み上げながら、あながち不愉快そうでもないフジ大将である。

「元帥に正式昇進、加えて惑星連合艦隊最高司令長官補佐の要職に叙じよする！」

　ワーッという歓かん声せいが、兵たちの間から上がった。

「タイラー元帥万歳！」

「惑星連合宇宙軍万歳！」

　ついに一いつ介かいの二等兵としてノンキャリアで入隊した男が、出世の階段を昇りつめたのである。

「加えて、ユリコ・タイラー大尉も少佐に昇進、司令部付き秘書官を任ずる」

　言うことはない。

　しかし──、

「タイラー提督、辞令を」

　壇上で待ち受けるフジ大将の前に、当のタイラーは、いつまでたっても現れない。

「タイラー、タイラー提督はおらんのか？」

　アンダーソン元帥までが、心配そうにキョロキョロし始めた。

「タイラー提督！」

　怒ったように、フジ大将が叫んだときである。

「フジ大将！」

　壇上に、駆かけ上った者がいる。

「イサム！」

　イサム・フジであった。

「父さん、いや、大将閣下」

　ひさびさに畏い敬けいの念を込めて、イサムは言った。

「タイラー提督は、行ってしまわれました」

「なに？」

　目が点になる、フジ大将である。

「奥さんも一緒です」

「そんな……」

「もと従卒として、手紙を預あずかってまいりました」

　そう言って、イサムは父親である参謀総長に、敬礼したのである。

「参謀総長」

　アンダーソン司令長官が言った。「読んでみたまえ」

「は、はい……」

　うろたえながらも、手紙を読むフジ大将だが、その結果、ますますうろたえることとなる。




『昇りつめたら、急にあきちゃった。

　あとのことは、ヨロシクたのむよ。

　ではサイナラ


タイラー』






「た、タイラー……」

　ぶるぶると、フジ大将の手が震ふるえた。

「やはり貴様は、最低の奴やつだった」

「あの人らしい」

　そう言って笑ったのは、ヤマモトである。

「最高位にまで昇りつめてしまえば、あとはその地位に未み練れんも執しゆう着ちやくもない。おいしいところだけさらって、あとのところは部下まかせか……。これぞ無責任男の面めん目もく躍やく如じよだな。うらやましい」

　タイラーの抜けた穴あなを埋うめるため、この後苦労することになるヤマモトだが、それはそれで、けっこう苦労のし甲が斐いはあった。

　この直後、彼はラアルゴンのシア・ハス提督と電撃結婚し、周囲を驚かせたが、夫婦喧げん嘩かの毎日で生なま傷きずは絶えないながらも、それなりにうまく続いている。







「眠ったかい？」

「ええ」

　船のエンジン音を子守歌がわりに寝ねついたキサラをベッドに寝かせて、毛布をかけてやりながら、ユリコは言った。

「でも、本当にあれでよかったの？」

「いいのさ」

　晴ればれした顔で、タイラーは言った。

　自家用ソーラーディンギー、『まっぷたつの子し爵しやく』号を操あやつりながら、提督の重い背広を脱ぬぎ捨てた男が笑う。

「僕のやることは、軍にはもうないよ。またあの退たい屈くつな日々が続くと思えば、未練はおろかせいせいする」

「そうね」

　ユリコが愛したのは、銀河一と謳うたわれた常勝提督のタイラーではない。笑顔の素敵な、ジャスティ・ウエキ・タイラーという裸はだかの男である。

「それより君こそ、僕の稼かせぎに未練があったんじゃないのかい？」

　今日から無職のプータローになってしまったタイラーである。

「いいのよ」

　ユリコは微笑ほほえむ。

「あなたが行くなら、私はどこまでも……」

　中断されていた新婚旅行の続きを、子連れで楽しもうという、タイラー夫妻なのである。

「よ～し！　帆ほを張るかあ」

　太陽風を一いつ杯ぱいに孕はらんだ帆を張って、『まっぷたつの子爵』号は快調に進む。

　タイラーの声も、軽い。

　歌の途中から、ユリコのコーラスが加わった。




　会社勤めに　未練はないさ

　明日のお米が　なくたって

　今日の夢でも　生きてゆく

　俺は今日から　フリーだぞ

　女の子だって　ほっとかねぇ

　アソレ　狭い銀河を　飛び出して

　アンドロメダでも　行ってみよう




　鼻歌まじりに、タイラーはつぶやく。

「さ～て、人生元帥の次は、なんだろなっと！」










　やっとこさのあとがき




　ああ、やっと終わった。

　お待たせしました！　ここに『宇宙一の無責任男』シリーズの最新刊を、アシュラン三部作の完結篇を、お贈おくりいたします。

　いきなりネタばらしから始めてしまうと、実はこの巻のラストのタイラーのセリフ、このシリーズを書き始めた頃から、考えていたんですよね。でもって、やっとそのシーンにこぎつけて（当初は三巻くらいで、このセリフを吐はかせるつもりだった）感かん無む量りようというか、大きな仕事をなし遂とげたという感じ。

　で、これでこのシリーズは終りかというと、そんなことはありません。いちおう今回は、〝タイラー軍人篇〟のラストというくらいに考えてください。では軍人をやめちゃったタイラーは何をするかというと、それは続刊を読んでのお楽しみ……ということで御ご勘かん弁べんを……。でもそれじゃ、あまりに不親切なので、ちょっとだけ言うとね、タイラーは、もっと偉くなっちゃうんですね、実は。これ以上は書かないっと……。

　でも、その第三部に行く前に、チラッとお約束したサカイが主人公の外伝も書かなきゃならないし、第一部と第二部との間でスッ飛ばしちゃった三年間のエピソードも埋めていきたいし、他に『ユミナ戦記』も『ＳＯＭＥ─ＬＩＮＥ』も、他社作品もあるし……（富士見書房さん、ゴメンナサイ）。けっこう手を広げちゃったので、自分で自分の首を絞しめています。書きたいものは次から次へとあるのになあ……。自分が三人くらい欲しいというのが、実感ですね。

　しかし、どんなに遅くても、今年（平成二年、このあとがきを書いている時点では、まだ来年だけど）中にはあと２冊、タイラー関係の本は必ず出ますので、どうか見捨てないでやってください（と言ってまた自分の首を絞める）。また、軍人篇が終ったからといって、今までのレギュラーの出番が少なくなるということはありませんので、ごひいきのキャラクターをお持ちの方も、どうか御安心を……。

　さて、暗い話題（？）ばかりでもしょうがないので、ここらで話題をガラッと変えて、読者の皆様からの御質問などを……。

　シリーズもけっこう続くと、いろいろな質問がきて、私もけっこう嬉うれしい。この際、その質問にまとめてドバ～ッと答えてみよう。

　まず軽い質問から。

『自分で書いていて好きなキャラクターは誰ですか？』

　うん、いい質問だ。

　え～とですねえ。作品を読んでもらえばわかる通り、吉岡は根がミーハーなほうでありまして、自分の作ったキャラクターに、いともたやすく感情移入できる上に、ファンにもなってしまうというまことにもって幸せな性格であります（時間があれば、自分でパロディ同人誌を作りたいくらいです）。特に顕けん著ちよな例はアザリンちゃんですね。彼女の登場するシーンは書いていて胸がときめきます。そのへんは、読んでいる皆様と、ほとんど同じレベルなんじゃないかなと思いますね。だから毎回、都築先生のイラストはとても楽しみで、ここにはどんなイラストが入るのかなと、ワクワクしながら書いています（だからこのあとがきを書いている時点ではまだ見ていない、カイザースーツのデザインが、とっても楽しみなのさ）。

　アザリンちゃん以外に好きなキャラとしては、私は割と優しくて不器用で強い男が好きなので（と言ってもその気はない）アンドレセン、キーナン、クライバーンといった肉体派がお気に入りです（５巻の格闘シーンは、書いていて思わず力が入りましたぜ）。

　それと、意外かも知れませんが、私はフジ参謀総長が好きです。あのひたむきさ、熱意には頭が下がると思いませんか？　キャラクターを超越してしまったタイラーよりも、私はむしろフジ大将のような、人間味ある（？）感情の流れの計算できるキャラクターのほうが思い入れできますね。同じ意味で、ヤマモトくんも好きです。２巻のあとがきでもチラッと書きましたが、あまりにも彼の役回りがかわいそうなので、彼女を見つけてあげた次第です。

　他にはもちろんイサム君も好きだし、ユリコも、サカイも、ハナー・シスターズも好きです。結局自分の作ったキャラクターは、みな愛着がありますねという、芸のない答になっちゃいますね。

　次、行きます。

『あの膨ぼう大だいな軍艦の名前は、どうやって考えるのですか？』

　これは、軍艦の命名法に、ある種の〝きまり〟があるのを知っていれば意外に簡単ですよ。例えば戦艦の場合、日本の場合は旧国名、アメリカは州名、イギリスは抽象名詞（例えば『無敵インビンシブル』とか『荒廃デバステーシヨン』とかいった具合ですね）、ドイツやイタリアは歴史上の人名を中心に名前を選ぶといったことを知っていれば、あとはそのバリエーションでいくらでも出来ますよね。同じように巡洋艦は、重巡は山の名前（巡洋戦艦も同じ）、軽巡は川の名前（そういえば、今気がついたけど、この世界で重巡と軽巡の区別って、どうやってつけてるんだろう。まさか主砲の口径が６インチ以下とかじゃないだろうし……）空母なら龍、鳳おおとり、鶴、鷹たかなどにちなんだ名前……という、約束ごとを知っていれば無限に考えられるし、またマニアックでもあるわけですね。だいたいそうやってピックアップしておいた候こう補ほの中から、あとは自分の趣しゆ味みと、言葉の響きで、楽しみながら選んでいます（戦艦『肥ひ前ぜん』とか、巡洋艦『空そら知ち』なんて、響きが最高だと思いません？）。

　また、一部『信濃』のような例外もありますが、実際に歴史上建造されたことのある軍艦の名前は、できる限り避さけています（『紀き伊い』『尾張』なんて実際には建造されなかったし、だいたい『信濃』だって、建造されなかったようなもんですからねえ……。『大和』や『武蔵』以上のムダ）。

　こんなことを言っているから、私は作家仲間から『小説界の大艦巨砲主義者』だとか『軍艦おたく』とか言われるんですよね。とほほ……。ヒラガーの気持ちもわかる。

　次です。

『あの意表を突いたタイラーの作戦の数々は、どんなときに考えつくのですか？』

　企業秘密です。

　などという大袈裟なものではありませんね。よくある答としては、トイレの中でも考えつくし、食事中にパッと閃くこともあるし、お風呂に入っているときに思いつくこともありますよ。でも、いちばん多いのは、仲間内でワイワイ騒ぎながら馬ば鹿か噺ぱなしやってるときですかね。

　特に酒飲んで、正常な判断力を失った状態で『日本海大海戦』とか『太平洋の嵐』とかのビデオを見ているような状態が、アイデアの宝庫です。そう、１巻のあとがきに書いたようなシチュエーションですね。タイラーの作戦ではありませんが、４巻のフジ大将の放電作戦も、そうやって『モスラ対ゴジラ』を見ているときに思いついたものです。今回の作品中にもそうしたシーンはありますが、おわかりですか？

『タイラーは、どこまで偉くなるんですか？』

　これは、今は言えませんね。ゴメンナサイ。

　次の巻（正伝の）のタイトルが、その疑問には答えてくれるでしょう。

　それでは、次の巻で、またお会いしましょう。





　　平成元年十一月




吉岡　平












宇う宙ちゆう一いちの無む責せき任にん男おとこシリーズ⑥




タイラー大だい逆ぎやく転てん
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